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発刊にあたって

HPI研究所が[HPI粛科教育センク ー］を1973年に静岡県熱海市に開設して以来 、 比の
方 、 卒後研修の一環として数多くの学習の機会を提供してきました。特に臨床医としての基礎を築
＜卒後3年半の時期に重点をおいた学習が実施されてきました。

学習の方法は人間を主体とした論理に則り 、 医療者としての考え方 、 見方、作業の法則等を過去
の経験や習慣から脱した全く新しい発想に基づいて構築し、すべて人間の固有感覚を基盤にした動
作研究に基づいた実習を主体として 、 行なわれてきました。

コー ス開催の目的は 、 参加者の潜在的能力を発掘することは勿論のこと 、 コー スの開催を通じて、
学習の規格化を進めることが大きな指標として存在していました。そのため、 コー スの洗練が常時
行われており 、 その余りの早さに受講者からは「変更が多い」「すぐに変わる」などの苦情を頂く
ことも多々あったようであります。

しかし 、 これらの変更（洗練）は明確な論理に基づいて行われており、 表現方法やアプロー チの
方法が違っていても 、 その本筋は全く変わることなく、続けられたきたわけであります。そのよう
な結果 、 その都度 、 新しい コー ス資料が提供されることにもなりました。

そこで、 このたび過去の資料を整理し 、 これらの情報を纏めることといたしました。
本HPI卒後研修コー ス資料集はその「基礎編」であります。なお 、 資料は洗練の経緯を判り易く
するために 、 前の資料も残した状態で掲載しています。また、資料をそのままの状態で使用させて
頂きました関係上 、 文字の大きさや 、 構図に不揃いな点がありますが 、 何卒ご了承頂きたく、お願
い申し上げる次第です。

本HPI卒後研修コ ー ス資料集が 、 読者諸兄のみなさま方の蔵書の中に加えて頂ければ幸甚に存
じます。また、 みなさま方と本HPI卒後研修 コー ス資料集を通じ 、 学習の場で出会えることを楽
しみにしています。

1996年10月
H P I 研 究 所

理事長 磯 崎 孜 騎



編集にあたって

本HPI卒後研修コ ー ス資料集の編集に当たっては、 どのように章を分類するかが問題になりま
したが、 HPI研究所の「0の概念：0 CONCEPT]を参考に下記のように章番号を決定いたしました。
なお、本HPI卒後研修コ ー ス資料集（基礎編）ではすべての項目が網羅されていないため、 空白
の章および内容が不十分な章があることをご了承下さるようお願いいたします。
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第1章 ヘルスケアーの基本理念

|※人類と地球

われわれ人顛の一番の関心は 、 地球 、 人類が残り得るかどうかということで、 これは個人として
ではなく 、 人類全体として残ることができるかどうかということが問題になってきている。

われわれの世代がとる決定によって 、 人類の将来に非常に大きな影響を受ける。われわれの行動
や決定が 、 これから先の世代に多大な影響を与えることになる。

特にわれわれが現在 、 生きている世代は 、 人類の歴史の中でも最も大事な転換期であるというこ
とができる。また、 現在われわれがここで行ういろいろな決定が 、 人類の寿命を決定するともいえ
るのである。

われわれにとって一番大切な環境は 、 進化で作られた地球の環境 、 山だとか 、 JIIだとか 、 水とい
った自然な環境であり 、 それが一番ペーシックなものである。現在 、 われわれはそのような根本的
な関係 、 つまり 、 人間と地球との関係を余りに無視しているのではないかと思う。人間と地球の関
係こそ人類の生存の鍵を握るものである。この観点からいえば 、 人間と人間の関係は二義的なもの
になる。だから 、 まず 、 人間と地球 、 自然との関係に目を向けなければならないわけである。われ
われが人顛に対して関心と責任を持つならば 、 まず 、 地上における人間とその他のものとのバラン
スをとることを考えなければならない。即ち 、 人間と地球のパランスをとることができれば 、 地球
上の生物の寿命をも延ばすことができるわけである。

I※時間とエネルギー

地球と人間の根本的なものは 、 時間とエネルギーそのものである。エネルギーの関係があって始
めて時間が存在する。つまり 、 われわれがエネルギーをどのように感じるかと言うことが 、 時間を
感じるということになる。そして 、 人間が個人として存在する或いは他との関係を持つということ
は 、 まさに時間があって始めて可詣なことである。

他方 、 空間はあくまでも受動的なものであって 、 つまり、空間はそこを占拠される存在としての
みあるわけである。だから 、 人間という存在にとって空間は極めて受動的なものである。
空間にエネルギーが存在し 、 時間はエネルギーの下に成り立っているとの関係がある。空間とエネ
ルギーがあって始めて行為（activity)が行われる。

I※人間の行為（医療）と環境

何か人間が行為を起こそうとする湯合は 、 身体を起こして縦にする。これが 、 安定性（stabilt
y)と活動性(activity)の差であって 、 安定性は身体が横になっている時が一番高く 、 逆に縦に
なった時は活動性が一番高いことを意味している。そして 、 平衡状態とは全てのものが受動的にな
った状態を指し 、 その時こそ 、 本当の安定ということができる。

医療において 、 全てのものに対して反応する受動的な状態で医療環境を作ることができれば一番
いいことである。

|※自然のシステムと人工システムの調和

環境の中にも人工システムと自然システムが存在する。人工システムとは 、 人間が作ったシステ
ム 、 自然システムとは人の力を借りずに自然界が作ったシステムである。
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第1章 ヘルスケアーの基本理念

今日の社会において 、 最も大切なことは 、 実在する自然なもの 、 自然界、自然圏のシステムと人
工的なシステムとをどのように平樹をとるか 、 どのように調和させるかということである。今日で
はシステムを真に理解し、それを正しく分類し 、 システムと論理との真の関係を理解するというこ
とが、 われわれにとって最も大切な課題である。これからは 、 各国の政府が出した法律などではな
くて 、 生物圏がわれわれに与える法律 、 或いはルールというものがもっと大切になってくる。

生物圏がわれわれに与えるルールは 、 われわれ人顛ができるだけ長くこの生物圏に存在するため
のルールである。

Body Natural 
SYSTEM = LOGIC 

Environment Artificial 
The faculty of mind 
that identities order 

|※医療をアー トからシステムへ

医療に携わる者はできるだけ早く 、 芸術(art)の部分から脱却し 、 治療における芸術的要素を
減らし 、 それを最小限にするよう努力すべきである。つまり 、 アー トではなくシステムとして確立
する必要がある。菌科医療も同様に歯科ヘルスケアーシステムを定義(define)し 、 そしてそれを
洗練(refine)するメンバーになる必要がある。つまり 、 粛科医療をシステムとして扱うようにな
らなければならない。

I※論理の発生と必要性

人間の進化は形と力によって表れたものである。人間が行動を起こす湯合には 、 まず 、 バランス
とその安定度ということを考えなければならない。

他方 、 論理は人間の心(mind)の中で秩序(order)を確認 、 認知できる能力というふうに定義
することができる。勿論 、 論理は人間の身体を保護するために生まれてきたものであるが、 あくま
でも 、 論理は心の中の能力である。つまり 、 自分の身体を保護するために 、 いろいろな思考ができ、

思考論理ができ 、 予知ができるようになるわけである。人間の身体を保護するために人間の身体と
自然界を基盤に生まれたのが論理であって 、 決して宗教から生まれたものではない。 論理家とし
ては 、 平衝状態を認知することが目的になる。つまり 、 人間にとって本当に調和のとれた状態は何
であるかを教えてくれるものが論理である。論理あって始めて平衝(equilibriu璽）が判る。

世界中の診療所が論理に基づいた 、 人間にとって最も自然で 、 生理的な環境と言葉と動きが存在
する所になれば 、 われわれの周りにいる人達は現在のように混乱した状態の中に医療のオアシスを
見つけるであろう。

むしろ 、 これからはわれわれの行為も何をするかではなく、 何をしてはいけないかということが
大切になってきて 、 ますます論理に依存していくことになる。そして 、 哲学的な考察ということが
非常に重要視されるようになるといえる。

|※人間の感覚の再評価

人間の感覚を探知する 、 或いは知覚を経験する作業を 、 再評価しなければならない。人間の根本
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第1章 ヘルスケアーの基本理念

的な感覚は何よりも触って感じること即ち 、 触覚がまず最初である。
人間にとって環境を感知する一番安全な方法は実体を感じることである。このとき 、 もし、 人間

の脳のエネルギー
、 或いはわれわれの感覚が環境に矛盾する。或いは環境のエネルギー に矛盾する

ものならば 、 われわれの知覚というものをもう一度疑ってかからなければならない。そして 、 調整
するようにしなければならないだろう。いまこそわれわれは人間自身をもっと深く研究しなければ
ならないと同時に分析しなければならない。

|※人間活動の原則

特定のグループだけにあてはまる規格ではなく 、 地球上の全人類に対してあてはまる規格を作る
必要がある。そのためには 、 人間の行動として、 共通の部分として認容できる部分とそうでない部
分をはっきりと区分する必要が生じてきた。われわれの行動も個人 、 個人のやり方ではなくグルー

プの関係の原則に則った行動が優先され 、 また 、 組織を作るに当たっても 、 その原則に則って行う
ことが必要である。そして、 この原則が何であるかを確認し 、 原則を一定に使い 、 また 、 安定させ
れば 、 全てのグループは共通の原則を見つけだすことができる。われわれは個々のことを考えるの
ではなく 、 常にグループとして物事を考える必要がありそのためには 、 統合が必要である。

統合するための原則は 、 まず 、 人間の形で共通な点は何かを考えることである。人間の形で共通
する点は全て地球から生まれたものであり 、 自然の一部分であることを忘れてはならない。この共
通する点を基に人間として普遍共通の規格を見つけだすことにより 、 診療所は人間の将来にとって
非常に象徴的な 、 秩序と自由に満たされた場所になるであろう。しかし、 この原則が判って初めて
選択や関連づけができ 、 トー タルな環境を作ることができるわけで 、 われわれは今一度人間の形の
共通点について考えなければならない。

I※医療行為の評価と規格

正確な証明のためには 、 物理的な証拠を与えなければならない。行為そのものも評価の対象とな
る。そのためには 、 測定のための基準が必要となる。動いてしまうものでは 、 測定の基準にはなり
得ないのである。人間の精神状態 、 或いは精神的な影響を測定することは 、 非常に難しく殆ど不可
能である。従って最も安全な方法は 、 物理的な条件をまず 、 論理的にすることである。

論理家としての最初に考えることは 、 対象となる医療が本当に必要かどうかである。次にそれら
の医療をどの範囲まで行えばよいかである。つまり 、 医療をやりすぎることは最もよくない行為で
あり 、 やり足りないのもよくないわけである。

現に 、 われわれの決定或いは表現方法が誤解を招くことが多いわけであるから 、 われわれにはど
ういう ‘‘形’'が必要で、 どういう ‘‘表面’'が必要で 、 更にどういう “エネルギー ’'を使わなければ
ならないかを真剣に考える必要がある。

まず 、 ゼロの出発点に立ち戻って考える。何故 、 当該医療が存在するのか。その必要性を認識す
ることから始めなければならない。そして 、 人間の行為が問題になる時は 、 その行為が本当に必要
かどうかをチェックしなければならない。そして 、 必要な行為だけをするようにすれば、 社会に対
しての影響力も非常に大きくなるであろう。そのためにはわれわれは 、 もっと真剣に形についての
分析を行わなければならない。

われわれ医療担当者は、 その職業にとらわれ過ぎて 、 当該職業をあまりにも弁護するために 、 人
間にとって何が大切か、或いは何が必要であるかを忘れてはならない。そして 、 最も普遍的な 、 そ
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して最も必要なものだけをとりあげた規格を作っていかねばならない。

|※パフォ ー マ ーと環境

パフォ ー マー （目的のある行動を行う人）の環境を考える原点は 、 人間のエネルギー の必要性を
正確に分析し 、 それを行うときの人間の動き（行動）を分析し 、 それに必要な空間を決定すること
である。この基本となるものが人間の固有感覚である。われわれには触覚 、 筋肉感覚 、 平衡感覚な
どの感覚を有しているが、 これらは人間にとって最も根本的な 、 原始的な感覚である。そのほかに
聰覚 、 視覚などの感覚もあるが、 まず 、 われわれは 、 これらの感覚をよく理解せねばならない。そ
して 、 これらの感覚から全く論理的に演繹し 、 環境を作ることができたならば 、 この環境は人間の
活動が続く限り 、 半永久的な環境となり得る。つまり 、 人間の固有感覚から演繹した環境は 、 時代
が変わっても周りの形をそれほど変える必要がなくなるわけで 、 最終的には 、 心と身体と 、 そして
身体がおかれている環境との平樹を創り出すことである。

I※医療担当者の役割と価値

平衡とは終局的な人間の目標である。人顛の一番の目的は 、 人類の存続期間を長くすることであ
って 、 その方が医療の目的よりも優先性がある。例えば歯科医療において 、 理想的には 、 粛科診療
という行為 、 例えばカリエスを修復するなどという行為の必要性が無くなることが人類にとっては
価値が高いわけである。つまり、菌科医の役割は粛科医自らの存在自体を無くすようにすることが
最終的な目攘であるといえる。 もし 、 軟線織や硬組織を修復する必要が全くない状態ができれば 、

ヘルスケアーそのものの必要性が無くなるわけである。従って 、 医療は全て自分の職業をこの世か
ら無くすという目的に合致したものでなければならない。やみくもにただ 、 自己の職業の寿命を延
ばすために 、 行っている行為は人顛に対して罪を犯していることになる。従って 、 われわれは人間
として 、 われわれの身体が必要な限り 、 心と身体と環境との平樹状態を確立することを目的にしな
ければならない。

I※最少の資源で最大の効果

1つの治療が必要であると認識されても 、 治療を担当する者が 、 人間として持っている資賓が何
であるか 、 或いはその龍力が何であるかを考えなければならない。

今日の社会において 、 ヘルスケアーパフォ ー マーの存在価値を論じるとき 、 天然資源のことを抜
きにしては考えられない。天然資源をどのように使い 、 使用に当たってはそれがどのような「害毒」
を出すか、つまり「公害」を出すかについて敏感にならなければならない。われわれは最少の資源
で 、 「公害」をなくし、最大の効果を上げなければならないわけである。

そのためには、行為を行う人間をよく理解する必要がある。われわれが不必要な動き 、 或いは不
自然な動きをする事は 、 ただ単に時間のムダ遣いをしているだけでなく 、 その他の資源もムダにし
ているわけである。

- 6 -



第 1 章 ヘルスケアーの基本理念

I ※医療者は人顛の調和のシンボル

医療者は全人類のバ ランスの調和を保つ シン ポルであると言われなければならない。
われわれは 、 人類の健康を維持するために 、 象徴的な役割をも果たさなければならない。
今日の社会においては 、 ヘ ルスケ アーを組織する人の第一の責任は、生物圏 、 つま り 、 われわれ

が住んでいるこの地球を守ることにある。これがまず根本的な責任である。
2 番目にわれわれが責任を持たなければならないグループは 、 コ ミ ュ ニテ ィ （共同体）である 。
3 番目がヘルスケアーの実践者と しての患者に対する責任である。
4 番目 がヘルスケアー ・ パフ ォ ー マー ・ グループヘの責任である。そし て最後 が家族に対する責

任である。この順序で考えたならば 、 人間の活動が非常に判り易くな り 、少なくともこれを基にす
れ ば、論理的な決定が下せるであろう 。

| ※医療者の責任

われわれは自分を保護するために逃げてはいけない。やはり 、 共同体に対するわれわれの責任を
正直に 、 公開し 、 真剣に考えなければならない。そして 、 われわれの行為がグループに対して 、 或
いは共同体に対して価値あるものであるか どう かを 、 正直に突き詰めなければならない。

われわれは、人間の健康をケアーす るといった責任を持っているので、個性を強調するような私
流のや り 方は許容することはできない。

医療者が個人として 、 ただ 、 患者とその家族だけ に責任を感じて行動し ていると 、 何れは人類お
よび生物圏 、 或いは共同体に対して矛盾した存在になってしまうであろう。

※シンポルによるコ ミ ュ ニケー シ ョ ン

世界では共同体 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と呼ばれるグループがだんだんと大きくなってきて 、 シンボルに
よってコ ミ ュ ニケー シ ョ ンを行う 依存度が高ま り 、 これが非常に大切な問題になってきている。そ
こで 、 これまで 、 人間が使っていた シ ン ポルが 、 この生物圏の中で人間が安全な状態で生き延びる
ために 、 果たして正しいものであるかかど う か 、 チェ ックが火急の課題として生 じており、われわ
れは自分の感覚でもってこの生物圏と人類を守るための新しいシンボルを 、 注意深く選ばなくては
ならなくなった。生物圏は非常に大きなものであるから 、 これはシンボルで討議するよ り 、仕方が
ないだろう 。従って 、 われわれが信頼できるシ ン ポル 、 それは人々の間で正確に 、 そして 、 安定性
をもって理解されるシンボルでなければならない。

しかも 、 何が大切であるかの優先性や医療の対象となるものの形についても 、 ただ 、 漠然とエ リ
アや解剖学的に表現するのではなく 、 点 、 線 、 面で表せるようなシンボルでなけ ればいけないわけ
である。

たとえば 、 菌科医のように精密で正確なコン ト ロールを必要とする作業は 、 点と点と結ぶように
瀾かい対象物を 正確に把握 し 、 知覚しな ければならないわけで 、 従来のよ うな曖味な表現 （言葉）
では正確な行為は決してできないものである。

診療所のグループ全員が共通に使 う ことのできるシンボルを持つことは、 特に医療者グループと
し て責任を考える湯合、 たいへん重要なことである。

（菌科医療の論理と実践よ り 抜粋）
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第 2 章 概念( C o n c e p t )

※HP I 研究所 {Human Performance & Informatics Institute) 

人間の存在(Human Existence)は大別すると存在すること(being) と行為すること (doing) に分けら
れるが 、 大局的には行為することは 、 存在することの枠内に含まれるといえる。しかし 、 行為する
ことは 、 時として、 戦争や麻薬や覚醒剤販売のように 、 人顛の存在条件に相反する行為 （anti-be)を
行う可熊性があるわけで 、 これらの活動を明確に定義づけることが必要であり 、 HP I 研究所はそ
の役割を担う組織として存在する。

I※0 コ ンセプ ト

0の概念に基づいた考え方とは 、 過去の習慣 、 既成観念 、 環境等の外的な要因 に一切影響される
ことなく 、 基本的な前提条件から出発して 、 最も望ましい条件を演繹によって導き出すことである。
一般にどのような問題についても 、 基本的な前提条件を明示することができ(0の条件）これを基
にいろいろな条件を比較したり 、 他の条件を推論によって、 導くことができる。

「O 」は文脈 に よって 、 全体、無、前提条件を表わす。0の意味をまず定義すると 、 0との関連
で 、 さま ざまな条件を1~9の数字によって表すことが可能になり 、 階層性を持つ分類を作り上げ
ることができる 。 例えば 、 人体全体 ＝0と定義すると 、 頭 、 胸 、 腰 、 肩 、 前腕 、 手指 、 大腿 、 下胴 、

足の各部を1から9 の数字で表すことができる 。
一方 、 医療の 目 槙である「健康は」究極的には「医療の必要性が全く無い状態」とも 言えるので、

「O ＝ 健康」 と定義することができる 。 この究極的な健康から逸脱した状態は、すべて 、 0よりマ
イ ナ スの状態であると言えるので 、 負の数字(-1~-9)によって分顛することができる。同様にさ
ま ざまな治療も、0を基準に価値づけ、 数字によって分顛すること ができる。

この0の概念は 、 医療における思考 、 意志の疎通 、 デー ク 、 意志決定の基盤となるべき概念であ
る。 （INFORMATIC HEALTH CAREより）

「O 」は前述のようにいろいろの意味を持っているが 、 最も判り易いことは「無」という意味で 、

即ち 、 何もない状態 、 これを健康の分野で考えると「健康」とは「医療の必要性がない状態」だと
いえる。従って、健康を「0」と置き換えることができる。これがわれわれの究極的な 目標である
「G o a l O 」 である。

また、 時には対象物の全体を「0」で表すことができる。人体全体を「O 」と定義すると 、 身体
の各部分を0以外の数字で表すことができる。また 、 口 腔全体を「0 0」と定義すると 、 各粛牙は
「11」というように 2 桁の数字で表現できる 。

また 、 「0」 は基本的な必要条件を意味することも ある 。 日常の表現でも「0に戻って考えてみ
る。」というように 、 基本的な必要条件 、 前提条件を意味することもある。このように 、 特定な意
味を0で表現して、0の定義との関連において 、 その他の条件を0以外の数字で表すことによって 、

いろいろな内容を表すことができる 。 例えば 、 最適な治療姿勢の条件は何であるかを表すときも 、

0を基本的な必要条件として全ての状況を表わすことができる。
「0の概念を」基にすると 、 固有感覚に基づいた治療(pd care)の条件と情報管理システム 、

または、物理的 ないし 肉体的な条件とメンクル或いは精神的な条件とを繋ぐことができる 。 また、
0をどのように定義するかによって 、 一人一人の健康状態に焦点を当てることも 、 人頼全体の健康
状態を包括的に見ることも可能で、 考慮の範囲を 自由 に広くしたり狭くしたりできる 。

(1988年11月 27日大阪APLO講演会より抜粋）
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※SYSTEMS LOGIC • SETTING LOGIC • PERFORMANCE LOGIC 

SYS TEMS L O G I C :  
The faculty of mind or representations concerned wi th 
the reasons for order or obtaining a consensus of order 
that reflect system ー 置anifestations of order or patterns 
with reason . 

S E TT I N G L O G I C :  
The systems logic concerned with the order in  which 
human beings live rel ated to 
the effects of patterns conceived, manifested by human 
bei ngs on human beings . 

P E R FORMA N C E  LOG I C : 
I . The setting logic whi ch relates the way and the end of acts . 
2 . The setting logic concerned with optimal control related to 

valued goals . 
When applied, the final goal of performance logic is "the way 
is the end, and the end is the way" . This is valued in setting 
logic which , in turn , is val ued in system lo,;i c .  

(The Quintessence . Vol . I  No . 5/1982 Daryl Beach , D . M . D . ) 
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第 2 章 概念 ( C o n c e p t )

I ※ シ ス テム ズ ・ ロ ジ ッ ク

イ ボル ブ ド ・ オー ガニゼー シ ョ ン (ivol ved organization) つ ま り 、 天然が進化する こ と に よ っ
て 作 られた組織 、 例え ば、 主に太陽 、 地球 、 人間であ るが、 こ れ ら の要素 を構成 し て い る天然の組
織が出発点であ る 。 そ し て 、 それ ら に対す る も のが 、 プラ ン ド ・ オ ー ガニゼイ シ ョ ン (plande org 
nization ＝ 人間 が選択 し作っ た組織の意味） であ り 、 これ ら の 2 つ を結ぶも のが 、 シ ス テム ズ ・ ロ
ジ ッ ク だ と い え る 。 論理者は人間 の人工的 な シ ス テム を作る湯合 、 そ の 出 発点 と し て天然の も のが
何であ る かを選択 し 、 天然の オ ー ガニゼー シ ョ ン と の矛盾を如何に し て 少 な い も の にす る かが一番
重要な問題であ る 。 つ ま り 、 天然のオー ガニゼー シ ョ ン に で き る だ け近 く 、 そ し て 、 包含さ れ る も
の にする こ と を 考 え る わ け で あ る 。

組織を作る際に は 、 人間の持つエネルギー と 、 人間 の持つ形 と 、 自 然天然のエ ネルギー 、 或 いは
地球のエ ネルギー を関連づけ なければな ら ない 。 ま た 、 これ ら の関係 を分析する こ と がが不可欠で
あ る 。 医療の組織は人間が行為す る組織であ る た め 、 一般的な も の に比べ て 限定 さ れる が 、 や は り 、
人間の形やエネルギー と 、 太 陽 、 地球 、 つ ま り 、 天然のエネルギー と の関連を測定 し調べ 、 統合す
る こ と が必要であ り 、 そ の基本 と な る の も のが 、 シ ス テム ズ ・ ロ ジ ッ ク で あ る 。

ヘルス ケ アー の 目 的 は 、 人間の体の シ ス テム を保護する こ と であ る 。 そ れ は 、 人間の心 と体 と 、
そ し て体が置かれて い る環境 と の間の平衡状態 を求め る こ と であ り 、 特に 自 然圏 と 人工圏の調和 、
或 い は生理圏 と 人工圏の平衡 を 計 る こ と を 意味 し て い る 。 歯科医療は現在 そ の責任範囲がますます
拡大 し つ つあ り 、 1 人の患者の要求 を満たすだけに止ま ら な く な っ て い る 。 ヘル ス ケア ー は個人の
た めだ け で は な く 、 人類全体の健康維持を 問題に し な ければな ら な い時期 に来て い る 。 従っ て 、 人
類 を存続 さ せる た めの実践 と し て 、 「最低資源で最大の効果を あ げる シ ス テム」 と し て 捉 え ら れね
ばな ら な く な っ た 。 シ ス テム は基本的に は 、 体の シ ス テム と 環境の シ ステ ム に分 け る こ と がで き る 。
こ こ に も 自 然 シ ステム と 人工 シ ス テムが存在す る 。 ま た 、 論理そ の も の は本来、 人間の体を保護す
る ために生まれて き た も の で あ り 、 それは 、 人間の心の中で 、 秩序 (order) を認知でき る能力 であ
る と い え る 。 専門家 と し て 、 歯科ヘルス ケ ア ー に携わ る た めに は 、 そ の環境組織や診療組織は可能
な限 り の論理性 に基づかなければな ら な い 。

S y s t e m  s a n d S p h e r e s 
U n i 宇宙

1 . S o l a r  
2 .  L i  t h o - A t m o s - H y d r o  
3 . B i o 
4 . P h y s i o  
5 . A r t i  
6 . N o o  

U n i - N o o 

1 . 太陽 2 ． 地 ・ 気 ・ 水 3 ． 生物 ． 4 . 生理 5 . 人工 ． 6 . 思考 ・ 心

（ゼ ロ の軌跡 2 よ り ）
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|※パフォ ー マンス ・ ロ ジ ッ ク

●

●

’
 

パフォ ー マンス ・ ロ ジッ ク は人間の行動のあらゆる分野の諸原則に関係する基礎となるもので 、

歯科医療においては歯科手順の過程と結果の間の適切なコン トロールに関する諸原則に適用されて
おり 、 次の三分野の規格から構成されている。即ち 、 セ ッ テ ィ ング（環境） ・ ラーニング（学習）
・ ケアー（治療）である。

セ ッ テ ィ ングの規格はヘルスケアーの為のセ ッ テ ィ ングないし環境に適用されるもので 、 主 に施
設 ・ 設備 ・ 機械の形（デザイ ン） と空間およびその取扱いについて関与する。

ラーニングの規格は 、 歯科の臨床前実習の諸原則に適用されるもので 、 ( 1 )作業中の術者の直接的
観察 (2) 術者の人体計測学的測定(3)自由空間での演習 ( S A T Vプログラム）を通じ 、 人間の「筋
覚記憶集合」 を高める手法として活用されている。

治療の規格は治療のためのプロ グラムの作成 、 モ ニ クー
、 評価等に関与するものである。

（り ． M . Morganstain , D . D . S . M . P . H)

I※パフォ ー マンス

人間は誰しも生存(Survival)安全(Safety)健康 (Health) を願っているが 、 人間が行為することのみ
に専念し過ぎると 、 人顛の存在に矛盾することになりかねない。即ち 、 われわれが行為することは 、

人顛の存在に何 らかの貢献が必然的で 、 人間にとって価値ある行為として定義づけられた活動 （Per
formance)のみを実践するよ う 心掛けねばならない。

パフォ ー マンスを考 えるとき 、 われわれは地球の表面で生存してお り 、 地上の全ての人間に等し
く加わる重力に対抗する筋カ (Anti-gravity musole)を共通項として捉える必要がある。

健康管理にかかわる者は行為することの内容および任務を認識し 、 作業の性質上 、 正確な指先の
コ ン ト ロ ールを得るために 、 正しい姿勢の保持と平衡感覚(Balance) 、 筋覚 (Kinesthetic) 、 触覚 (T
actile) 、 聰覚(Auditory) 、 視覚(Visual ) を充分に知覚 、 感覚することが大切である。

正しい姿勢から価値ある位置(Position )が導き出され 、 価値ある位置から動き (Movement) がそし
て 、 動きから定義した行為(Performance) が導き出される。つまり 、 不必要な動きがないことが 、 パ
フォ ー マ ンスであるとい える 。

I※モー ターパフォ ー マンス

m o t o r  p e r f o r m a n c e  
手指を使って仕事をすることを指す。つまり 、 手指の機動力による実践のことをい う 。
例 えば 、 薗科においては形成 、 充填 、 印象などの作業がある。

|※ランゲー ジパフォ マンス

L a n g u a g e  P e r f o r m a n c e  
言葉 ・ 記号に よる実践をい う 。
例 えば、患者の受付 ・ 患者との コ ンサルテーシ ョ ンなどがある。

- 14 -



第 2 章 概念 ( C o n c e p t )

※Reference for Navigation of Organized Activi ties 

HPI 

Reference for Navi�ani zed Act ivities (circa 1965 ) 

n
 
゜.1

 
t
 

p
 

e
 

c
 

r
 

e
 

p
 

1-Iur-IAN 

Po s it ion ＼ M ovement 

HUMAN POTENTIAL 
in 

Learning O�GANI ZED ACTIVI�I ES Perfonnance 

| /  \|  
ORGANI ZATION 

／ ＼、
ACTIVI官

／ ＼ 
Adm江istrat ion Sett ing Resources Necess ity 
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第 3 章 規範 ( R u 1 e )  

※ 目 標 を 目 指 し た活動を組織す る た めの 「か た ち」 の分類

C L A S S I F I C A T I O N O F  F OR M S 
f o r 

O R G A N · I Z I N G G O A L  - D I R E C T E D A C T S  
目 揉 を 目 指 し た 活動 を 組 線 す る た め の 、 「 か た ち 」 の分類

FORH ... ACT CLASS I F I CAT I ON 

The Fo l l ov i ng Forms may be I .  REA L , 2 .  SYMBOLS 

F I A FORM o r  i n t.e 「 re l a t i on o f  f o rms tha t rep resen ts the  pu rpose o f  Lhe  
i de n t i f i ed ac t i v i ty .  
対 象 （ 定義 づ け ら れ た 活動 の 目 標 を 表 す 「 か た ち 」 あ る い は 「 か た ち 」 の 相 互関 係 ）

F 2 The FORM o f  a p e r fo rme r i n  I.he  ac t i v i ty .  
Tha t. i s , a re l at i on o f  t.wo o r  mo re j o i n t.er! scim<' n ts o f  a pe r f o rme r ,  
o r  pe r f o rme rs , w i th  assoc i a しed scnsa I. i on .  
人 間 （ そ の 活 動 の 中 で 実践 す る 人 を 表 す 「 か た ち 」 、 即 ち 関 連 し た 感覚 を 使 っ て 実践
す る 人 （ 達 ） の 2 つ 以 上 の 関 節 の 関 係 ）

F 3 An  Env i ronmenta I FORM 
環 境 ( F 1 、 F 2 に 関 す る 環 境 の 「 か た ち 」 ）

A .  Requ i red f o r  the  ac t i v i ty 
活 動 に 必 要 な 「 か た ち 」

B .  Not  requ i red f o r  the ac t i v i ty 
活 動 に 不 必 要 な 「 か た ち 」
J .  P l easa n t  and no t con t rad i c to ry t.o F ,  

快適 で F 1 しこ 矛 盾 し な い 「 か た ち 」
2 .  Unp I easa n t  o r  cont.rad i c tory to F ,  

不快 で F 1 しこ 矛 盾 す る 「 か た ち 」

碑 ； A FORM May be pe rce i ved as a change od s u r f ace cont. , nu i t y  or co I o r . 
私達 は 、 表面 の 連 続性 の 変化 、 又 は 色 の 変 化 と し て 触覚 、 又 は 視覚 に よ り 知 覚 し て 物 の
「 か た ち 」 を と ら え る で あ ろ う 。

ORGAN I ZAT I ON 
W I TH 

THE GROUP RELAT I ON P R I NC I PLE 

量ORGAN I ZAT I ON
GROUP RELAT I ON PRONC I PLE 
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第 3 章 規範 ( R u l e )

I ※かたちの分析と順序（解鋭）

か た ち の 分 析 の 順 序 に そ っ て
F l ?  

ま ず 最 初 に F 1 ? 患 者 さ ん は 存 在 す る か ？ N e e d s の 必 然 性 は ？ N e e d s か あ っ て
は じ め て F 1 の 分 折 と F 1 と ド 1 の 相 関 関 係 を 知 る 必 要 性 あ り 。

. 1 . F l - 1  
患 者 さ ん の か た ち 、 口 腔 の か た ち 、 歯 牙、 歯 楕、 頒 骨 そ の 他 の 組 琺 な と の か た ち 、 又 は
歯 牙 対 歯 牙、 舌 又 は 頬 替 等 と 歯 牙 、 エ ナ メ ル 貨 と 象 牙 買 、 象 牙 貨 と 歯 祉 、 困 根 と 歯 根 殷 ｀

菌 根 段 と 歯 槽 骨 等 の 相 関 関 係 を 知 る 。
他 人 の 生 体 に 介 人 す る 以 上 、 ま ず そ の 生 体 の 生 理、 病 理 、 解 剖 、 組 磁 、 発 生 等 、 か た ち
と メ カ ニ ズ ム を 知 る 必 要 が あ る 。

F 2 ?  
術 者 の 介 入 の 必 然 性 は ？ 本 人 が 自 己 管 理 が で き れ ば、 術 者 が 介 入 す る 必 然 性 は な い 。
必 然 性 が あ れ ば 第 2 の 分 析 は F 2 と F 2 - 2 と な る 。

2 .  F 2 - 2 
介 入 の 必 然 性 が あ れ ば、 術 者 の か ら だ を 関 節 を 介 在 さ せ た 骨 と 骨 と の 関 係 と と ら え 、 直
力 に 対 す る パ ラ ン ス を 最 貞 要 視 し た 自 然 な 術 者 の 状 態 を 基 礎 に し て 考 え て い く 必 要 が あ
る 。 又 、 4 ハ ン ド に お い て 術 者 と 助 手 の 関 係 等 も F 2 - 2 と し て と ら え る こ と が て き る 。

3 . F 2 - 1 
F 2 - 2 の 基 礎 が 確 立 し て 次 に F 2 と F 1 の 関 係 を 考 え る 。 こ れ ！よ あ く ま て も F 2 - 1 
の 順 序 が 正 し く 、 F 1 - 2 で は な い 。

F 3 ? 
活 動 に 用 い る F 3 は 選 択 の ス ト レ ス を 少 な く す る た め、 必 要 充 分 か つ 最 少 に と ど め た い 。
そ の か た ち の 合 理 的 な 構 成 は、 F 1 , F 2 か ら i員 繹 さ れ る べ き で あ る 。

4 .  F 1 - 3 
合 理 的 な F 3 は、 F 1 の か た ち ゃ 組 織 に 矛 盾 し な い も の で な け れ ば な ら な い 。 又 F 1 に
対 し て F 3 は 最 適 な 状 態 で 接 す る こ と が 出 来で る 条 件 を 具 備 す る 必 要 が あ る 。

5 .  F 2 - 3 
又 そ 0) ド 3 は F 2 の 指 又 は 爪 先 の 延 長 と し て 使 用 し 得 る も の で 、 全 て の F 3 は 、 F 2 の
第 2 指 の 先 端 か ら 消 繹 的 に 拡 大 し 紐 み 立 て ら れ る べ き で あ る 。

6 .  F 3 - 3 
F l - 3 そ し て F 2 - 3 か ら 潰 繹 さ れ た 両 F 3 の 象且 合 せ が F 3 - 3 て あ る 。 例 え ば 診 療
に 用 い る ミ ラ ー の 場 合、 F 1 - 3 か ら ミ ラ ー の 大 き さ か 決 ま り 、 F 2 - :3 か ら ホ ル ク ー

が 決 定 さ れ る 。 そ し て 最 後 に F 1 - 3 、 F 2 - 3 に よ っ て ホ ル ダ ー に 対 す る ミ ラ ー の 角
度 が 決 っ て 来 る 。 こ の ミ ラ ー に 対 す る ホ ル ダ ー の 関 係 は F 3 - 3 で あ る 。 又 キ ャ ピ ネ ッ
ト と そ の 上 に 配 備 さ れ た 器 材 0) 関 係 も F 3 - 3 と し て 規 格 さ れ る 。

7 . F l - F 2 - F 3 
上 記 分 析 さ れ た F l F 2 F 3 全 て の 過 不 足 の な い 必 要 充 分 で か つ 最 小 限 の 統 合 を は か る 。
こ の よ う に し て 紐 み 立 て ら れ た 合 理 的 な 考 え 方 、 方 法、 使 用 器 材 等 を 用 い て 行 う こ と を
S y s t e m と 称 し、 こ れ ら を 合 意 し 登 録 す る こ と を 規 格 と 称 す る 。
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第 3 章 規範 ( R u 1 e )  

| ※人間活動を 組織化す る た めの分類

C l ass i f i ca t i on f o r  O rg a n i z i ng H uman  Ac t i v 1 l 1 es :  
人 間 の 活 動 を 組 織 化 す る た め の 分 頼

F : Focus o f  A t te n t i o n 
注 意 の 焦 点

Fl : Pu r pose  
目 的

F2 : H u m a n  Ac  t s  
人 間 の 行 動

F3 : Ex te r n a l s  tha t. m a y  A f f ec t s t llf' F2 - l  R e l a t 1 o ns h 1 r, 
F2 - I の 間 係 に 影 響 を 及 ほ し う る 外 的 要 素

Examp l es o f  Use : 
使 用 例

C l a ss , f 1 ca t 1 o n o f  c o n t ro l s ys tems  
コ ン ト ロ ー ル ・ノ ス テ ム の 分 雑

Pu 「 POSe l C o n  i r u  I S y s  t. c m  
目 的 コ ン ト ロ ー ）し 、ン ス 千 ム

F l F 2  ( hu m a n  on l y ) 
F3  ( au toma led ) 
F2 - 1 ( hu m a n - mach i ne ) 
F3 - 2  ( ma c h i ne - hu ma n )  

人 間 だ け
全 自 勁
人 間 主 体 一 機 械 補 佐
機 械 主 体 一 人 間 補 佐

7 S te ps  o f  Snee  i f  i ca  t i  o n  
f o r  Ou tcomes , A c t s , S e t. l i ngs  a nd I ns t ru me n ts ( F2 - 3  Sys tem ) 

手 順 の 結 果 、 行 為 （ 作 業 ） 、 セ ッ テ ィ ン グ （ 環 境 ） 及 び イ ン ス ツ ル メ ン ト
の 為 の 規 格 の 7 つ の ス テ ッ プ

I .  F I · I 
2 .  F2 - 2  
3 .  F 2 - I 
4 .  F l - 3  
S .  F2 - 3  
6 .  F3 - 3  
7 .  F l - 2 - 3  
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第 3 章 規範(R u 1 e ) 

※ e  f f e o t e e (ee)と e f f e o t o r (or)の関係 パ ク ーンの変化

従来は 、 菌科医 は1人で働 く も のという前提があ り 、 診療は菌科 医と患者の 「 I - I 」 （個人対
個人） の関係にあった 。 と こ ろ が 、 最近僅かな間 に 、 粛科医 は グルー プとな り 、 一定の手順を 行う
手順 グル ー プヘとの変化が見 られるわけで 、 粛科医一人で技工か ら ス ケー リ ング ま で行って いた状
態か ら 、 ア シ ス ク ントととも に作業を行う手順 グルー プの一員へと変わっ て 来 て いる 。

※ e  f f e c t e e (ee)と e f f e c t o r (or)の組織パ ク ーンの分類

I / I の 関係 B o o k 5 個 人 診 療 （規定のない活動）
B o o k 4 個 人 診 療 （規定 さ れたルー ルを用 いる）
B o o k 3 グルー プ診 療 （規定さ れたルー ルを用 いる）

G/G の 関係 B o o k 2 C o m m u n i t y  Ca r e  S y s t e m 
（地城管理 ＝ 規定 さ れたル ール を用 いる）

B o o k l C o m m u n i t y  Ca r e  S y s t e m 
（世界的管理条件 ＝ 規定 さ れたルール を用 いる）

G / Gのお互いの責任に 基づいた 協力関係

I ※ I A C T フ ァ ク タ ー

治療に必要な 4 つの要素
1 .  i n d i c a t i o n （適応）
2 . A c c u r a c y （正確 さ ）
3 . C o n t r o l （ コ ン ト ロ ール）
4 . T i m e （時間）

I - A C T は上記要素の頭文字を とったのもので 、 I Q Q フ ァ ク ク ー {1 . I n d i c a t i o n 
2.Q u a l i t y （治療の質） 3. Q u a n t i  t y （治療の量） ｝ とほぼ同義で あ るが 、 所定の I
Q Q を達成するための前提条件ー 最小限の肉体的ス ト レ ス で正確さ を得る た めの コ ント ロ ールの条
件が加 え られて いる 。 術者の コ ントロ ール は上達すると 、 時間 は減 り 、 正確さ は 向上するもので 、

時間 をかければかけるほ ど正確な結果 に なるもので はない 。 ま た 、 治療の適応について も一定の基
準に則 っ て行う ことが大切 で あ る 。

I ※ P - P -M 

1 .  P : p o s i t i o n  
2 .  P : p e r c e p t i o n  
3 . M : m o v e m e n t 

(Information Management Systemよ り ）

薗科医療において は 全ての治療は人間の 「動 き 」 があって こ そ 、 初めて達成さ れる 。 人間の 「動
き 」 つま り 、 樹者の体 、 手 、 指先 な どの動 き がなけれ ば 、 ク ラ ウ ンプリ ッ ジに関する どのような知
識 も 、 そ れは価値のな い ものとなる 。 人間の 「動き 」 は ま た 「位置」 によって も 大き く 左右さ れる 。

- 22 -



第 3 章 規範( R u l e ) 

従って、 「動き」と「位置」を別個に切り離して考えることは出来 ません 。 そして、 作業視野（感
覚） のと り 方も「動き」と「位置」に影響を与える 。 従って、 これらの関係は原則に則 って、 しか
も系統的に教えることが必要である。 人間の行為は自然な姿勢から価値ある位置 (Position)が導き
出され 、 価値ある位置から動き (Movement)が 、 そして 、 自然な動きから定義した行為（Performance)
が導き出されるわけである 。

| ※ B HOP w i t h  N C M  

B a l a n c e d  平衡の と れた
H o m e  離れても原則的に戻る湯所
O p e r a t i n g 目でみて頭で判 断して指先を用いて行 う 行為
p 0 - S  i t  i O D  空間の中での体の各部分の相互関係

w i t h  
N a t u r a l 自然な（生理的な）
C o n s i s t a n t  一定性のある（矛盾のない）
M o v e m e n t  動き

粛科医の作業内容は 、 精密でしかも知的判断が要求される。B HOP w i t h  N C Mとは 、 菌
科医が 、 作業を楽に正確に 、 速や かに行う ときの術者の体のかたち と動きを定義つけたものである。
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I ※数字 ・ ロ ー マ字 ・ 文字の書き 方

ェ
ローー」1ー
L
I
I
I
r
1ー
ロ
」
』
：」ーー
ロ

□｀

:
]

』:二<

:
LOニ

ニ：L：
口□:
LlL
ビ
:l
]

-
/

fl1
1トトぃー

り匂出
：ー王

藩忍
叩
妥―す．．．

 
19̀
]
↑
全
鼻
十
も

□
]
三
三＿＿
二
こ
ここ[-
口

□)

＇ーロロ

こ
5

可さ―
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第 3 章 規範 ( R u l e )

I ※数字 ・ ロ ー マ字 ・ 文字の書き 方

明 石阻 な 宮 を 書 く ． 証 が 包 い て も 見 や す く ． わ か リ ヤ す い 皐 か
．．
条 件

• � 1本 の 一 定 性 — - - - - ― ー ・ ・ ＿ ― - 基 準 を 設 け る
・ 1旨 先 の コ ノ` I- ロ ー ） レ ― - - - - — ー ・ ラャ ー 7 • ペ ン シ ル 1吏 用 （ o. s. H B. 珀 に］ 、ム 1i )

·5.<· ル ー ） し

註 入 文 宮 ． 奇丸 写 11- 11,し の 上 方 I Th ?ll 石 方 o. s ?/\.?I\. の 歴 榜、 を 万封 し 、 オ．各 3 村 の

た ラ イ ン 及 び ア ン ダ ー ラ イ ン に 持 蝕 さ t て 専 き 込 も

I . 

· S 

.

.

.

.
.

 ,
•
1
9
•
9
9

 
.

 

.

.

 

5
ー＿．
i：
;.
9,
;.
り二]

I . 

数 容 I l1 151J 9ト

，， 3 . S は 本各 3 枠 の 中 l 心 を 通 逸 す る

・ （ iド イ ン ト ） の 直 1至 o . s ？心 l . 客 を 重 ）b 書 き し て も 消 え な 1 ヽ 太さ

「7.
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第 5 章 情報 ( I n f o r m a t i o n )

1 冦容器

H P I 890208y m 

受容 器 の 分類
Exteroceptor  外 受 容 器 （ 外 界 感 覚 受 容 器 ）
P ro p ri o cep t or 固 有 感 覚 受 容 器 （ 自 己 受 容 器 ）
I ntero c e pter  内 受 容 器 （ 内 部 剌 激 受 容 器 ）

外 受 容 器 （ e x t e r oc e p tor : 形 容 詞 ＝ e x t e r oce p t i v e)

体 に 加 わ る 光、 熱、 音 の 刺 激 に 反 応 す る 感 覚 受 容 器。

固 有 感 覚 受 容 器 ( p r o pr i ocep tor : 形 容 詞 ＝ p ro p r i o c ep t i ve )
体 内 に 存 在 す る 受 容 器 で、 全 身 と の 関 連 に お い て 人 体 各 部 の ポ ジ シ ョ ン

を 知 ら せ る 筋 肉、 関 節、 膜 に 存 在 す る 受 容 器 か ら の 剌 激 等、 自 己 内 の 活
動 に 反 応 す る 受 容 器。

内 受 容 器 ( i n teroceptor : 形 容 詞 ＝ i n t e r oc e p t i  v e) 

最 初 は、 人 体 の 一 部 と は 言 え な い、 消 化 器 官 の 内 部 に 存 在 す る 受 容 器 と
考 え ら れ て い た が、 現 在 は、 血 管 を 含 む す ぺ て の 内 臓 の 受 容 器 を も 包 含

す る 。
( El ements  of Neurophys i olo gy , S i d n e y  O ch s  

S ・ オ ッ ク ス 「 神 経 生 理 学 の 要 素 」 よ り ）
飢 餓、 渇 望、 お う 吐、 呼 吸、 循 環、 性 感、 内 臓 痛 等 の 終 末 器 官。

p d  - P r o pri ocepti v e  Deri v a ti o n  
固 有 感 覚、 誘 導
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| ※何故数字 を 使 う か 。

数字 は コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 円 滑 に し 、 相互
理解 を 深め る 為に 用 い る 。 ( 1 )名 称 name (2)順序
order (3)間 隔 interval (4 )割 合 ra t io を 数字 で表

現す る と 大変便 利 であ る 。
数字 を 使 用 す る 事に よ り 対象 を 理解 し た り ｀

評価 し た り 、 判 断す る 事が 日 常語 を 使用 す る よ
') は る か に 正確 に 行 え る 。 各地域 で使用 さ れ る

日 常語 では 限 界 が あ る 。

数字は 他 の 言 語 よ り 中 立 的 で あ リ 、 よ リ 客 観
的 であ る 。 決定や 行 為 が 人 々 に 多 大 な 彩縣 を ）文

： ごす立場 に あ る 人 に と っ て 、 客 観的 に 表現す る
言 語が必要 で あ る 3

ど ん な 母 国 語 （ 英語 、

ド イ ツ 語 、 日 本語等 ）

フ ラ ン ス 話 、 中 国 語 、

人 々 の 健康に 関 すで も 、

る 専 門 用 語に 用 い て は な ら な い 。 健 眼管理に 携
わ る 者 と 患 者 と の コ ミ ュ ニ ヶ ー シ ョ ン 、 健 康 管

理に 携 わ る 者 同 志 で も 、 研究者の 間 で も 、 又 教
授 と 学生 の 間 で も 、 又 母 国 語 が 異 な る 人 の 間 は
な お さ ら の事 母 国 語 では コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン は
正確に 伝 わ ら な い ，

例 え ば 、 rma 1 1 」 と い う 表現 は 「 Max i l lary ri ­

ght centra l incisor」 と い う 表現に 代 わ る も の だ

が 、 母国語の英語では 文 字 の ス ペー ス と し て 31

の ス ペー ス を 必要 と す る 。 こ れ を 数字 で表 わせ

ば 、 合図の為の信号 「ma」 を 加 え て も 4 つ のス
ベー ス です む 。

0 と 1 の不変の概念 を 土 台 に 、 順序 よ く 並ペ

ら れ た 10進法 を 指牙 の 名 称に す れ ば存在す る 痢
牙 が正確に わ か り 、 数字の持つ こ の能 力 を 考 慮
す る な ら ば 、 mand ibular left mortar な ど と い
う 形 で 未だに 記憶す る 学生 は 、 コ ミ ュ ニ ケ ー シ

- 35 -
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ョ ン の 技 術に お い て も 、 又物事 を 判 断 す る 能 力
に お い て も 、 ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 負 っ て い る と
言 え る 。

何故 な ら ば 、 彼 の頭脳 は こ れ ら の 言 葉 を 思考
の 過 程 で （ 注 ： 合理的 に 順序づけ ら れ た も の と
し て では な く 、 そ の場 、 そ の場 で ） 選択す る も
の と し て 処理 し て い る は ず であ る 。

健康の問題に 関与す る 専 門 家 の 資 格 を 決め る
の は 諸 々 の 専 門 用 語 、 例 え ば近 心 頬側 、 口 腔
前庭 、 髄角 、 抜歯 、 エ キ ス カ ペ ー タ ー 、 歯 周 じ
ん 帯 な ど を 記憶 し て い る か ど う か では な い と い
う 事 を 真剣 に 考 慮 す ぺ き で あ る 。

こ れ ら 従 来 の 専 門 用 語は 、 科学的理論づけ を
行 う 場 合や 、 他の 人 と コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 効

果 的 に 行 う 場 合 に 障壁に な っ て い る と こ の 際 提

言 し た い 。
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| ※用語の数字化 と 医療の場 にお け る情報

用 語の数字化

医学に お い て 、 使 用 さ れ る 用 語は い わ ゆ る より

門 用 語 と 呼ばれ 、 こ れ を 皆 得 す る た め に 、 大さjた

教育 では 多 く の 時 間 か さ か れ て き た 。 し か し 、

こ の 用 語は 一般 的 に 帷解 で 、 非 論理的 であ る が

た め に 、 専 門 家 同 士 、 あ る い は 専 門 家 と そ う で

な い 人 と の 間 の 円 清 な コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 阻

害 し て き た 側 面 も あ る 。 他 方 、 情 報 科学 の 発 達

は 目 ざ ま し い も の が あ ＇） 、 コ ン ビ ュ ー タ ー の 利

用 を 基礎 と し た 用 語の 体 系 化 、 コ ー ド 化の 必要

性 が問 わ れ て お り 、 現に 多 く の 試 み か な さ れ て

ぉ リ 、 あ る 程度 の 成 果 を 上 げ て い る 。 ま た 、 今

日 の 様 に 健康 に 関 す る 問 題 か 、 地域の 間 迎 で あ

る と 同 時 に 、 世 界 的規 校 で解決 し な け れ ば な ら

な い 時 代 に お い て は 、 そ れ ぞれ の 国 で 1香l 布 の 慨

念 に 基 す い た 用 語 を 用 い て き た の では 、 うじ 分 に

対 処 で き な い 。 従 っ て 、 共 通 の 言 語か こ こ に 必

要 に な っ て 〈 る ，

そ こ で 、 中 心 言 語 ( core language i と し て 、

コ ー ド 化 、 体 系 化 が容 易 で 、 し か も 世 界 的 に ど

こ で も 使 わ れ て い る 数字 が選択 さ れ た ， 〔 何 故 、

数 字 を 使 う の か の 問 い に 対 し て は 、 考案者 で あ

る Dr. Beach 自 身 の 手 に よ る 説明 を 参照 さ れ た

1, ヽ 。 ）

日 本語 を 英語に 訳 し て 、 こ れ を 又 、 他の 言 薬

に 直 し て と い う 段階 を 間 に 入 れ る よ り 、 誰 も が

共 通 の 言 語 で 、 検討 、 分 析 を 行 え る 中 心 言 語の

は た す 役割 は 大 き い と い え る 。

H PI が開 発 し て き た 全 て の 数 字 言 語 （ numer­

ical  term ) の 中 で 、 基礎 と な っ て い る の は SI

index ( Status/Intervention index ) であ る 。 こ

の イ ン デ ッ ク ス の 最大 の 特長 は 原点 が 明 確 に 定

義 さ れ て い る こ と であ る 。 “ 0 の 概 念
＂

（ ＝ 治朕
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HP! ヒ ュ ー マ ン パ フ ォ ー マ ン ス 研究所
ス タ ン ダー ド 部門 石 田 雅 司 19860 1 0 1

の 必要性の な い 絶対 的 健康 ） と 呼ばれ て い る が 、

こ れ こ そ が 、 我 々 医療 従事者 の志向 目 標 であ り 、

原 点 で あ る 。 SI i ndex は 、 こ の ゼ ロ を 甚 地 に し

て 1 0進 法 で展 開 し た も の で あ る 。

奉 こ も SI i ndex は WHO の 口 腔 保 健 部 門 が

主 催 す る 将 米 に お け る 新 し い 口 腔 衛生 シ ス テ ム

の 開 発 プ ロ ジ ェ ク ト に お い て と り あ げ ら れ 広 く

検討 さ れ て 、 そ の 概 念 が認め ら れ て き て お リ 、

そ の 他の数字 言 語体 系 も 多 く は そ の 有効性が認

識 さ れ て き て 、 米 国 ・ メ リ ー ラ ン ド 大学 、 カ ナ

ダ ・ プ リ テ ィ ッ シ ュ コ ロ ン ピ ア 大学 で も 採 用 さ

れ 、 そ の 成 果 が確 認 さ れ て い る 。

診療 の 場 に お け る 情報

大 号il し て 、 梢 報 の 入 力 1則 と し て Oral Hea lth 

Passport 、 出 力 側 と し て プ リ ス ク リ プ シ ョ ン 、

ス ケ ジ ュ ー ル 等 が あ る ＝

い す れ も 情 報 は 、 解剖学的部位 を 表 す ‘ 'ma" 、

健康汰 態 （ Status ) や 治 療 行為 ( Intervention ) を

表す コ ー ド と してのSI i ndexの "ta" で構成 さ れ て い

る。 Oral Health Passport は 、 被検者の 口 腔 内 の

健康状 態 が 記録 さ れ る が 、 情報の 内 容 は 治療処

方 ( Prescription ) を 決定す る に 必要十 分 な 情 報

に 限定 さ れ て い る の が特徴 で あ ふ 前述の WHO

の プ ロ ジ ェ ク ト の 一 環 と し て タ イ 国 に お い て ロ

腔 衛生 の 地域医療 プ ロ ジ ェ ク ト が既 に ス タ ー ト

し て い る が 、 こ こ で も お な じ 形 式 の Passport

が使 用 さ れ て い る 。 縦軸 、 横軸 で規定 さ れ コ ン

パ ク ト に ま と ま っ た こ の様式は 、 口 腔疾患の把

据 、 治療処方 の 決定に 多 大 な 効 果 を 発揮す る は

ず で あ る 。 そ の 他の フ ォ ー マ ッ ト も 近 い 将 来す

ペ て の i背報 が コ ン ピ ュ ー タ 化 さ れ て も 対応 で き

る よ う に 考 應 さ れ て い る 。
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I※ S I イ ンデックス

Status Intervention Index ． スクイティス ・ インクーベ｀ン沢ン ・ インテー，クス或いは鳩ス ・ たド ・ ケア ・ インテー，クス と もいう 。
スクイティスは人体や人体各部の健康状態、インクー＾＂ンションはそれらに加えられる医療すなわち人為的介入を
指す。

I※ S I イ ンデックスは健康志向型記録方式

S Iイ ンデ ッ クスは、 医療の究極の目標である健康すなわち 医療の必要性が全くない状態（statu
s)は、数字の（ゼロ ）によって表されている 。 それと全く反対の状態が一1でその間のインテー，クスが0
に近づけば近づくほど、 いわゆる浸襲度の少ない、手順の誤りであるとか、他に及ぼす影響（愚者
の健康回復或いは所定の手順完了の為に要する資源等）が少なくて済む、より0に近い状態である
ことが示されている 。

I s l  & 2 n d  d i g i t s o f  L a  - P R O G R A H H E D / C O H P L E T E D  P R O C E D U R E S  
0 S t a t u s  r e c o r d i n g 
0 0  I n i t i a l  
0 1  t a l c l a s s i f i e d / a s s o c i a t e d 
0 2  t a 2  
O J  t a 3  
0 4  t a 4  
0 5  t a 5  
0 6  t a 6  
0 7  t a 7  
0 8  t a 8  
0 9  t a  9 
1 S e l f c a r e  i n f o r m a t i o n / s u p p l i e s 
1 0  S t a t u s  r e p o r t 
1 1  S y s t e m i c  
1 2  t a 2  a l t e r n a t i v e s / a s s o c i a t e d  
1 3  t a J  
1 4  t a 4  
1 5  t a 5  
1 6  t a 6  
1 7  t a 7  
1 8  t a 8  
1 9  t a 9  

2 S u r f a c e  m a i n t e . / r e s t o r . ( H / R )  
2 1  
2 2  
2 3  O e b r i s / a c c r e t i o n / s t a i n / c a l c u .  
2 4  C o s 置 e t i c
2 5  P r o t e c t i v e / d i s e a s e  a r r e s t  
2 6  S e n s i t i v i t y , p a i n  r e l i f  
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I ※ S I イ ンデ ッ ク ス

2 7  
2 8  
2 9  U n l i s t ed p r o c e d u r e  
3 P o s i t i o n H / R  
3 l 
3 2  
3 3  P o s i t i o n i n g  p r o c e d u r e  
3 4  R e t a i n e r - r e m o v a b l e  
3 5  - f i x e d 
3 6  P o s i t i  o n e r - r e m o v a b l e  
3 7  - f i x e d 
3 8  
3 9  U n l i s t e d p ro c e d u r e  
4 S u p p o r t i v e  t i s s u e  H / R  
4 1  
4 2  
4 3  R e c o n t o u r  
4 4  R o o t  c l e a n i n g  
4 5  C u r e t t a g e  
4 6  A p p l i e d 田 e d i c a t i o n
4 7  
4 8  
4 9  U n l i s t e d p r o c e d u r e  
5 S t r u c t u r e / S t r . - f u n c t i o n H / R  
5 l 
5 2  
5 3  D i r e c t - e a r l y 
5 4  - l a t e 
5 5  - e x t e n d e d / r e p a i r e d 
5 6  F a c t o r y  p r e f o r m s  
5 7  L a b o r a t o r y  p r o c e s s e d  
• 5 8 
5 9  U n l i s t e d p r o c e d u r e  
6 S t r u c t u r e - s u p p o r t H / R  
6 l 
6 2  
6 3  L i n i n g 
6 4  C a p p i n g 
6 5  C h a 畠 b e r
6 6  R o o t  c a n a l 
6 7  T e m p o r a r y  p r o t e c t i o n 
6 8  
6 9  U n l i s t e d p r o c e d u r e  
7 S u r g i c a l  r e m o v e  & a c c e s s  
7 1 
7 2  
7 3  L e s i o n / F o r e i g n  b o d y  ( i n c l . t u m o r ) 
7 4  S e c t i o n o f  a n a t o m i c  p a r t  

- 38 -



第 6 章 D A T A

I ※ S I イ ンデ ッ ク ス

7 5  A m a t o 田 i c p a r t 
7 6  A c c e s s / c l o s u r e  
7 7  P r e / p o s t - o p . , p a i n  c o n t r o l  
7 8  
7 9 U n l i s t e d p r o c e d u r e  
8 R e p l a c e m e n t - f i x e d  
8 1  
8 2  
8 J R e p  l a c e d t i s s u e  ·o r o r g a n  
8 4  H o l d f a s t f o r t a 8 3  
8 5  D o n a r t i s s u e o r  o r g a n  
8 6 

8 7  
8 8  
8 9 U n l i s t e d p r o c e d u r e  
9 R e p l a c e m e n t - r e m o v a b l e  
9 1 
9 2 
9 3 P a r t i a l  
9 4 P a r t i a l  w i t h a t t a c h m ' t 
9 5 f u 1 1  
9 6 ド u l l w i t h a t t a c h m ' t  
9 7  
9 8 
9 9  U n l i s t e d  p r o c e d u r e  

3 r d & 4 t h d i g i t s f o r  t a 5 , 8 :  
1 1  0 2 l 
1 2  H 2 2  
1 3  D 2 3  
1 4  V 2 4  
1 5  L 2 5  
1 6 G ( V ) 
1 7  G ( L ) 
1 8  P U L P 

O H  
O D  
o v 
O L  
H D  

3 1  O H O  4 1  O H D V  
3 2  O H V  4 2  O H D L  
J J  O H L  4 3  O H V L  
3 4 0 D V 4 4  O D V L  
3 5  O U L  
3 6 O V L  

3 r d & 4 t h d i g i t s f o r  t a 3 , 5 , 6 , 8 , 9 : 
M u l t i - a p p o i n t m e n t s t e p s  
6 1  P r e p a r a t i o n / P & I / P & l & O c c l u s a l r .  

5 1  O H D V L  
5 2  O M O V L G 
5 3  O H D V L G P  

6 2 I m p r e s s i o n / l & o c c l u s a l r e g i s t r a t i o n 
6 3  O c c l u s a l  r e s i s t r a t i o n / a p p e a r a n c e  
6 4 I n s e r t i o n  
6 5 F i n a l  s e a l 
6 6 C o n t o u r  c h e c k / r e c o n t o u r 
6 7  R e pa i r  
6 8  R e ba s e  
6 9  R e m o v a l 
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1 a2関連セ｝L 7 ケ ア ー
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第 6 章 D A T A

I ※ I n t e r v e n t i o n  ta r e p o r t 

00 Initial recording（視診、触診）
01 
02 
0 3  

0 4 
0 5 
0 6  

07 
0 8  
0 9 

Study Cast accese factor 1 Photo 
2 Study Cast 
3 Cephalo 

B W  
Periapical accese factor 1 Periapical 

2 Pantomo . Panorama 

ex 1) 0 0 - 0 0 0 5 ： 視診 、 触診 十 B W
2) 0 0 - 0 0 0 3 0 5 0 6 : 視診 ＋ 触診 十 S C + B W + F M

※ ス ク ッ フ 間の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン手段と し て 頻度の多い
1) は 0 0 - 0 5 . 2) は 0 0 - 0 6 と コ ール し 、そ の他は略さずに コ ー ルする 。

10 Status report (discussion) 
11 habit control . diet の指導
12 表面のセルフ ケ ア ー

12 3 ブ ラ ッ シ ン グ指導
5 フ ッ 素洗 口剤の処方 ・ 指導
6 知覚過敏処置剤の処方 ・ 指導

1 3  矯正装置装着時の衛生指導
14 
15 
1 6  
17 

1 8  
1 9  
2 3  

24 
25 

2 6  

ク ラ ウ ン装着後の衛生指導

薬剤処方 accese factor 

プリ ッ ジ装着後の衛生指導
義歯装着後の衛生指導
2 3 1 ス テ イ ン除去

2 粛石 除去 {light.medium) 
3 歯石 除去（heavy)

（記録のみ、ポイ ント）

1 院内処方
2 院外処方

サ ホ ラ イ ド塗布
フ ッ 素塾布

(accese factor 1) 1回 1$ 0 イント
( 2) 10心 ゜ イント

知覚過敏処置 (accese factor 1) fぷライト‘ .Fがーニ.,シュ
( 2) イオン導入

※25 . 26 のaccese factor 1の1 は省略可 accese factor 2の場合 は必ず記載す る 。
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第 6 章 D A T A

| ※ I n t e r v e n t i o n  ta r e p o r t 

3 3  矯正手順
3 4  リ テ ー ナ ー 可徹式
3 5  固定式
3 6  ポ ジ シ ョ ナ ー 可徹式
3 7  固定式

4 3  形態修正 ． 合調整
4 4  ルー トク リ ー ニ ン グ
4 5  キ ュ レ ッ ト
4 6 薬剤投与（局所）

5 3  直接充填（早期）
54 直接充填（晩期）
55 直接充填（補修 、 修理）

-54 * 51 5面の充填
-54 * 52 充填材料に よ る ク ラ ウ ン形成
-54 * 5 3  （ ピン使用 ）

※ 充填材料のナンが一(taの5列 目 ）
2ー セ プリ トン
3 ー シリ ケ ー ト (accese factor 1) 

グラ ス ア イ オ ノ マ ー ( 2) 
5ー ア マル ガム
6 ー コ ンポ ジ ッ ト レ ジ ン

5 6  乳歯冠 ． Tek
5 7 c -2 . ク ラ ウ ン
57 メ ク ル コ ア
5 9 C - 1 . ク ラ ウ ン

592 レ ジ ン ジ ャ ケ ッ ト ク ラ ウ ン
4 全部鋳造冠
7 レ ジ ン前装冠

* 115-5 7 メ タ ル コ ア i m p
5 7 * 52 ク ラ ウ ン i m p

* 11 7 - 57で コ アの印象を 意味する 。
※ ス ケ ジ ュ ール表の一例

ex) 1 1 2 1 ( 5 )  - 5 7 : -5 7 * 5 2 
ex) 3 5 (5) -5 7 : 3 6 3 5 -5 7 * 5 2 

* -57 . -59 .  ta 8 の後に面形態が続 く 場合 は 、
-57 . -59 . ta 8 の ＊ 6 1を意味する 。

* 115-57 * 6 4  メ ク ル コ ア仮着
5 7 * 6 4  ク ラ ウ ン仮着
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第 6 章 D A T A

I ※ I n t e r v e n t i o n  t a  r e p o r t  

5 9  * * 6 1 に は T e k の仮着 を含む ( t a 5 . 8 ) 
* * 6 2 は再 i m p を意味 し 、 粛数に 関係 な く 1 回 に つ き

2 0 point と する 。 ( t  a 5 .  8 ) 
* * 6 3 はパ イ ト プロ ッ ク を使用する場合 ( t a 5 . 8 ) 
* * 6 3 のm a N o は 0 0 . 0 1 .  0 2 . 0 3 ~ 0 8 を使用する 。

ex) 0 2 - 5 7 * 6 3 5 per appoint 
※m a の 3 列 目 は そ の行の みに有効 と する (all ta) 
※ ス ケ ジ ュ ー ル表 に て t a 5 9 は 5 9 2 と 5 9 で表す 。

5 9 は 5 9 4 と 5 9 7 で共通であ る 。
※ プ リ ス ク リ プシ ョ ン で は 、 1 1 5 9 5 2 2  

ス ケ ジ ュ ー ル表 で は 1 1 - 5 9 2 * 5 2
t a 5 9 2 の場合のみ t a の 5 列 目 を使用 し 、 材料の 2 を
5 9 の後に付け る 。

6 3  ラ イ ニ ン グ （通常 は記録 し な い 。 ）
6 4  キ ャ ッ ピン グ

accese factor 1 -Ca (OH) 2 
2 -Vitapex 
3 -Calvital 
4 -Life 
5 -Alon alfa 

6 5  髄室処置
- 6 5 * 6 1  open 
- 6 5 * 6 1 6 5 生切

accese factor 1 -FC 

6 6  根管処置

6 7  

乳歯
- 6 6 * 6 1 6 5 

accese factor 

永久歯
- 6 6 * 6 1  
- 6 6 * 6 5  
- 6 6 * 6 2  
- 6 6 * 6 4 
- 6 6 * 6 9  

暫間保護 (E Z ) 

2 -Vitapex 

1 -Canale 
2 -Vitapex 

根管形成
加圧根充
根管貼薬処置
糊剤根充
根充剤除去

3 per tooth 
10 

10 per tooth 

10 per canal 
5 per canal 
5 per tooth 
5 

10 

- 6 7 E Z 仮封に て暫間保護
- 6 3 6 7  二次象牙質の形成を期待す る 暫間処置
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I ※ I n t e r v e n t i o n  t a  r e p o r t 

7 3  病巣／異物の除去
7 5  歯の除去 ． 爾／骨の一部除去
7 6  ア ク セ ス （手術部位への到達）
7 7  術前／術後の手順 ． 痛除去手順

8 3  
8 4  
8 5 (3) 
8 6  
8 9 

※切 開 1 1 1 - 7 6 
※埋伏粛抜歯 3 8 1 - 7 6 

※難抜歯

※歯槽骨整形

※歯根嚢胞除去
( 12 . 5皿以上）

※歯根端切除

- 7 5 
1 4 7 - 7 6 

- 7 5 
0 4 1 - 7 6 

7 - 7 5  
1 1 8 - 7 3 

1 1 1 - 7 6 
4 - 7 5  

※ ス ケ ジ ュ ール表に はm a の 3 桁 目 は記載 し な く て よ い 。
( t a 7 のみ）
ex) l 38-7675 
ex) 2  04-7675 

ポンテ ィ ッ ク （延長部も含む）
C - 2 プ リ ッ ジの支台
隣接プ リ ッ ジの支台
テ ン ポ ラ リ ー のプ リ ッ ジ
C - 1 プ リ ッ ジの支台

※ ポ ンテ ィ ッ ク は延長の場合のみ記載する 。
( * 6 1 の と き のみ、 セ ッ ト 時は不要）
ex) 1 1 -84寡52

1 2-83 
ex) 1 2-84拿52

21 -84拿52
22-83 

※隣接ブ リ ッ ジの湯合
ex) 313-84*15 

423-84拿15
ス ケ ジ ュ ール表 に は3142 (3) -84拿15
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I ※ I n t e r v e n t i o n t a  r e p o r t 

9 3  レ ジンパー シ ャ ルデン チ ャ ー

9 4  キ ャ ス トパー シャ ルデン チ ャ ー

9 5  フルデンチ ャ ー

9 6 ア ク ッ チ メ ント付 き フ ルデン チ ャ ー

※ 直接 リ ベ ー ス ー 9 5 * 6 8  10 $
°
イント

間 接 リ ペ ー ス
ハ イ ド ロ キ ャ ストー 9 5 * 6 8

6 1  10 
* * 6 3 バ イ トプ ロ ッ ク を 使用

accese factor 1 5 ぷ
゜
イント

2 20 
per appoint 

* * 6 3 

（ 合 を 安定さ せる場合）
（ 合高径 を決定する場合）

accese factor 3 0 点
゜
イント （フ レ ーム試適）

4 0 ( A P P ) 
※ ス ケ ジ ュ ール表 でフ レ ーム試適は ＊ 6 3 (3) 

* - 9 5の最初の印象は ＊ 6 1 （片顎5加 イント）
個人 ト レ ー を 用 い ての 印象は ＊ 6 2 （片顎20贔

゜
イント）

※ 0 0 - 9 5のス ケ ジ ュ ール
1 回目 0 0 - 9 5 * 6 1  
2 0 2 - 9 5 * 6 2  
3 0 0 - 9 5 * 6 3  
4 0 0 - 9 5 * 6 4  
5 0 0 - 9 5 * 6 6  

※ 0 1 - 9 5のス ケ ジ ュ ール
1 回目 0 1 - 9 5 * 6 1  
2 0 1 - 9 5 * 6 3  
3 0 1 - 9 5 * 6 4  

※ 0 1 - 9 5 , 0 2 -9 4 の ス ケ ジュ ール
1 回目 0 1 - 9 5 * 6 1  

10 魯
゜
イント

20 
20 
10 
10 

5 が イント
20 
5 

0 2 - 9 4 * 6 1 5 + 15 ぷ
゜
イント

2 0 1 - 9 5 * 6 3  
0 2 - 9 4 * 6 3 20 

3 0 2 - 9 4 * 6 3 (3) 0 
4 0 1 - 9 5 * 6 4  

0 2 - 9 4 * 6 4 10 
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I ※T i m e P o i n t T a b l e  

5 1← Hu四n Encounter 

0 0  
0 3 2 
0 5  
0 6 1 

1 0 
1 1 

8 1 ← per appoi nt 
5 
2 
5 

0
5
 

ー

3 1  5 1  6 

1 2 1 o I 1 1 I ←per appo i nt 

1 1 2 1 3 

2 3  

2 5  
2 6  

1 5 | 5 | 1 0 1 ← per sextant 

1 0 |j per appo i nt 
1 ← per tooth 

3
4
5
6
 

4
4
4
4
 

5 1 ← per se辻ant

6 6  

3
4
5
 

5
5
5
 

5 1 ←-per su rface 
5 
5 i 戸

to
:

th

1 ,9 ‘‘ 

6 1 1 6 2 1 6 3 1 6 4 1  6 5 1  6 6 1  6 7 1 6 8 1  6 9 

5 4  Tek 5 
5 6  乳歯冠 1 5 

I 
1 0 

5 7  3 0  1 0 5 1 o 
5 

I 5 
5 5 7 Post 1 0 

6 3  ゜
6 4  ゜
6 5  3 

← per canal →1 6 6  1 0 5 

6 7  ゜
7 3  1 0 
7 5  3 ← per tooth 
7 6 7 5  2 0  
7 6  1 ← per appoi nt 
7 7  1 ,' ‘‘ 

8 3  
8 4  I 3 0  I 1 0 I 5 1 1 � I 5 

3 8 4  Adhes i on ? ? 

2
0
 

ー

1 0 

← per tooth 

← per tooth 

2 l.._per tooth 

0
0
0
 

1
l
l

 

5
5
0
 

2
 

5
5
0
 

1
2
 

5
 

ー4
 

4
 

9
6
 

.
9
 

2
4
.

 

3
3
5
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第 6 章 DATA

I ※Schedule Irregularity 

S c h e d u l e I r r e g u l a r i t y 

1 . c a r e r e c e i v e r wa s l a t e  f o r  m o r e  t h a n  
5 m i n u t e s 

2 . c a r e r e c e i v e r  wa i t e d  f o r  1 5  m i n u t e s 
o r m o r e  a f t e r  a p p o i n t e d  t i m e 

3 . u n s c h e d u l e d  e n c o u n t e r  b e t we e n  c a r e  
r e c e i v e r  a n d  o p e r a t o r  

4 . c a r e  r e c e i v e r  r· e s c h e d u l e d e n c o u n t e r  
l e s s  t h a n 1 .  5 w o r k  d a y s 

5 .  c a r e  r e c e i v e r  c a n c e l e d e n c o u n t e r  

P r e s c r i p t i o n R e v i s i o n 

3 . p r e s c r i p t i o n d e l e t e d  
( c a r e  r e c e i v e r ' s  r e q u e s t )  

4 .  p r e s c r i pt i o n d e l e t e d  
( o p e r a t o r ' s  r e q u e s t )  

5 . a d d i t i o n a l p r e s c r i p t i o n a n d /o r t i m e 
p o i n t s  ( c a r e  r e c e i v e r ' s  r e q u e s t )  

6 . a d d i t i o n a l p r e s c r i , p t i o n a n d /o r  t i m e 
p o i n t s  ( o p e r a t o r ' s  r e q u e s t )  

1 . p r e s c r i p t i o n wa s r e v i s e d  b y  o p e r a t o r  
w i t h  n o  s c h e d u l e c h a n g e  

2. e n t r y  1 p r e s c r i p t i o n r e v i s e d  

7 . a d d i t i o n a l p r e s c r i p t i o n a n d /o r t i m e 
p o i n t s  u s e d  

H P I 8 7 0 8 2 6  
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第 6 章 DATA

I ※ P a r 3 .  2 D a t a - S I M 3 

Par J. 1 Data - S IM  J 

outcom辟 — Number of errors -

l ma_ ta54_ 

\ mo22 mo2 1 
+ mm - 1lm ＋ mm - mm 

m l + l 
m l + 2  
m i + 3  
m i +4  
Total 

2 ma_ ta54-

mo22 mo2 1 
＋ mm - mm ＋ mm - mm 

m i + l 
m i i-2  
m i + 3  
mt+4 
Total 

3 ma- ta54-

ド • r no22 mo2 1 
+ rnrr - mm ＋ mm - mm 

m i +  I 
m l +2  
m t +3  
m 1 +4  
Total 

4 ma_ ta54..— 

八 m )22 m o2 1  
+ mrr - mm + mm - mm 

m t +  1 
m l +2 
ml+3 
m 1 +4 
Total 

Name 

mo 1 7  mo0409 
＋ mm - mm + mm - mm 

mo l 7  mo0409 
+ mn• - mm + lmrr - Imm 

mo 1 7  mo0409 
＋ mrr - Imm ＋ mrr - mm 

mo 1 7  mo0409 
＋ mm - mm ＋ mrr - rnm 
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第 6 章 DAT A

I ※ P a r 3 .  2 D a t a - S I M 3 

Par J .2 Data - S I M  J HP l 89 1 1 2  I ak-9003 I 3ym(ko J -3 )  
Name 

Baste  Exerc i ses for transferab l e  sk1 1 1 s  - s 1 ght 1 ng ,  contact & opera t i ng vector control 
Purpose: Opt imal  contro l , m 1 n 1mum stress, and m 1 n 1 mum t 1me for denta l treatment 

� :  Sett i ng 2 L i ghts y_ x_ ;  OS YX force _; Handp l ece w ater _ 
Vacuum set _ Ref. 1 - 1 .5 kg 

Proce$$ 
( Sound) 

( Extraora I )  

( I  ntraora 1 )  

: Body Cond i t i ons (m iO )  
m lO  1 ( foot contro l l er) Y _ 
m i03 -z— + _ cm; -y- Y+ - Y- = _ cm; -yx- X+ - X- = _ degrees 
m i OS l -m l232 ( s i ght l i ne)  Ref .  Z = _ cm ;  Ref . -Exerc i se + - d i f f erence = _ c 
m i l � —; m i 2こ —; m l 3こ —; m i 4二 —;
m i -mu ( handp t ece contact ) : m t  I I _, m 1 23_ 

ma  _ _ _ _ _  _ 
ta54 _ _ _ _ _  _ 

No. of ;  
1 m i O  1 (Foot contro l l er re l eases)  
2 I nstrument non-contact t ime  
3 Operat i ng contact p i tch ( + or - ) 

No. o f ;  
I m i05 (Unbal anced head-s i gh t i ngs ) 
2 m l07 ( E l bow l l f ts )  
3 m 1 08 (Wr i st tw is ts )  
4 M i rror hand l e  ang l e  error - m i zx -

No. of ;  
I 3rd F i nger-Tooth contact re l eases 
2 M i rror w i pes/washes 
3 L i p  stre tches 
4 Bur remova l s  from cav i ty 
5 Operat. t nstrument-angu la t l on errors 
6 Bur transfers 

＼ mo22 mo2 1 mo0409 
no. . m 1 n:sec no. m l n:sec no. m l n:sec 

m l + l 
m l +2  
m1 +3 
m l + 4  
Total 

- - - --------Tota l - -- - -- -

Tota l  
no. 

mo22 - DEJ 
mo2 1 - cav t ty margtn 
mo0409 - dent tn  caries 

Tota l  t 1me (m 1n:sec) _ :  _ _  : _ _  : _ _  : _ _  : _ _  : _ _ : —  
I 2 3 4 5 6 7 

- 51 -



第 6 章 D A T A

I ※ P a r 3 .  2 D a t a - S IM 3 

5 ma ta54 

＼ r 1022 
.. mm - mm 

m f +  I 
m 1 +2  
m l +3 
m l + 4  
Total 

6 ma_ ta54....— 

mo22 
I . 

+ mrr - mm 
m i + I 
m t +2 
m t + J 
m 1 +4 
Total  

7 ma__ ta54-

mo22 
＋ llrr mm 

m i + I 
m i +2 
m l + 3 
m l +4 
Tota l 

(When app l i cab l e )  

mo2 1 
+ mm - mm 

mo2 1 
+ 1 m m  - mm 

mo2 1 
+ mrr - mm 

mo 1 7  mo0409 
... mm mm + mm mm 

ffi( 1 7  mo0409 
+ 1 mrr - m m  ＋ mn - mm 

： 

m ) 1 7  mo0409 
+ · mm 一 mm ＋ mq - m" 

｀ 

1 2  3 4 5 6 7 

6 mo2 1 6385/86 0.2mm. from mo35/36 
7 mo2 1 6485/86 0.5mm. from mo35/36 
8 mo2 1 6285/86 0.3mm. m in imum 

- 52 -



第7章 臨氏 （共用I念）



第7章 臨 床（共用概念）

| ※ 医療の原点

医療の必要性 を 限 り な く 0 に近づける こ とで あ る 。
ともすればT r e a tm e n t S y s t e mそ のものが第一義 に 捉 え られる が 、 科学 、 人間の

限界を越 えた硬組織の修復は疑問 である 。 常に可熊性 よ り も限界 を 認識 し 、 責任の範囲 を認識 した
上 で 、 安全性の高い効果的な方法 で行う 。 その点で は 、 治療よ り 予防の方がよ り 効果的 である 。

| ※ e f f e c t e e と e f f c t o r の共通の 目 的

1 . H e a l t h 
2 . M o n e y  
3 . T i m e 
4 . Ma i n ta i n  

H e a l t h c a r e  s y s t e mの確立
H e a l t h c a r e  n e e d のカ ウ ント ダウン
H C - 0 の確立

| ※ A c c u r a c y を C o n t r o l する要素

B K T AV c h e c k  
B a l a n c e  
K i n e s t h e t i c 
Ta c t i l e  
A u d i t o r y  
V i s u a l  

I ※ コ ー ス（学習） の 目 的

コ ー ス は T r a i n i n g の規格化が 目 的で あ り 、 特殊な技術を 習得する ことが 目 的でない 。
つま り 、 全て の治療におい て正確な コ ントロ ールが で き る為の原点を習得する こ とが全てのベー

ス になる 。
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第 7 章 臨 床 （共用 概念）

I ※わた し た ち の治療 目 的

O u r O b j e c t i v e s  o f  C a r e 
わ た し た ち の 治 療 目 的

E s  ta b l i s h  a n d 川 a i n ta i n o ra l  h y g i e n e .  

H P  I © 89 0224 

D a ry l Beac h 
C i r c a  740 4 1 5  

( H yg i e n e  i s  a s t a t e i n  w h i c h s u bs ta nces  t ha t  c a u s e  u n f a v o r a b l e  t i s s u e 
r e a c t i o n d o  n o t  e x i s t . )  

口 腔 衛 生 の 確 立 と 維 持
（ 衛 生 と は 好 ま し く な い 組 織 反 応 を 起 こ す 物 質 が 存 在 し な い 状 態 で あ る ）

I nc r ea s e  o r  ma i n ta i n  t i s su e r e s i s t a nc e . 
組 織 抵 抗 の 増 強 又 は 維 持

E s ta b l i s h a n d  ma i n ta i n  f av o r a b l e  m o u t h  f o r c e s . 
( A ny f o r ce w h i c h c o n t r i b u t e s  t. o  a t ra ns l a to ry r e s u l ta n t  f o r c e  b a s i c a l l y  

p e r pe nd i c u l a r  t o  t h e  a l v e o l u s . )  
口 腔 内 の 好 ま し い 力 関 係 の 確 立 と 維 持
（ 好 ま し い 力 と は、 歯 槽 に 対 し て 全 て 垂 直 方 向 に 帰 す る 様 な 力 で あ る ）

I m p r o v e  o r  m a i n t a i n a p pe a r a n c e  o f  t. he m ou t h .  
口 腔 の 外 観 の 改 善 又 は 維 持

Co n t r o l pa i n  o r  d i s c om f o r t  i n  a ss o c i a t i o n w i t h t. h e  a b o v e  o b 、i ec  t i  v e s . 
上 記 の 目 的 と の 関 連 に お い て 痛 み と 不 快 感 の 除 去

O u r  o b j e c t i v es  o f  c a r e  ( w i t h  a k n ow l e d g e  o f  n a t u r a l  h u m a n  b e ha v i o r a nd 
a d a p ta b i. l i ty o f  w o r l d  r e so u r c e s  t o  d e n t i s t r y . ) g i ve u s  t h e  key  t o  a l l 
t rea tm e n t  p l a n n i n g  a nd p a t i e n t.  u n d e rs ta n d i n g o f  d e n t i s t r y .  

上 記 の 治 療 目 的 （ 人 間 の 自 然 の 行 動 と 、 歯 科 医 療 に 対 す る 世 界 資 源 の 適 応 性 に
つ い て の 知 識 を と も な っ た ） は 、 歯 科 医 療 の す ぺ て の 治 療 計 画 と 患 者 の 理 解 を
え る た め の 鎚 で あ る 。

p d  " m i "  i s  t h e  k ey t o  t r ea tm e n t m e t. ho d . 
pd  " m i " が 治 療 方 法 の 鎚 で あ る 。

p d  " m i " =p ro p r i oce p t i v e l y d e r i ved  m i  
固 有 感 覚 に よ り 導 き 出 さ れ た バ ラ ン ス の と れ た 体 の 条 件
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第 7 章 臨 床 （共用 概念）

※PINGER GRIPS POR INTRAORAL TREATMENT & PINGER CONTACT LOCATION ON SKIN 

J I N G  E R  G R I P S 「 O R I N T R A O R A L T R E AT M E N T  
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第 7 章 臨 床 （共用 概念）

| ※3RD FINGER OF OPllRATING HAND 

治療中の第 3 指
1 .  Instrument Stabilizer 

イ ンス ト ルメ ン ト の安定
2 .  Intraoral location detector 

口 腔内の場所の探知
3 .  Hand Stabilization fine movement 

(Pinger-rest) 0 . 2- 0 . 5m 
精密な動 き の た めの手の安定 (9インが一レスト） 0 . 2 -0 . 5nm

4 .  Lip-Cheek-Operating Point separation 
唇一頬ー作業点の分離

5 .  Pine movement detector 
精密な動 き の探知 （筋覚 と 触覚）
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第 7 章 臨 床（共用概念）

I ※m i 6 土

応 巨 匠 芦

霞 《□虞□9 ←< 8

芦 巨 匠 芦

霞 《□帆口0誓 王3 8

- 61 -



纂8章 臨屈 （共用息籠）



1 第 7 章 臨 床 （共用 概念）

| ※治療の範囲

治 療 の 範 囲

1 . 緊急処置 ( E mergency Trea t璽en t )

a . 不快を感 じている 歯牙 又は部位のX線写真

b. 疼痛の コ ン ト ロ ー ル （ 例 ） 抜歯 ． 内 圧の開放

2. 基本的予防処置 （ B as i c Trea t ment . C over l )  

緊急処置に 加 え て

a .  B W  ( B i t e  W i ng X -r ay ) 

b. すぺての ウ 蝕の処 置 （ カ リ エ ス コ ン ト ロ ー ル ）

主 に 内側性修復 （ ア マ ルガム ． レ ジ ン ． シ リ ケ ー ト ）

時 と して外側性修復 （ ％冠 ． 全 部鋳造冠 ． ジ ャ ケ ッ ト ク ラ ウ ン ， ベ ニ ア ク ラ ウ ン ）

c . 衛 生 と 外 観 と 力の方向を改善す る た めの形態修iE ( R econtour ) 

d . 歯面清掃 と ウ 蝕予 防処 置

e . セ ル フ ケ ア ー の実習 （ 栄 養 ． プ ラ ッ シ ン グ ． フ ロ ッ シ ン グ ． 顎の開閉習慣 ）

f . スベ ー ス メ イ ンテナ ー （ 保院装置 ）

成人 ． 小 児 共 ク ラ ス プや レ ス ト ． 遊離歯 肉の接触は な く 最大閉鎖時の接触のみに す る 。

g． 症状を伴 う 歯 内療法 及 び単根で最終処置が鋳造 コ ア ー ク ラ ウ ン と な る ケ ー スの再治療

h. 定め ら れた ケ ー ス に 於 け る キ ャ ス ト パ ー シ ャ ル

3 . 疾病の進行が著 しい場合の予 防処置 ( A dvanced T reat ヽent . C over 2 ) 

基本的予防処置に 加 え て

• a .  B Wを含む F M ( F u l l M out h X -ray ) と S C ( S t udy C ast ) 

b. 外科を含む歯周 組織の形態修正

c.  C over 1 以外のキ ャ ス ト パ ー シ ャ ル ． プ リ ッ ジ 又は外側性修復

d . 歯牙の方 向 調整 （ T A A )

e . 徴候の認め ら れ る 歯内療法

記． 衛 生 ． 組織抵抗 ． 力 及 び外 観の最適な関係を得 る ために ． 藷牙 又は他の組織の位置移動を必要

と す る 場合が多い 。

疾病の進行が著 しい場合の予防処置に於いては 口 腔 内の形態 と患者の習慣又は 行動様式 と の関

係を注意深 く 分析 しな ければな ら な い 。
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第 7 章 臨 床 （共用 概念）

I ※ I n d i c a t i o n （適応） 決定の要素

1 . 可能性 と 限界

2. H C  2 - D （ 臨床歯科に於ける 貴任範囲 ）

3 . 需要 と 供給のパラ ン ス

4 . 時間 、 労力 、 資源 （ 社会経済 コ ス ト ベ ネ フ ィ ッ ト リ ス ク ベ ネ フ ィ ッ ト 等 ）

5 . 操 作 性

6. 年 令

7 . 性 別

8 . 全身状態

9. 性 格

10 . 心 理

1 1 . 過 去 に 於 け る 経験

1 2 .  T ooth  va l ue の侵先順位

1 3 . 歯牙の状態

a ) 位置又は形態的 （ 挺 出 ， 低位 ． 捻転 ． 傾斜 ． 転移 ． 埋 伏 ． 先欠 ． 過 剰 ． 奇 形 ． 形成不全等 ）

b ) 硬組織の罹患状態 又 は欠損の程度

C ) 歯髄紐織 又は根尖の状態

d ) 酋根の状態

e ) 隣接状態

f ) 対合関係 （ 垂直顎間距離 ． 先天的後天的咬合異常等 ）

g ) 生理的咬耗

h ) 動揺度

i ) 欠損状態

1 4 . 歯牙周 囲組織の状態

a ) 口 腔衛生の状態 又は習慣

b ) 周 囲粘膜の状態

C ) 歯槽の形態 或は吸収程度

15 . 顎関節の状態

16. 歯 ぎ し り

17. 欠損後の経過年月

18. 最終処置

19. 適応の P r i or i t y （ 将来は P rescr i pt i on )

20. 歯科医療の 4 つの治療 目 的に合致

2 1 . 患者の合意
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第 8 章 臨 床 （共用 規範）

I※Schedule Layout Rules : 871028 

原則 ： （特別な条件のない限り 、 次の順序で レ イ ア ウ トを決める 。 ）
l)ma03 . 04 . 05 . 30 . 40の順
2) ア魯 ゜ イントの時間は標準が45分 。 最大120分( 2 つ以上のtりスクントにまたがって

いるとき 。 ）
3)ma30 . 40は麻酔がいる治 療 （生活粛）では 、 同一7贔 ゜ イント内 に、一緒にしない 。
4) 各患者のア術 イントは3日おき に取る 。 （週 2 回3day policy) 
5) ta5の前にta6を行う 。
6) 主訴のある部位 （痛みと腫脹）を一番先に行う 。
7) X63 .64 . 65は他の手順とできるだけ組み合わせてア魯 ゜ イントを取る 。
8) ta57 . 8 . 9のX63はすぺての場合に1 ゜ リスクうイ1"される 。

例外 ： （次の条件は 、 上記原則に対して例外になる 。 ）
条件
l)Pain Control- - — これは大半の場合、 レイ19卜作成前に済ん でいるはず 。
2) Deep Cavity- ― ー先に処理する 。
3) 広範なCosmetic Case ( 2つ以上のtりスクントにまたがる補綴のケース、 即ち 、

ma03&04 、 または04&05) ma04を先に処理する 。
4) 埋伏第3大臼歯の抜粛 （無痛のとき）— - ― - 最後に回す 。
5)患者のリクエスト ＿ ― -特にどの歯からスクートして欲しい等のリりエストがあるとき 。
※ ta9についての詳しい）卜｝｝が必要
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第 8 章 ・ 臨 床（共用規範）

•‘

・

| ※Tooth Surface Didtal Naaes(mall)  

9
hr

 
§
,

 

ーn
 

Q
 

蒻
[

3 4  
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- 70 -



第 8 章 臨 床 （共用規範）

※Tooth Surface Digital Names(ma16) 

34 

Draft H . P. I .  8 50 1 3 1  
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第 8 章 臨 床（共用 規範）

I ※ F  I Land Marks 

必要性 ： 同一の剌激→表現
而線点の精密な表現
正確な情報伝達

基 準 ： 円弧と円弧の変わ り 目
極限点
安定点

軸 ： 粛列 X 左右
Y 前後
z 上下

粛 X MD 
Y V L  
Z O G  

※Dent-Facial Complex classification 

D i v i s i o n I ： 歯槽ま た は歯牙に影響を及ぽす或い は受けるすべての力と形態
（軟組織 、 頬 、 唇 、 舌 、 指 も含ま れる 。 ）

D i v i s i o n II ： 歯槽及び歯牙を 被覆する組織に含ま れるすべて の形態
（歯根、爾根膜 を含む 。 ）

D i v i s i o n ill ： 歯槽か ら 出 て いるすべての形態
（粛冠）

Area 1 : ma O 1 （上顎） の外観と関係する部分
Area 2 : ma O 2（下顎） の外観と関係する部分
Area 3 : ma O 4 （上顎前歯） m o 3 4 （舌側） 部分
Area 4 : 臼 粛咬合面で力と関係する部分

a)maOl mo31656466（上顎臼 粛部咬合面）
b)ma02 mo31656466（下顎臼 粛部咬合面）

Area 5 : 最大閉鎖時、臼 歯咬合面の力に 関係 し ない部分
a)maOl（上顎）
b)ma02（下顎）

Area 6 : 衛生と組織抵抗に関係する部分
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第 8 章 臨 床 （共用 規範）

※Reference Plane or Surface Aspect (mo6 , mo7, mo8,mo9) 

n106 (Line) 
0 Line between two specified points 
1 0 Line 
2 G " 

3 V " 

4 L " 

5 M " 

6 D " 

3 ....: 

I

↓
 

[
 

6 / 

mo7 (Line Segment) 
0 Re ference Segment for a given 

procedure 

1 0 line segment 
2 G t i I I  

3 V I I  I I  

4 L I I  I I  

S M ’ ’  I I  

6 D I I  ’ ’  

mo8 (Point) 
0 Intersection between two specified 

line 

1 0 point 
2 G " 

V
L
M
D

 

3
4
5
6

 

I I  

I I  

I I  

I I  

mo9 (Line Segment or point in Sequence) 
O All Segment or point specified 

in the above 
1 1 st segment or point counting from 

Mesial to Distal 
I I  I I  

,..5 
2 2nd ’ ’  

I I  I I  3 3rd ’ ’  
" I I  4 4th ’ ’  

Draft H . P . !  870401 
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第 8 章 臨 床 （共用規範）

※局所解剖学の正確な三次元の知覚のた めの数字用 語 (m o )

m o O 雑 織 学 的 分 頚 に よ る 旧i iiii の 屈 な い し 内 倒 の 郡 位 （ ；＇i 1;，） ） m o I° 1 2 1: 4 ! 1: : : 9
| 

x に は 下 記 の 方 向
を 表 す 数 字 が 入 る 。
1 

mo 

mo 

l 突 起 、 く ぼ み 、
2 手 畑 又 は 欠 損

3 表 面 ・ （ 方 向
4 表 面の 中

5 表 面 の
6 線 （

7 線

コ ン タ ク ト （ タ イ プ ー 廂 序 ）
の 細 部 （ タ イ プ ー 順 序 ）

の 小 iiii （ 順 序 ）
中 の 小 iiii （ 方 向 ）
方 向 ） ‘‘‘‘ 
分 （ 方 向 ）

点 （ 方 向 ）

↑ 

I \  
2 3 4 5 6 7 8

I 
9 

上 記 対 象 が 祖 数 の 場 合 の 通 し 否 牙 （ 迪国 ） ま ,1 .!l

3ロ3 

I 2 
l 

4 

I 5 
3 6 
3 6 I 
3 5 6 I 
I 2 3 4 1 

m o の 読 み方 ： 例 ↓ 
m o 3 ·4 = 表 面 ( :3 ) ー も [ll•11 ( ,1 )  2 

m o 3 、1 G I = I l l , ,  :·1 こ1 上 の 綿 ( 6 ) 一 品 も 咬 合 側 （ ］ ）

I m o .3 1 6 1 3 5 = m 0 3 4 6 1 上 の 点 （ 8 )

1 一 晟 も 近 心 倒 ( 5 )

い2 13 4 5 

1

6 7 8 1 左 ，n 1.: :.[ r , n (, 3 4 6 1 8 5 」 と 益 む ．

4 1 1  5 I < も ・ さ ん ・ よ ん 、 ろ く ・ い ち 、 ば ち ・ ご ）

0 1 2 3 4 .5 6 7 8 
9 

m o

� 戸 m o
\虹上戸戸臣旦昇

3 7 l 

4 4  2 

3 8 5 I 

3 ·8 6 1 5 
3 1 2 

］ 

紐 線 学 的 分 類 に よ る 1折 面 の 屈

な い し 内 側 の 部．位

表 面 の 中 の 小 面 （ 薙 序 ）
亜 直 方 向 に お け る 基 底 部 か ら の 配 列 圃 序

m o 巴卦旦昇旦上
突 起 、 く ぽ み 、 コ ン タ ク ト （ タ ・（ プ ー 隈 序 ）

突 起 ： く ぼ み ： 接 触 面

先 埠 が 先 瑞 が

「 - | ] 戸 l - _\
ポ イ ン ト 、 ラ イ ン 、 平 而 ポ イ ン ト 、 ラ イ ン 、 平 iiii

m o
l� 豆I

X 

手 順 又 は 欠 損 の 道 部 （ ク イ プ ー ！順 序

1 - 4 減 蕊 的 手 順 （ 切 削 ）
5 - 8  加 冥 的 ＂ （ 天 tiil )



第 8 章 臨 床 （共用規範）

I ※5th didt of ma 

0 : Dentoral veolar tissues 
1 : Alveolar mucosa 
2 : Gi ngva 
3 : Enamel 
4 : Dentin (incl . cementum) 
5 : Pulp 
6 : Periodontal ligament 
7 : Hard(cortical) bone 
8 : Soft (medullary) bone 
9 : 

粛槽粘膜
粛 肉
エ ナ メ ル
デ ンテ ィ ン ． セ メ ン ト 質
粛髄
粛根膜
硬 い骨 （皮質骨）
軟かい骨 （髄質骨）

* Tooth (A Blank can mean * in a form) 
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第9章 臨 床（共用 規格）

| ※DIGITAL FORIIATS -TGl 

D I G I T A L  F O R M A T S - T G i 
パ フ -i· ー マ ン •4 襄格 歯 牙 歯槽を対 象 ．と す る手順―’ ― ド ．｛ ト ・ア キ ― -:-, ... I.. -

H P  I 8i0403 ·· 00-88090ims 

I b チ双恒
姿勢及びベ ク ト ）1.- 12 : .. 第 2 指

0 1 1 足及び下脚部の基準 5 l 鼻， 第 3 指
0 1 01 0 1 2 か ら正中面ま での x 次元は 1 0 c m 、 4 、• 第 4 i旨

0 1 3 は Y X 面上 で y 軸 と 1 5 ・ をなす 5 、・ 冷 5 指
0 1 1 ！ 外側頼 ( z y ) g ＇ 左 手 段指
0 1 2 : 内側9JI ( x )  ., }ヽ 2 1b

..疇
8 : ,: 第 3 指
9 . ,, l/1 4 指

; :t z y 面 I・で同 じ 飛給． 1 ・・ ； ご あ り ． Z ．、. jJij I． で （） 指（•＇洟船 ： .t-t L . マ ー カ ー を 4 5 •  1 ：： 傾 ： ナ て 籍郭を取 っ た
指先端0パ領域

l i 指． ＇ 手の平表面
2 , t旨 手の 甲 99

0 3 0| 0 3 2 は z y 面上でSpi ne ier t i ca l  （ 脊椎垂綿 ） 上にあ る , I 3 : 指 ． 手の内側 （ 撓骨側 ）
0 3  4 とSpi ne Ver t i ca l は正中面 ( z y 面 ） 上にあ る ． 4 指．, · 手の外側 （ 尺骨側 〉

1 0 2 1 と 0 3 1 は 同 じ水平面 ( y X 面 ） 上にあ る ． 0
|

指先端の領域の境界線
0 3  1 i 座骨結節下方点 ( z ) 1 指先端か ら 1 番 目 の指の節の遠心三等分線
0 3 2 仙骨後方点 ( y . x ,  z y i I 2 :  . .  ,, , 、 近心 ” 

g豆 ii :!Z多蕊Jぷii 
: :

) 

(

;:
; y )  ii : : :鼻

9

: : ：： 遷息二：：：：
0 4 01 0 4 2 か らSpi ne Ver t i ca 1 ま でのY 次元は O c m 6 • •• 近心 ” 

• 0 4 2 か ら正中面ま でのX 次元は 0 c m  I 7 ! 手の迫心三等分線
0 4  1 l 頚椎 7 番 ( C 7 ) 上後方点 ( z . y .  z y )  8 ’ '、 近心 ” 
0 4 2 胸椎 6 番 ( T 5··f後方点 ( y , x .  2 y )  9 手首の境界線
0 4 3 胸骨前方点 ( y ) 1 0 oI （ 例 ） 右手親指先端の点
0 4 4 胸骨上方点 ( z y ) ·;;.; • 13 1 7 ・ （ 例 ） 右手第 3 指 、 手の平表面 、 手の遠心三等分線

i0 5 頭口 の 十 よ
0 5 01 0 5 2 は Y 軸上では緊張の加 わ ら な い範囲で最後方位 、 X 軸 ＋ 1 注視面の左上部分 と鋭角 ( 9 o · 未満 ） をなす

上では正中面上にあ る 。 左右の 0 5 6 を結ぷ軸は水平面 ( z + 2  . ， ，  左下 ，＇ 
x 面） 上にある 。 ＋ 3 ! 、、 右下

0 5 1 1 内脹角 ( z ) + 4 ,、 右上 ” 
10 5 2・ ナ ジ オ ン （ 鼻根点 ） （ y , x }  I+ 1 :  i主視面に立てた垂線との角度が o ·  - 3 0 · 
0 5 3l 耳珠上方点 ( z y )  + 2| 

” ', 3 1 • - 6  o • 
0 5 41 脹寓下方点 ( z , y )  + 3 · ” ” ^ ’ ・ ＾ ＾ ・

0 5 5 外限角 ＋ ベ ク ）しの
0 5 6 瞳孔 ・ （ ベ ト ク ル起始点 ）
0 6  の ．．．． 0 +  1 | 後方 （ か ら 下方 ） 方 向 ： m i 2 1 0 .  7 1 0 
0 6 01 0 6 1 は Z 軸上でゆる やかに垂れ下が り 、 Y 軸上で緊張の加 0 + 2 前下方 ” : m i l 1 0 . 6 1 0  

わ らない範囲で最後方位、 Z x , z y 面上でね じれな し ． 0 ＋ 3 1 左後方 ” : m i  l l O - 2  1 0 
0 6 1 肩峰側方点 ( z , Y ,  x z . x y )  10 + 4 左前七
0 -7 の 1 土 X Y
0 7 o! o 7  1 は Z 軸上でゆる やかに垂れ下がっ ている ． 1 士 01 ° ・ 即ち合同

1 - 1 1 1 5 · 時 計 と 反対 回 り
1 - 2:  3 o ·  

｝ こ i | t 8 : : 
＋ 斗旦 ·

i y x 
〇 垂直か ら 一 7 •

- 2 5 • 

2 と 0 8 3 は平 行 ．

） 

駐—
0 9 01 0 9 2 1 は Y X 面上でY 軸 と 4 5 · 、 0 9 3 1 、 0 9 4 1 .

0 9 5 1 は Y X 面上 で Y軸 と o · - 3  o · をなす ．
（ 第 4 桁 目 は別紙 リ ス ト 参照 ）

0 9 1 I 右側親指の角度
0 9 2

l
” 第 2 指 ”

悶 : B翡 ：
0 9 51 H 第 5 指 ”
0 9 6i 左側親指の角度

叫 ： 出 ：
0 9 91 " 第 4 指 ”

＊
 

備考 ： m i O l - 0 8 の左右対称の基準点は 、 いずれ も 4 桁 目 で
左右の区別をする （ 1 - 右 ． 2 - 左 ）

- VI 
3 + l l  " 上顎右側臼歯部 l / 6 顎が垂直
3 + 2 1 ,, Y z 面が右へ 4 5 · 回転
3 - 11 " 上顎左側臼菌部 l / 6 顎が垂直
3 - 21 " Y z 面が左へ 4 5 · 回転
4 士 ！ 上 ゅ ・ 元
4 土 0

1

下顎安 静 位
4 - 1 最大閉 口
4 +  1 | 1 2 mm 

4 4 mm 
即 ー の 回
手の平表面が垂直

5 - 1 1  ,, 1 ·  - 3 0 · 時計 と 反対 回 り に 回転
5 - 21 ,, 3 1 • - 6 o · 
5 - 31 • N 6 1 • - 9 o •  
5+ 11 ,, _ _  1· - 4 5 ・ 時計回 り 1ヨ目転

＊ 注為 m i 2 十 で示 さ れている 角度以外に も 、 特殊なデー タ 収集の
2 + 0 か ら 2 + 8 、 2 - 1 か ら � - 8 ま で定義さ れている 。
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第 9 章 臨 床 （共用 規格）

I ※DIGITAL FORIIATS -TGl 

D I G I T A L  F O R M A T S - T G l 
パ フ ォ ー マ ン ス 規格 — 歯牙 ．9 ' 歯措を対 象 と す る 手順

コ ー ド化フ ォ ー マ ッ ト ー 知覚対象の決定要素
ao 

財 I 850i3 1 · 00 88090ims 

肉側

ti置 さ の
ケ ー ／

・

言ビ

ニ言・

｀こ

ま界て力選：

l

＼ 喜詮ぷ冒歯 肉 側 ヽ9

頬 側 ”

舌 側 ヽ9

近心側 ”

遠心1111 ,、

g顎
下顎
l/6顎ー 上顎右側 臼歯部

” ー “ 前歯 部
” ー “ 左側臼歯部
” ー 下顎 ” 
“ ー ” 前歯部
，， ー ” 右側臼童部

F O i 歯牙番号 、 上顎右側中切歯

面
面
側
面
面
面
而

合
肉
側
側・
心
心

二
吹
歯
頼
舌
近
遠

n
 

て い る ）

上顎結節 一 右側” ー 左側
下顎臼後謳起 一 左側

” ー 右側

歯槽粘膜
歯肉
エナメ ル
デ ンテ ィ ン 、 セ メ ン ト 質

翡膜
匪い骨 （ 皮質骨 ）
軟 らかい骨 （ 髄質骨 ）

下顎右側第 3 大臼 歯

ア ウ ト ラ イ ン （ 外郭線全図 ）
J I 咬合側線

歯 肉 側 ”

頬 側 ヽ
9舌 側 ヽヽ

近心側 ヽ9

遠心側 ”

上記参照 ）

な ど ）
要素

基 準面か らの謳起 ー 先端が点
” ー ，， 線

- ,、 面
基準面か らの陥没 ー ，、 点

ー ，、 線
” 一 “ 面

l 接触 している 面

位置
の

減算的手順によ る 一 辺縁
” ― 露 出 さ れた界面
” ー 小面

• 
” ー 補助的削除によ る く ぼみ

細算的手順によ る 一 辺縁
ん ー 設定 さ れた 界面” ー 小面
，， ー 補助的簗盛によ る 騒起

表面の鼈状及び色

］
悶塁謡愕溢 ぞ 話猛温含又は2 点間を結ん だ線分

徴 肉 flll ‘’

頬 側 “

舌 側 ‘’

近心側 ”

盟
” 遠 心側 ヽ9

i 

●●‘` 

基準点又は2つの線の交点或は線 と 面の交点
咬合側 、 極限点 （ 注 ： 咬合方向 に 最 も 突 出 し て い る の意 ）
歯 肉 側
頬 側
舌 側
近心側
遠心側
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手順ステ ッ プ開始の為の準 園
ス ク ー ト
経過 中
ス ト ッ プ

D I G I T A L  F O R M A T S - T G l 
バ フ ォ ー マ ン ス 規格 歯牙 歯槽を対 象 と す る 手順

コ ー ド化フ ォ ー マ ッ ト ー 知覚対a

心側

H P :  850i3 1 -00 · ·S8090ims 

．． ＾ ． ＾o .... ロ <l) コ ラ ム におし 、てのみ ）

” ー 感覚の為の領域＿か ら＿•-g
” ー 指作業 ” -- ” --g 
” ー ” ” ” __g

軸か らの角度（ 単 位 ＝ ゜ ）
物の間の角 度

” ー 最大限界領域 ―一 、， g 
手 、 腕で加え る カ
meの速度の領域 一

” 

（ 注 ｝ ‘ to' の第1 列 目 は未定。

r pm 
r pm 
r pm 

9 Sy l l abonumer ic Set s That  Denote O Concept St at  us . Cont r o l . a nd E f fec t  
l . ‘ ta '  ー ステー ク ス／ イ ン タ ーベ ン シ ョ ン コ ー ド ( T G 2の文書参 照 ） x - 日 i については左右軸
2 .  'XYZT' ー 空間又は時間にお け る 計測値 Illa ． 日0 ． 目 u l こ ついては近心 一 遠心軸
3. 、Illa' ー 対 象物の全体又は部分の基準の名 称 Y - 111 i については前後軸
4. ‘mo' - ‘ma ' の基準面 、 線 、 点 Illa . 1B0 . muについては頬舌軸
5 .  、m i ' ー 鞘者の基準の名 称又は規格 Z 一 目 i iこ ついては上下軸
6. ‘me' ー ハー ド ウ ェ アの基準の名 称又は規格 m a .  mo , 111uに ついては咬合側 一 歯 肉 側 軸
7. .Illu'  - ‘me ' の基準面、 線 、 点 T 一 秒及び分単位の時間
8. 't e '  ー 手順のステ ッ プ番号又は 基 準 A X Y  · - X と V 軸 に よ り 設定 さ れ る 水平面
9 . ;to・ 一 手順ステ ッ プの要素 収 ― Y と 2 軸 ヽ● 拿， 垂直 （ 矢状 ） 面
:t: 0 の概念 、 ステ ー ク ス 、 コ ン ト ロ ー ル及び効果を表現す る9項 目 の xz - x と Z軸 ヽ＇ ‘' ‘、 （ 前頭 ） 面

シ ラ ボ ・ ニ ュ ー メ リ ッ ク 、 セ ッ ト Rot at i o n  : 回転
Sy l labonumer i c  い時計回 り 、 ( - )時計の針 と 反 対 回 り

↑ XY ー 上向 き
Syl l ab l e..numer i c  時計の位置 YZ 一 右 向 き （ 即ち 脩者の左 ； こ あ る ）

音 節 数 字 xz 一 術者 と 対面

Samp l e :  
（ 見本 ）

llcad i 118 
（ 見出 し ）

Si gna l s  
（ 音声信号 ）

Set t i ng & Procedure Record i ng Forrn - 85 
（ 環境規格 ・ 手順の記錬 フ ナ ー ム ）

ma • • I ta • l • Imel • I • I • • • I • • I • • • • I • • • 

le 

. ,  

to me 
． ．  
． ．  
． ．  . .  
． ．  
． ．  
. .  
. .  
． ．  
． ．  
． ．  
． ．  
． ．  
. .  
． ．  
． ．  
． ．  
． ．  
． ．  
． ．  
． ．  
． ．  
． ．  . .  

mi mu te 
． ．  ． ． 
． ．  ． ．  
． ．  . .  
． ．  ． ． 
． ．  ． ． . .  ． ． 
． ．  ． ．  . .  ． ． 
． ．  ． ．  
. .  ． ．  
． ．  ． ．  
． ．  . .  
. .  ． ．  
. .  ． ．  
． ．  ． ．  . .  ． ．  
． ．  ． ．  

, . . ． ．  
. .  ． ．  
． ．  ． ．  
. .  ． ．  
． ．  ． ．  
． ．  ． ．  
． ．  ． ．  

mo z I y I X I T 
ma 0 1  2 3 4 5  6 7 8 9  

. .  . .  ． ．  . .  ． ．  . .  
． ．  ． ．  ． ．  
． ．  ． ．  ． ．  
． ．  . .  ． ．  
． ． ． ．  ． ．  
． ．  ． ．  ． ．  
． ． ． ．  ． ．  
． ． ． ．  ． ．  
． ． ． ．  . .  
． ． ． ．  ． ．  
． ． ． ．  ． ．  
． ． ． ．  ． ．  
． ．  . .  ． ．  
． ．  ． ．  ． ．  
． ．  . .  ． ．  
. .  ． ．  ． ．  
． ．  ． ．  ． ．  
. .  ． ．  ． ．  
． ．  ． ．  . .  
． ． ． ．  ． ．  
． ．  ． ．  ． ．  . .  ． ．  ． ． 
． ．  ． ．  ... -
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, 1.
 
y

 
z

 

a

z
.

 

m

)

Z
 

,.
e

,

y

n
(

 

t
c

m

Z-
)

。

ヽ
p

spa

loc

（

ば

fr．mt
”宣eft

D I G I TA i. FORMATS • TG l 
Per f ormance Spec|f i cat i o"t - Dentila lve, l a r  Pr ocedur e 

Cod i ng Format - Per cept Det er m i nant s  
9 . I 

寸 i huBl
j i “ I ndex F i nger 
l i ·, 3r d ” 

| i •• 4 t li ” 

1 | ” 5 t h .. 

I I Le f t  Thumb 
9 i  j I I " I ndex F i nger  •• 3 rd 

i nger t i p  area out l i ned 
I W f ro 11 l o ng a x i s  of f i nge r 

I ;ば：;!
s 1 1 r �ace 

| r:t;:; l : :  
border of f i nger t i p a rea  

I 

間は出 1 r i s:c t or り f l ; t f i  tger segりent
”
om t :P 

d i st a l  • • 2nd • 
prox i ma l  

I 心悶如 ：： ：： ��d

. 
:: : . , " | d i st 3 1 .. 

: h!nd 
pr ox i ma l  
wr i s t  l i ne 

e l v i c  Area :>urr ace Hererences 
032 -ZY - in Sp i ne Ver t i ca l .  
034 & Spi ne Ver t i ca l  -ZY- i n  Ked i an P l a ne .  
021糾31 -YX- hor i zont a l  

11 r ight i schi a l  t uber os i t y- i nfer i or po i nt ( 2 )  
l ef t  • 
sacrum-post er i o r  po i nt ( Y . X . ZY )  
l umbar-anter i or po i nt ( L4-5 ) ( Y . ZY )  

9 Umb i l l i cus- i nfer i or po i nt ( ZY )  
� erences 
042 to Spine Vert i c a l  -Y- 0 c111 , 

.� . 012 t o  Ked i a n  p l a ne -X- 10 cm , 
C7-super i or -poster i or po i nt ( 2 .  Y. ZY ) 
TS-poster ior  po i nt (Y . X . ZY }  
sternum-anter ior po i nt ( Y ,  X ,  ZY ) 
e ad heferences 
052 -Y- unstr a i ned retruded l im i t ,  -X- i n  
Hedian pl ane, 055-056 -ZX- hor i zont a l  

,11 r ight i nner canthus of the eye ( 2 ) 
l ef t  • 
Nas ion  (Y , X )  
r ight ear t ragus-super i or po i nt ( ZY )  
l ef t “ ” 

r i ght eye orb i t - i nfer ior  po i nt (2 . Y )  
l ef t  • l °u:er can:hus ?f t足 �!ftt e�e （り

ill r i ght pup i l  ( XZ >  
l ef t ” 

ou 1aer Her erences 
06 -z- l oose l y  hang i ng, -Y- unstra i ned r e t r uded 
I iロ i t , -ZX & YX- untw i sted 
r ight s hou l der crest - l atera l po i nt ( Z . Y , XZ . XY }  
l ef t  • 
iiiierTri"Tiiliw Heferences 
07 -z- l oose l y  hang i ng 
r i ght e l bow- l ater a l  po i nt 
l ef t  • 
orear璽． 『humb & Hiddle Fi nger Ang l e  
081-084 s t r a i gh t , 082-083 par a l l e l  

11 l ong( center ) ax i s  of r i ght  forear m on dor sa I su r f . 
l e f t  
r i 曲t forearm on r ad i a l  sur f .  
l e f t  • 
r i ght  thumb 
l e f t  • 

r i ght 3rd f i nser on dorsa l sur f .  
l e f t  • • 

t t i  t�nt s 
0921 -YX-45 " f rom Y , 0931 , 094 1 . 095 1  -YX- o · -30 · 
f rom Y (See an attached l i s t  for the 4 th  d i g i ts } 
a t t i t udes 』 a暉les of r-i1ht t humb 

i ndex f i nger 
• 3rd 
• 4 t h  

“ ” · 5 th  
” ” l ef t  t huIIb ” 

“ l ndex ” 

” ” “ 紅

IIP 1 8i0403 -0 l -8902 14  

r i ght thumb,  t i p po i nt 
r i gh t  3rd f i nger . pa l 田ar , d i st a l t r i sector of ha nd 
i ght l i ne A ng le  w i th S i ghted Surface 
Acute ang l e  wi t h  upper l ef t  of s i ghted sur face •• l ower • 

• r i ght • 
• upper “ ”  

s i ght l i ne ang l e  w i t h  s i ghted surface · s  
pe rpend i c 1d ar - 0 -30 " 

冒工：ne-` 9-

15 · c l ockw i se 
nc l i nat i on 
-i ' f rom ver t ica l 

-25 · .. 
+8 . " 

otat  i on  of Pat i ent . s Head -M­
pa t i ent · s  YZ p l ane i s  vert i c a l  

淑 r i ght sextant  i s  ver t i ca l  
YZ p l ane i s  45 · t o  t he r i 11ht 
HX . l e ft  sextant i s  ver t i c a l  
Y Z  p l a ne i s  45 ' to  t he l ef t  

�
es 

園and i bu l ar rest pos i t i on 
:lI I 田a x i mum c l osure 

12 nID 
44 皿l
xial  hotat ion of For earIll-Hand 
pa l mar p l a ne is ver t i c a l  
l ' -30 ' ant i c l ockw ise  ro tat i on 

31 ' -60 ' 
61 ' -90 ' 

1 · -45.. c l ockw ise  

See  a l i st o f  ■ i OO nu11bers ( 4  d i g i t s )  for  we i ght support 
PO i nts , a nd a I ist of t he 4th d i g i t s  for 11 i 08 
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D I G I TAL FORMATS - TG! 

Per formance Spec�veo lar  P rocedure 
¢od i ng Format - Percept Detemi nants 

H P l 85 1225-01-890214 

r eg .  
ta  n . ) 

ong1 fiii!TiiaTTine or Thrus{ AX IS 
Occ l usa l  L i ne Supe r i or L i ne 
G i ng.ival  • f or I nfer i or 、, f or
Vest i bu l ar " 璽 u-11a-mo Anter i or 、, m i -lllu
L i ngua l • specs Poster ior •• s pecs 
Kes i a l  • R i ght 
D ist a l  • Left  
prox i 111 i ty -dept h ga uge .- i n i  t i  a t  contact/ t  1 i,  P t . 

• -cross sect i on mm f ro日 0

me 

1 t 1ve proceaur e - narg 1 0 . 
- Exposed i nterf ace 
- Aspect 
- Supp l ementary 

Sur face Cond i t i on & C o l or 

• -opt ima l f i nge r-operat i ng pt . 
( m i 2 10/ l !O  - t i r, p t . ) prox i m i t y  

contact/t i p  p t .  w i t h  a l o ng/t hrust ax i s  o f  • • surface 

e
 
c

 
a

 

e
f

 

c
r

 

a
u

 

r
s

 

r
 
u
o
G
V
L
H
o

 

＂
 

out 
11 1 Max i l la 

Mand i b l e  
Sextant - Upper R i ght 

” ― ” Anter i or ” ― “ Lef t  
• - Lower ,、

Anter i or 
R i ght 

Quadrant - Upper R i ght 
* Left 

Lower " 
• R i ght 

FD! Tooth N umber . Upper R i gh t  Cent ra l I nc i sor 

· , Lower R i ght  3rd Mo l a r  
Tuberos i t y  - R i ght  

* - Left 
Retrom l ar Pad - Left 

” ” - R i ght 
Dentoa l veo l ar t i ssues 
A lveo l a r  mucosa 
G i ng i va 
EnHel 
Dent i n( incl . cementum ) 
Pul p 
Per iodonta l  I i ga111ent 
Cor t i  ca I ( hard )bone 
Kedul lary(sof.t )bone 

ma 

the 5t h d i g i t of ma 
ve)  
re i  gn  Body 

r t s  
R i se From a Reference P l ane - Po inted 

- L i ne 
” ” ” “ ” - P l ane 

Depr ess i on From a Reference P l ane - Po i nted 
- L i ne 
- P l ane 

eterence r l ane Or Surface Aspect ln Sequence of -l­
Reference VZ P l ane 
A l veo lus  -!st Aspect From Border Wi th Harker 45· f r o111 2 

-2nd ” ”  

-Add i t iona l  Aspect/s U pt o  44 
G i ng i va-Between Base And Crest 

” ― " Crest And Mar gi n  
I nt er face - l nf ra -G i ng i va l  Tooth-G i ng i va ,. - be tween G i ng i v a l  Mar g i n  And Contour Crest 

Contour-G汽rat & Occ l usa l Cont our Crest 

eference P l:：閃閑？比謬？iぷ守 8 0cc l usa l Harg i n  

Refer ence X V  P l ane 
11 0 Aspec t 

G ,. 
V ” 
L ヽ·

11 ，ヽ

D 、.

e
 
n
e

 

.I
n

 

l
.I”
”
”
”
”

 

ne
ut
L

 

i
o
o
G
V
L
H
o

 

-
L

 
ー

II Surface I n  Contact 

r
 
゜e

 
r

 
u

 
d

 
e

 
c

 
。r

 
p

 
n

 
e

 
＞

 
i

 
G

 
A

 
r

 
fo
ts
ne
 

n
i

 

t.I
L

 

n
o

 

e
p
n

 

gm
o
ve
 

seTw
Gi
 

e
n
A

 

n
e

 

.l
e
f

 

t
L
u
o

 

n

t

 

me
ce
Be
nt
 

eg
en
e
me
 

S
r
n
g

 

ne
efe
Lise
 

.I
R
A
0
G
V
L
H
o

 

L
 止

叫

眉治
F
酋リ

o i n t 
Reference Po i nt Or I ntersect i on Between 2 L i nes Or 
A L i ne Wi t h  A P l a ne 
0 Po i nt 
G .. 
V ” 
L ” 

H ぃ

D 、.

ondi t i o ns - Bacter i a I IAr t i ficia I 

btract ive procedure - Mar g i n  
- ExPOsed i nter f ace 
- Aspect 
- �ent�r_ 

I ne seg日ent Or Po int I n  :iequence 
A l l  Seg唸nts Or Po i nt s  Spec i f ied I n  The Above 
1 st Segment Or Po i nt Count i ng Fro■ Hes i a l  To D i st a l  
2nd • 

`- lhe f I rst ↓と digits of 畠a are  fro冒 � code . 
(Not ass igned yet )  
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D I G I TAL FORMATS - TGI 

Per formans Spec i�eo l a r  Procedur e 
Coding じoraat ー トercept leter m i nants 

肝 1 850731 -01-8902 14

Prepare For Procedure Step 
Start 
En Route 
Stop 

。
orce - u g 

# 
- sens i 暉 range _ to _ g 

# - f i nger dr i v i ng range __ to _ g 
to  g 

“ ― max imum I i m i t range to g 
Hand-arm app l i ed f orce 
Ve loc i ty range of me - _r pm 

r pm 
r pm 

ote : lhe lst dl g l t s  of to are not assigned y e t .  

un l e ss o therw i se s t a t e  “' 
eference A x i s rorArii[e Measure釦nt .
ang l e  i n  degree f r o日 r efer ence み i s des i gnat ed by 
• or - . , o r  a ng l e  bet ween 2 ob iects  spec i f i ed 

9 Sy l l abonumer ic  Sets That Deno t e  O Concept S t a t us ,  Con t ro l .  a nd E f fec t  
I . 'ta' - Status & I ntervention Code (cf . TG2 document) X - left -r i ght Ax i s  for  m i  
2. 'XYZT' - Measurement i n  Space o r  T i me Hes i o-d i st a l  Ax i s  for  ma , 田0 f 員U
3 . 'ma' - Ref erence Names of Ent i t ies or Pa r t s  Y - Antero-poster i or Ax i s  f o r  m i  
4 . 'mo' - Reference P lanes, L i nes , & Po i n ts o f 'ma' Vest i bu l o  l i ngua l Ax i s  f o r  m a ,  m o  & mu 
5. 、111 i ' - Reference Names or Specs - Per former Z - Supero- i nf er i o r  Ax i s  for  m i  
6. •m·e• - • • - Hardware  or Par ts Occ l uso-g i ng i v a l  A x i s  f o r  ma . mo & mu  
i . 'mu' - Reference P lanes ,  L i nes , & Po i nt s  o f  ·111e ·  T - T i me in M i nute & Second 
8 . 'te' - Step of Procedure or  Reference A XY- Hor i zon ta l P l ane Est ab l i shed by X & V Axes 
9 . 'to' - E lements  of Procedure Steps YZ- V e r t i c a l (Sagg i ta l )  P l a ne Estab l i shed by Y & Z Axes 

XZ - .. ( Fronta  l )  " ” ” X & Z “  
Ro ta t i on :  

• • - c I ockw i se , • - ·  - a n t i c l ockw i se 
C l oc k  i n  XY - fac i ng up · .. Y 2  • r i ght 

“ ” XZ  " back 

Sampl e :  

Headi閲 ー

S i gna l s  -

Set t i ng & Procedure Record i ng For m - 85 . . . . . . . . . . . . . . .. .  · -
mal - _ I _-. , ta . :  . I · Imel · I • • I •• -· • • I • • I • • I • l • l • I • I • 

mo z I y I X I T 
I● to me mi mu te ma 0 1 2 3 4 5  6 7 8 9  

． ．  ． ．  ． ．  ． ．  . .  ． ．  
． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ． 
． ．  ． ． ． ．  ． ．  ． ．  ． ． 
． ．  ． ．  ． ．  ． ．  . .  ． ． 

. . ． ．  ． ．  ． ．  . .  ． ．  ． ．  
． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ．  

. . ． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ． 
． ．  ． ．  ． ．  ． ．  . .  ． ．  

． ． ． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ．  . .  . .  ． ．  . .  ． ．  
． ．  ． ．  ．． ． . .  ． ．  ． ．  
． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ．  ． ． 
． ．  ． ．  ． ．  ． ．  . .  ． ．  
． ．  . .  . .  ． ．  ． ．  ． ．  
． ．  ． ．  ． ．  ． ．  . .  . .  

·‘”” ·- •一 ・.__._

Notes 
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第1 0 章 臨 床(ta 0 )  

I ※ V i e w  S y s t e m 

1 .  Ba l a n c e d  V i e w  
2 .  S ta b l e  V i e w  
3 . S y s t e ma t i c V i e w  

役割 ： 1 . 形態の認識
2 . 色の認識
3 . 明暗の認識
4 . 動き の認識

正 し い方 向か ら の視線→ 3 次元の認識—可及的に面に垂直

視線の方向 、 角度
Viewl ： 左斜め上方か ら の視線
View2 ： 左斜め下方か らの視線
View3 ： 右斜め下方か らの視線
View4 ： 右斜め上方か らの視線

- s y s t e ma t i c な視線

V i e w  : M i r r o r  V i e w  D i r e c t V i e w  
M i r r o r : W o r k i n g  M i r r o r : C h e c k i n g  M i r r o r  
R e s t  : o r の p o s i t i o n m i l + l  肘の支点

m i l 士 〇 頬骨
m i l - 1 額

H o l d  : m i 6 1 0 、 m i 7 1 0 、 m i 8 22

| ※ D i v i s i o n （ 口腔内の区分）

1 . 歯槽又歯牙に影響を与 え 、 も し く は 、 そ れか ら 影響をうける全て の 力と形態
2 . 頗槽及びそれを 被覆する組織に含ま れる全て の形態
3 . 歯槽か ら突出 し て いる 歯牙の部分

A r e a (D i V i S i O Il ffl の区分）
1 . 上顎外観に 関する部分
2 . 下顎外観 に 関す る部分
3 . 上顎前歯の舌側部分
4 .  A ： 上顎臼歯部において力と関係する部分

B ： 下顎臼歯部において 力と関係する部分
5 . 最大閉鎖時に力と関係 し ない咬合面
6 . 衛生と組織抵抗に関係する部分
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I ※ ミ ラ ーの基準点
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

I ※Exa田 View Track 

Exam View Track - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1
 H
 !)I

ll
 

』
H
!)
I
I!

L
E
F
「

LE
F
T
 

- 91 -



第 1 0章 臨 床( t a 0 ) 心スカァ情報マユァ， ． お慕譴編

※何故診査（examination) と言わずStatus recordingと言う言葉を使うか。

私達が 口腔の健康状態を 記録する場合には 、 まず口 腔内の状態を知覚し 、 それから記録しますが 、

自分の目で見 、 また 、 感覚したすべてを徹底的に記録するわけではありません。逆にすべてを記録
し ょ うとすると 、 余りにも繁雑になり過ぎて 、 記録の価値そのものが 、 減 少することになります 。
従って 、 私達は言えば記録の項目 を 、 ある程度取捨選択しています。その為には一体何を記録に残
すべきかについて 、 はっきりした選択基準 を設 定することが大切です。

ここで、 一つ注意して頂きたいことは 、 ステー ク ス ・ レコー デ ィ ングとは 、 1 回の 口 腔診査 だけ
を意味するのものではなくて 、 その患者の過去の既往歴(history) を全部含んでいるとい う 点です。
換言すると口腔診査の記録は 、 その人の既往歴の一部に組み込まれるわけです 。

（心ス／ウ情報マユア... 90基礎編）
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

※ 口腔保健J\
゜
ス心

・ ート （Oral Health Passport) 

口 腔保健パス ポー ト Oral Health Passportは 、 「 O

の概念」 を 基 に世界的な標準化 を 意図 し て 作 られた

口 腔診査表で 、 コ ン ピ ュ ー タ 処理 を 前提 と し た 情報

の集約化 と 規格化 が図 ら れて い ま す。

バ ス ポー ト に ば 個 々 の受診者 か ら の訴 え ． 及 ひ

所 見 、 あ る いは疫学デー タ な ど の 情 報 が 、 数字用 語

を 用 い て 記載で き る よ う に な っ て お り ． 予 防 ・ 臨床

歯科に必要な全て の情報の記録 を 可能に し て い ま す ．

こ の記録 は 主 と し て 臨床 に お い て 治療計画の作成

と 時間 ー コ ス ト の 見積 も り に 用 い ら れ ｀ 効 果 的 な 医

療 を進 め る た め に 用 い ら れ ま す が 、 医療 の 室 に 関 す

る デー ダ 疫学的デー タ の抽出や分析 に も 活用 で き

ま す。

こ の パ ス ポ ー ト の デ ー タ 及 び標 準 化 さ れ た 臨l未 ，；じ

録デー タ が デー タ ベー ス 化 さ れれ ば更 に 有 用 か つ 広

範な効果を期待 す る こ と が 出 来 る で し ょ う ，

例 え ば、 口 腔保健状態 (Orai Health Status) 及

び供給 さ れ る 医療 の タ イ プ と 質 に つ い て あ ら ゆ る 側

面の体系的評価 を な し 得 る ほ か ． 疾 病 の 需 要 と 治療

の供給 と の 関 係 に お い て 、 社会 レ ペ ル の 費 用 便益 性 、

社会効果の分析 に も 役 立 つ で し ょ う 。

ま た ． 世界的な 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク の 中 で こ の標 準

化 さ れ た 記録方式が 採 用 さ れれは 、 口 腔 の健康 と い

う 分野に従事す る 様 々 な 人 々 の 間 で 、 各地間及 び 国

Vスケァ情報マユアが 心置編

際間 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が促進 さ れ る で し ょ う 。
ー ヘル ス ケ ア ゼ ロ ヘの確かな パ ス ポ ー ト と し て ・ ・ ・ ・ ・ ・

口 腔保健パ ス ポ ー ト に は以 下 を 記入 し ま す。

l ) 受 診 者識別欄 （第 1 行） 左 か ら 順 に ．

口 腔 保健組織体 番 号 （ 例 ） 日 本歯科医師会

生 年 月 日 （ 西暦 下 2 桁 ． 月 2 桁 、 日 2 桁）

所属地域番 号 （南北 、 地球座標） 3 桁

所属地域番号 （ 東 西 、 地球座標） 3 桁

登録順番 号 （所属地域内同 一 生 年 月 日 の 登録順）

医学検査の 必 要性 （必 要 は 1 を 記入） 1 桁

登録時 合 意 内 容 （ 診査者 と の 合 意 ） 1 桁

情 報 公 開 合 意 内 容 （情報利用 の諾否） 1 桁

2 ) 診 査 者識別欄 （第 2 行 ） 左 か ら 順 に 、

視 診 年 月 日 （ 西暦 下 2 紅 ． 月 2 桁 、 日 2 桁 ）

視 診 者ID番号

X線続影 年 月 日 （ 西暦 下 2 桁 ． 月 2 桁 、 日 2 桁）

X線続影者ID番 号

3 ) 注意 を 要す る 全身的情報 （ 第 3 桁） 解剖 学的部

位 ( m a ) . 診断病名 を 2 組 ま で

↓ ) 全 顎 ・ 上 下 顎 ・ 1 /6 顎の情報 （ 第 4 • 5 行）

5 ) 各 歯 ・ 歯 面 の情報 （第 6 ～最下行）

O R A L S T /\ T U S © lIPl  

1 行 目 受診者裁別欄
2 行 目 診査者毀別欄

3 行 目 要注意の全身的情飩
4 行 目 全 顎 ・ 上下顎 ・ 1/6顎

5 行 目 II 

6 行 目 各 歯 ・ 歯面の情柑

7 行 目 II 

8 行 目 ，9 

9 行 目 II 

I 
！ 

！ 
0(1 ! I 2 � 0 1  ; 3 

， 02 i 
l ： 

I �  ; 3 [ 4 (I M I D 
i 1 7 i l I 
I 1 6  j i 
1 1 s I I | 
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

※ 口腔保健I\
゜
店

・ ートの 2 つの情報軸— ‘‘m a " , " S I "  心スヶァ情報マユァルな湛礎編

4 桁 目 以 下 の 口 腔内情報 は ｀ 縦 ・ 横 2 つ の情報軸

に よ っ て 指定 さ れ る 各座標点 の コ ー ド に 集約 さ れて

い ま す。

タ テ 軸 は解剖学的部位ma を 表 し 、 パ ス ポー ト 上 で

は陰影の幾分濃い欄 と し て 印刷 さ れて い ま す。

ョ コ 軸 はSI Indexに 基づ い て お り 、 m aに応 じ た 意

味づ け が さ れて い ま す。 （次頁お種のエ ン ト リ ー項 目 参照）

診査順序 は ｀

maOO->maOl->ma02->ma03~ma08->mal8~ma48の順に 、

ま た 同 じmaで は 、 原則 と し てSI indexの順 に 左 か ら

右へ と 進 めま す が 、 各歯別 の 動揺度や ポ ケ ッ ト 測定

等 で は そ の項 目 だ け を 連続 し て 診 査 し た 方 が よ い で

し ょ う 。

イ ） タ テ 軸 ： ma : 00,01 ,02,03 ~08, 1 8 ~48 

ロ ） ヨ コ 軸 ： SI:On ma, 1 ,2,3,4 ,0,M ,D,V,L,G , 

5,6,7,8,9 

ハ） 座標点 ： エ ン ト リ ー コ ー ド ： 空 白 ， ． ， ： ， 1 ~9

コ ー ル ア ウ ト は 、 基本 と し て は 、 ma''' - - > SI index 

… ＞ エ ン ト リ ー コ ー ドの順

連続 し て コ ー ル ア ウ ト す る 場 合 ma * * · ·>SI index 

. . . >エ ン ト リ ー コ ー ド・ ・＞SI・ ・ ・＞エ ン ト リ ー コ ー ド• • >SI-… の順です。

［例］ 口 ） S I  i ndex （ ヨ コ 軸）
3 4 0 II D V L G 5 6 7 8 

. l- -- -- • 

イ ） 1 8  | 
ma 17 

：：二m

:::；：三：：：4;と物

診査者の コ ールア ウ ト に従 っ て ｀ 助 手 が パ ス ポ ー

ト にエ ン ト リ ー を 記入 し て い き ま す。

な お 、 「On ma 」 と コ ール ア ウ ト さ れた場合 は 、

助手は印刷 さ れたmaに重ね て 記入 し ま す。 「On m a  

」 で は 、 maOl 以外 の 全 て のmaに つ い て 受診者の訴

え を 記入す る 事が で き ま す。

記入文字や数字は枠の上方 1 皿右方0.5 mmの空隙を

残 し 、 格子枠 の左 ラ イ ン及 び ア ン ダー ラ イ ン に 接触

さ せて 書 き 込 み ま す。
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0 .  5mm 2 mm 

こ の よ う に 全 て の 口 腔部位に つ い て の 訴 え 、 所 見

を 記録 す る こ と を ス テ ー タ ス ー・ レ コ ー デ ィ ン グ と い

い ま す。 診査 に あ た っ て は 、 次のペ ー ジ か ら 解説 さ

れ て い る エ ン ト リ ー の 基 準 に 則 り 客観的 な 情 報 の採

取 を す る こ と が 大 切 で す。
ORAL STAT U S  

2 .  5 mm 

O H  P 

OI I I l | 9 10日 1 J I り 1 1 Il ll ―I如ll31 1 9101 , 
ー' · ' · • -';;J 1 "Iii' ' . -
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

I ※ 2 5 種類のエ ン ト リ ーの 内容

ma-SI の組合せ に よ る 座標点 の総数 （エ ン ト リ ー

項 目 総数） は455ですが 、 同種の も の を 省 く と 25種類

のエ ン ト リ ー 項 目 が あ る こ と に な り ま す。

2 5 種類のエ ン ト リ ー項 目
戸＝下戸

I] ]:9讐］］，［日

- 95 -

心ス／”情報ュァル． ，鴎置編

l 悶 i 翡の 寸法又 は位置

l
()3 7 粘膜の紐織欠 損 と 歯槽部の変化
1 1  On ma 受診者の 訴 え

l
1 1 3 x , 2 , 1X , 1Y 次元の歯牙の位置異常
1 1  4 歯 牙動揺 と 歯周租織の吸収l : : ； 窯洞 と 歯り修復材料

：悶ザ緊、目 l 
I : : [ : :::[f以u la‘f

:
i側面 l

I I し l i ngual  舌側面
I I  G Il g i ngival 歯肉側面 l i 1 1 5 歯冠の 大 き さ 、 形状、 色 調 欠 損

lit!ね翡誓唸開翌訊物内不透過像 I
1 1  8 I ) 歯 ， 2） 骨への固定式人工歯／そ の 一部

．• · ▲ • ▲ � ▲ · • �.^^` � .  • •~ • . - -·-~···· ‘ヘ ・ ＾＾ヘヽク“ `` • 9·～へ —＿- • • • •―●―_ -. -- -



第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

※エ ン ト リ ー の 内容 （視診 、 触診に よ る 記録）

---•• •- ----
7 

心スカ？情報マユ刀な這礎編

上顎 0 1 ⇒ Ol  
1 /6ぃ：

！竺3凸 皇四竺翌 碍l ¥白d8 47 4 6oi5 4 4 
4
3 4 2 4

1
!

I�3 1  32 3
：

ー
ロ

·-

3

ー
も：

ー
［：口

8J ： 出。2 （ 下 顎 は ..0 1 と na02の 項 を 参照）

-- - - s」 1 N D E x ◎ H P l  

i ［

ー ― … … -
三

l | 2 | 3 「 4 ｛疇エニエ
' : r · · · エ ン ト リ ー コ ー ド

ma l S I  I E . 所見／訴 え の 内 容 （視診 ・ 触診）

oo I On 受診者の 訴 え

ma I l 
2 咀嗜困難。 痛み （ 一 ） 開 口 隙害 （ 一 ）

l 自 己管理の必要性 を 示す よ う な所見
1 歯、 軟紐綴への付着物 （ 儲石 を 除 く ）
2 両側性の唇側面の変色 （軽度斑状歯）
3 I 2 ＋唇側 面 に t 1 卜や 溝 （璽度斑状歯）| 4 1 + 2 

! 5 I 1 + 3 

旱 I

E . ::;;：ーニ：；：：；？三1 過 剰 ( >0 . 5nm) 充填物 （ 要 ト リ ミ ンが を 示唆 ）

L 彗 歯咬 合 面 の 歯冠色材料／砂
．．

ン （ シーラント ）-- •一• 一 •- - - - .. 一-- ---
| 9 ta8 や ta9 の 必 要性 を 示す よ う な所見"i l ― -- - . . --- — 
! I I ! ma 4 , 5 , 6 （小 臼 歯 、 第 1 大 臼 歯） の 歯 群

i | 
I

て 咬合接触が 2 以下 て あ る

I I I 
01 I 3 矯正装 置 と 前方点の位 誼 02 j On 受診者の 訴 え （顎関節＝） ma02 )

- - --•- -· -
可撤性矯正装置 （規格） ma i 「「

• •  -· 一 ・

固定性 ，， （規格） i ！ 2 顎関節 耳前方 で のク リ1り 音 ， が リ 感
可撤性矯正装置 （規格外） I I 3 1 開 口 、 閉 口 時疼 痛

門国悶心、点 と 品悶h後的ずれ ＿ill勺心こ口こ召霜ー害一
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

※エ ン ト リ ー の内容 （視診 、 触診に よ る 記録） ｀スクオ欝酎ユ7ル ’ ⑳革罷編

出
1
2
3
4-

o:I I On 
ma 

o ffPI 
ma | SI | E . 1 所見／訴えの内容 （視診 ・ 触診）

• 1 maO l : 7””朴平
金属 ・ レジ ン床義菖〇訊戸y

|
塩） か ら 切歯点 を 通 る 垂線 を 引 き 、 そ の

床義歯 （規格 • 3 ) 垂線が鼻翼よ り 前方、 又 は後方に位置す る
” ‘ . .....-..... 、... し “ ‘ Ia02 ： 下顎切菌点が mal3 と 四 23 の遠心点 を

ぶ の こ ヽ い ·

3 の 、 ・
よ ヽ

1 I 3 歯以上の ク ロ ス パ イ ト
2 
3 

| 4 | ―7 �言□”ル （ 痕孔 ）

＇ 亨』度の歯石沈着 で可-- - --- -—� ◇ 4 歯以上の緑下 歯石 で ポケ ッ ト く 6 DIII

叶 重度の菌石沈着 ( · � )  ◇ 4 歯以上の畳隆線 (CC) 下 部の 歯石
ぺ ： ◇ 4 歯以上の縁下歯石 で ポケ ッ ト こ 6 DID

1 1 I On ---· 
ma l l ！ 外観

| 2 剌激時のみの疼痛 一 知覚過敏 ( llys )

|
」 郎」激後迄残 る 冷温水痛、 咬合時疼痛

寸口苫雷芦盆□痛

ー
早ぶ母 迭元の璽笈2位I

可 （ 臼 菌 ） 咬百接触無 ， （ 前 歯 ） 正
2 ＇ 咬 合 平面への垂線か ら 30゜ 以上傾斜! 3 ! 下 顎臼 歯が前方位 時 に 上 顎 臼 歯 に 09り

4 1 量．晶翡霜計四だ

］ 
0 . 5RIii三 動拇度< l . 5皿

I I  

要観察顧蝕の存在 （修復物 な し ）
" ( " あ り ）

要処 置顧蝕の存在 （修復物 な し）
＂ （ ＂ あ り ）

三I : 4 1 11 · -1`レーション （ 穿孔） ／破折

［

口

？ばm:格

プ：

）

視認

‘,'
7

0"
 

• 2 • 1 規格 ： リ ス ト は 正式 に 作成 さ れ て い な い。 • 2 : こ の場合9ンt
・ ースキャスト1レAのキャストが ーシャル を 意味 し て い る 。
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第 1 0 章 臨 床 （ t a 0 )  

※エ ン ト リ ー の 内容 （視診 、 触診に よ る 記録） 心スタ？情報マユアがの革置編

前頁注 ： ＊ 7  ma 1 1  5 3 
• mo3348556186の点 の象牙質の欠損 を 示 す よ う な

象牙質又 は色調の欠如

* 8 ma 1 1 5 4 

窯洞 の特徴に よ り 内側性修復の限界 を 表 し た も の s

以 下 の 全 て が あれば内側性修復 は 限界 と な る 。
・ 近心、 又 は遠心の裔洞が線角 （ ラ イ ン ア ン グ

ル） 部で歯肉縁下 ま で 延 び て い る 。
． 窯洞 が 1 .5 mm を越 え る か顧蝕 が あ る
． 窯洞 が 頬側面／舌側 面 に ま で延 び て い る
． 窯洞 が 頬側 面 ／ 舌 側 面 の 高洞 か ら 咬 合 面 ま で

延 び て い る か 、 又 は咬 合 面 迄 3 mm 以 下 で あ る
疇 o 3 3 ヽ 0 8 8 8 1 8 8 

視 診 ・ 触診に よ る 嗣蝕の判定 （ 同 一 面 内 で複数の状態 が 存在 す る 場合 、 数 の 多 い 方の コ ー ド を 採 る ）
OMDVLG 各 歯 面 で の嗣蝕 の判定の た め に 、 喬 洞 と 歯科修復材料 (mal lO/G ) の コ ー ド が 用 い ら れ ま す

ma 視診 ・ 触 診
X 線診査

I I 健 全 1 要観存 i 要処理
修 復物が無 い 1 ！ 空 日 、 | 2 i 
修 復物があ る | . l | . 3 i 

4
 

U
J
 

要処置嗣蝕 (ma l l 0/G 4) 
修復物 が な く 、 下 記 の何れかの 条 件 が あ る
① 白 濁又 は褐色エナ メ ル質がエナ メ ル象牙境 に あ る
②裔洞の深 さ ＞ 1 .5mm
③エナ メ ル質 を 通 し て オペー ク 状 の黄色 が 見 え る
④粗造な象牙質が あ る 。

要再処置鯖蝕 （ m a 1 1  0 / G 5 ) 

修復物が あ り 、 ①～⑥の何れかの条件 が あ る
⑤修復物が動揺す る

⑥ 0 く修復物 ・ 隣在歯間の ス ペー ス � 1 .0 で食物残
査が あ る

健全処置 （ m a 1 1  0 / G 1 )  
修復物が あ り 、 かつ③⑬⑭⑮の 何れ も 無 く 、 かつ
下記の全て の条件 を満足 し て い る
⑯窓縁偶角 が 無 い （部分的エナ メ ル破損 を 除 く ）
⑰修復物に接 し て 白 濁／褐色のエナ メ ル質が ない、

あ っ て も 歯 肉縁か ら 2 mm以上離れて い る
⑱歯面 と ク ラ ウ ンやイ ン レー表面 と の角 度 ＞ 135度
⑲修復物 ・ 隣在歯問 の ス ペー ス ＝ 0 又 は ＞ 1.0mm

要観察鯖蝕 （mal l O/G 2) 
修復物 が な く ． ①～④ が 何れ も 無 く 、

か の 条件 が あ る
⑦ 0 く 窯洞 の 深 さ � l .5mm

⑧ 白 濁又 は褐 色 の エ ナ メ ル 質 が 歯 肉 縁 か ら 2 mm以
内 に あ る

下 記 の 河れ

要観察顧蝕 ( m a 1 1  
修復物 が あ り 、 ①～④が何れ も 無 く ｀ ⑦ 又 は 下 記
の何れかの条件 が あ る

⑨修復物 に接 し て 白 濁又 は褐色の エ ナ メ ル質が 歯 肉
縁か ら 2 mm以 内 に あ る

⑩歯面 と ク ラ ウ ンやイ ン レー表面 と のなす角 度 � 135度
⑪ 0 く 修復物 ・ 隣在歯間 の ス ペー ス � 1 .0mm
⑫ 0 く 形成面 ・ 隣在歯間 の ス ペー ス � 1 .0mm
⑬修復物に接 し た 歯 肉 に 出 血 、 腫脹 、 発 赤 が あ る
⑭修復物が 歯 肉 に かぶ さ っ て い る
⑮ ク ラ ウ ンやイ ン レ ー の マ ー ジ ン に セ メ ン ト が 見

え る

0 ,' G  3 1 
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

| ※エ ン ト リ ー の内容 (X線診査に よ る記録） 心刀＂情報マュアが 匹覇編

「------

o HPI 

7 し主」 ， 
gぃー：責l｛富鱈疇

巧言

ロ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ • -三□＿2― ••T訂｝ロニ

: : ; - - - エ ン ト リ ー コ ー ド

11］［
旦

翌い
ゲ ン診

： ：： 1
5：

王；；：
：：

診断）

| - 2 ； 歯石 - -- --- -
— ： ・ 1 ： ◇3 歯以下の 歯石／付着物 （ tメントlt'卜境⇔骨稜）

l 日□墨デ汀

＿―

|棗忠琴言琴琴| l 適正範囲 （根尖0 . 5 ~ 1 . 5nm) 内 の根充像

： 言益詈玉
| i 8 | ....

, 日 ：
こ ツ 』”,7心～

言����- I WW 

]]邑言言□奮謳注） 顧蝕 X線像の判定 （ 1 つの条件で成立） 8 ［_ 1 ) 歯 ， 2）骨への固定式人工歯／そ の一部

I : :ぢ？ぶ:;ば公裳？：
境 に 達 し な い

， i 
； 1 弓 （ 天然菌根有 ） が叫ば炉

一

|
. ‘ ： 窯洞の深 さ ＞ 1 ． 5 mn

1 1 3 
: ltメル象牙境の象牙買に 放射線透過性があ る 、 4 1 骨 に 挿入又は固定 さ れ た 人工物I ： 歯根への放射線透過像 こ 1 四 I ! ; I 骨 内 の不特定不透過倫
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第 1 0 章 臨 床 （ t a 0 )  

※エ ン ト リ ー の 内容 (X線診査 に よ る記録） 鳩切7情報ユ？ル＇ 愴蔦置編

這診査に よ る 鰯蝕の判定 （同 一面 内 で複数の状態が存在す る 場合 、 数 の 多 い 方 の コ ー ド を 採 る ）

要処置顧蝕 ( m a 1 1 工 O / G 4 ·)

修復物 を 示す不透過性 が な く 、 下 記 の 何れ かの 条

件 が あ る

①窯洞の深 さ ＞ 1 .5 mm 

②エナ メ ル象牙境 の象牙質に放射線透過性が あ る

③歯根への放射線透過 の 深 さ � 1 mm 

要観察鯖蝕 （ m a 1 1  0 / G  2 ) 

修復物 を 示 す 不透過性が な く ． ①～③ が 何 れ も 無

く 下記の何れ かの 条 件 が あ る

⑦隣接面のエナ メ ル質に限局する 放射線透過性が あ る

⑧ 0 mm く 歯根 へ の放射線透過 の深 さ く 1 mm 

要観察鯖蝕 l m a l l  O / G 3 )  

修復物 を 示す不透過性が あ り 、 ①～⑥ が 何れ も 無

く 下記の何れ かの 条 件 が あ る

⑨ 0 mm く 窯縁偶 角 ー修復物間 のX線影 像 � 0.2mm

（修復材料 と し て の セ メ ン ト を 除 く ）

⑩0.2 mm < X 次元に過剰修復 く 0.5mm

（嵩縁偶角 部 ま た は それ よ り 根 尖 部 の 部 分 で ）

⑪ 0 mm く 修復物 と 隣在歯 と の ス ペー ス � 1.0mm

要再処置嗣蝕 （ m a 1 1  0 / G 5 ) 

修 復 物 を 示す不透過性 が あ り 、 ①～③ ま た は 下 記

の 何れかの 条 件 が あ る

④ エ ナ メ ル質 ・ 象牙質 ー 修復物間 に透過性 が あ る

⑤喬縁偶 角 ー 修 復 物 間 のX線影像 ＞ 0.2mm

⑥X次元 に 過 剰 修 復 こ 0.5 m国

（ 窯 縁偶 角 部 ま た は そ れ よ り 根 尖 部 で ）

健全処置 （ m a 1 1  0 / G 1 )  

修復物 を 示す不透過性 が あ り 、 ④ が な く 、 か つ 下

記 の 全 て の 条 件 を 満 足 し て い る

⑬放射線透過 性 の あ る 象 牙 質 が 無 い

⑭窯縁偶角 ー 修復物間 のX線影像 が な い

⑮過剰な修復物のX次 元 の 大 き さ � 0.2mm

（ 窯 縁偶 角 部 ま た は そ れ よ り 根 尖 方 向 で ）

⑯歯面 と ク ラ ウ ンやイ ン レー表面 と のなす角 度 ＞ 1 35度

⑰修復物 と 隣在 歯 と の ス ペ ー ス ＞ 1 .0mm か 、

ス ペ ー ス が 無 い
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

※X線診査後のエ ン ト リ ー の補足修正の方法 心スケァ情報こ立‘d這礎編

視診 ・ 触診お よ びX線診査 と エ ン ト リ ー項 目 と の関 心 を 下 図 に示 し ま す。

エ ン ト リ ー 項 目 と エ ン ト リ ー コ ー ド （ ： 使用 頻度 の 高 い も の ）

SI  
「元―

On ma 
4

 
5 

OHDVLG 
6 I 7 8

 

”,3
 

1 2:1-1 :i 
I- 1̀ ; 

. : --「­
I� 旦2315(i 

視診 ・ 触 診 に 加 え てX 線診 査 を 行 う 場合 、 視診 ．

触 診 の段階で は記録 を確定で き な い こ と が あ り ま す。

そ の 場 合 、 ひ と ま ず 中 間 的判断 を 下 し て 萎い て 、 後

に X 線診断 に よ り 記録 を 確定 し ま す。

そ の 中 間的判断に よ く 用 い る の が ( . ) dotダ ッ 、 （ ： ）

dot dot ダ ッ ダ ッ です 3 こ こ で は 主 に （ ． ： ） の使 い

方 に つ い て 解説 し ま す。

（ ． ： ） は 歯周組織の状態 、 窯洞 の状態、 歯髄の状態 、

縁 下歯牙構造 の 状 態 、 歯 ・ 骨 に 固 定 さ れ る 人工歯の

有 無 等 の 1 歯単位の記録 に用 い ら れ ま す。

①歯周紐蕊の状態 ( m a 1 1  -t ;  

ma | l l | .  : 3456 !l l 触 ，i令
. . ..` • ·” ‘`'·· ‘`^ x 綜 診 在

X 線診査 を 前提 と し た 視 診 ・ 触診 に 於 い て は 、

歯牙動揺度 の み チ ェ ッ ク し て お き ま す。

.-- > 0.5mm動揺度 く 1.5mm

: -- > 1 .5mm 三 動揺度

X線診査 に よ り 骨吸収 （歯根の近心 ま た は遠心で

のセ メ ン ト エナ メ ル境か ら 歯槽骨稜迄の高径CEJ

¢ o AC) を測定 し 、 該 当 す る エ ン ト リ ー コ ー ド

を （ ． ： ） の 上 に 重ね 書 き し ま す。

. -- > 1 , 5 , 6 ,  7 , 8 
: - - > 2 . 9  

た だ し ． X 線診 査 を し な い 予 定 で あれば（．： ）の 代

わ り に ( 1 2 ) を 使 用 し て も か ま い ま せ ん 。

ペ リ オ プ ロ ー プ を 使 用 し て ポ ケ ッ ト の測 定 を 行

う 場合せX 線 診 査 の 場 合 と 同 様 で す。

.-- > 1 ,5,6 

: - - > 9 

ポ ケ ッ ト 測 定 と X 線 診 査 の 双 方 を 行 う 場合 は ．

後 者 を 優 先 し て エ ン ト リ ー し ま す。

査診
A
3

5吸
唖
吸

雙
望
“

… 緯 ． 動揺度． ＼四． ー ・ ・
旱f 訊 5 ［ こ l ． 5

入 1 1 1 2 
5 

4
 

，
 

な お 、 現在 開 発 中 の コ ン ピ ュ ー タ に よ る 電子パス

ポー ト シ ス テ ム で は 、 ペ リ オモ ー ド と い う 新 し い モ ー

ドが追加 さ れ 、 ペ ーパ ー シ ス テ ム に 比 し よ り 詳細な

歯周 情報 を 記載で き る よ う に な る で し ょ う 。
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第 1 0 章 臨 床 （ t a 0 )  

※ X線診査後のエ ン ト リ ー の補足修正の方法 心スヶァ情報マユァ，． 田慕碇編

②修復物が あ る 場合の窯洞 の状態 (mal l 0/G. /mal l 0/G : )  
. -- > 1 ,3,5 

悦，：今 ・ 触診
X 線，；令 ft

視診 ・ 触診の段階で修復物 の 為 に 鯖蝕 の判定 が 困
難な場合（．：）を使用 し ま す。

.-- > 嗣蝕が 見つ か ら な い （修復物 あ り ）
: -- > 要観察 ( II ) 

X線診査で修復物下等の透過像 を調べ、 該 当 す る エ
ン ト リ ー コ ー ド を （ ． ： ） の 上 に 重 ね書 き し ま す。

: -- > 3,5 
X線診査 を し な い 予定 で あれば （ ． ： ） の代わ り に

( 1  3 ) を使用 し ま す。

「五函「―7�面面面i韮 ぉ け る 顧蝕判定 ］

竺隻合 ＇ 健全範囲 f 要観食
． ． ・要処置＿．．こ□j

••ー·••ー·-···—·-•-•-•ー·ー·ー·-•一•ー·_.—·—·-·—•—·-•--·—•ー·ー·-•一•一·ー•一•-•一•ー·ー·ー•一•-•一・ー•一•—•-•ー・ー・ー•一..・ー•一·ー.......●•一...—・ー...●•-•ー...-•一•ー・—.......●•ー....・—•一9●...ー.....一...ー・—···-··・ー·ー·ー·—...ー·ー·

③歯髄の状態 ( m a 1 1 6 . /m a 1 1 6 : ) 

SI 

悦、；今 ・ 触 ，；今
X 線 、；今 在

視診 ・ 触診の段階では（．：）を使用 し て 歯髄への接近
状態のみチ ェ ッ ク し て お き ま す。
X 線診査に よ り 歯髄への接近状態、 露髄 、 充填物
及び骨内小透過 像 を 調べ 、 該 当 す る エ ン ト リ ー コ ー

ド を（．： ）の上 に 重 ね 書 き し ま す。
. --> 1 , 2 , 3 , 4 , 5 , 6 ,  7 , 8 , 9  
: - -> 1 , 3 , 4 , 5 , 6 , 8 , 9  

X線診査 し な い で予定で あれば （ ． ： ） の代 わ り に
(24) を使用 し ま す。

I 視診触診 I

and · 根充剤 が 根 尖 か ら 咬合方向 に 1 .5 mm以 内
の位置 ま で達 し て い る 。

and · 根充剤 が 根 尖 か ら 咬合方向 に0.5 mm以上
の位置ま で 達 して い る 。

2 1 · 歯髄腔 に 不透過像 が な い。
and · 象牙質 内 の 窯 洞 の 深 さ が エ ナ メ ル質 と 歯

髄 と の 二 分 の 一 を越 え て い る ，
3 1 ・ 歯髄腔に 不透過 像 が あ る 。

and · 根 尖 か ら 1 .5 mm以 上の咬合方 向 の歯髄腔
に 透過 像 が あ る （ 根 充 が ア ン ダー ）
or ・ 根 充 剤 が根尖か ら 咬合方向 に0.5 mm 
未 満 迄 達 し て い る ： （根充 が オ ー バ ー ）
or ・ 根充剤が根尖か ら突 き 出 している ( II )

4 1 · 歯髄腔 に 不透過 像 が な い 。
and · 象牙質の透過像が髄腔に及ん で い る

． 裔洞 の深 さ � 2.5 mm 
or ・ 象牙質が粗造でページュ色／褐色、 又 は 軟

化
or ・ エナメ ル質 を 通 してオペーク状の黄色が 見 え

る
: 4 ・ 歯髄 か髄質壁か根管 が 見 え る

I X線診査 I叶 ・ 歯髄腔に 不透過像 が あ る

2
 

5

6

8

9

 

・ 根尖 の透過像 が あ る 。 Z,X < 1 2.Smm 
• 1 and 5 
• 3 and 5 
• 5 and 5 
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

| ※X線診査後のエ ン ト リ ー の補足修正の方法 心ン＂情報マユ刀 ＇ ⑳革璽編

l .  5 ■ 

言口： v：：;]]:I;iにit

］］ 刊9
· · · · · · · · · · · · · · · · · • • · · • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • • •  

④縁下歯牙構造の状態 (mal l 7 ./mal l 7 : )  

.ヽ..:... 

m at I 心i.156 | }X見；： ，；．令 ：；
，；令

視診 ・ 触診 の段階で は（．：）を使用 し て 歯 肉 縁下鯖蝕
の状態を チ ェ ッ ク し て お き ま す。
X 線診査に よ り 歯肉縁下及び骨内 の歯根や病巣 の
状態 を 調 べ 、 該 当 す る エ ン ト リ ー コ ー ド を（． ：）の 上
に重ね 書 き し ま す。
X 線診査 を し な い予定 でれば（． ： ）の代わ り に (14 )
を使用 し ま す。

l視診触診 I
．1 | ． 髄腔壁 の象牙質嗣蝕が辺縁歯肉か ら 1 .5 mm 

以上根 尖方向へ進行 し て い る 。
or • 上記部位 で の象牙質の厚みが2.0 mm未満で

あ る 。
（ い わ ゆ る C4状態 を指す）

: 4 ・ 象牙質 に 穿孔か破折が あ る 。

戸
豆］

． 鯖蝕が縁下1.5 mm以上根尖側へ進行
or ・ 縁下1 .5mmの位置での象牙質厚が 2 mm以下

2 1 • 歯／歯の一部が兄線で見つけられる （埋状）
・ 根壁非薄 く1,5mm （歯根の咬合側三分の一）

or ・ 根壁非薄 く 1 mm （歯根 の 中 央三分の 一）
or • 最長歯根の長 さ く 101111D

4 1 ・ 象牙質に穿孔／破折 が あ る 。

5
 

6
 

or ・ 骨透過像Z ま た はX < I2.Smm （非根 尖）
・ 骨 内 の 歯根部がX軸的に 2 mm以上肥大

or ． 頬舌面 を骨が被覆 ＝ ＞ 難抜歯 を 示唆
・ 骨透過像Z,x� 12.Smm

or ・ 骨透過像 が 多房性で あ る 。
or ． 骨透過 像 が非履患歯に 1 mm未満迄近接

⑤歯 ｀ 骨へ固定 さ れた人工歯／ そ の 一 部

視診 ・ 触診の段階で は （ ． ： ） を 使用 し て歯冠補
綴物 （ ク ラ ウ ン 、 ポ ンテ ィ ッ ク ． イ ン レ ー ） の 有 無 、
及び ク ラ ウ ン 、 ポ ンテ ィ ッ ク が 規格 に適合す る も の
で あ る か否か を判定 し ま す。¥線診査 を し な い予定で
あれば （ ． ： ） の代わ り に (12) を 使用 し ま す。

1 視診触診 I

．： ］ ：： ． ； ： レー

3 

I 
゜r ・

ニ5
／
あ：

ンテ ィ ッ ク ／イ ン レー の外

4 ・ 人工歯根や骨 ク ラ ン プ が 見 え る

I X棒診査 Iー

2
 

( m a 1 1 8 . . /m a l l  8 : ) 
- --

:̀] 卜：，；
i•今

：；
99令

4
5

 

・ 規格 を 満足す る 人 工歯冠
ポ ンテ ィ ッ ク

・ 規格外 の 人 工歯冠
or · 11 ポ ン テ ィ ッ ク

・ 合着や接着の外れた ク ラ ウ ン／ポ ンテ ィ ッ
ク ／イ ン レー

• 1 1  8. の 1 行 目 に 同 じ （天然歯根 を 持つ）
or · 1 1  8. の 2 行 目 に 同 じ
or · 11  8. の 3 行 目 に 同 じ

• 1 1  8: の 1 行 目 ち 同 じ （天然歯根を持つ）
or • 1 1  8: の 2 行 目 に 同 じ

・ 骨に挿入／固定さ れた既製品又は技工物
・ 骨内 の不特定不透過像
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| ※種々 のエ ン ト リ ー の一例 心スケァ情報マユアが匹礎編

ケ ー ス

下顎前突症

ク ロ ス パ イ ト
ア フ ク 性 口 内 炎
フ ィ ス テル

乳歯 15 

乳歯 と 永久磁の浜在 1s I 4 I 22 

オ ー プン パ イ ト ・ 低位歯 13 I 1 
" I 1 2  I 1 

＂
 廷 出 歯

ク ラ ウ デ ィ ン グ

過剰歯 （正中）

矮小歯、 捻転歯

癒合歯
”

 咬粍歯 ー 軽度

一 重度

” 
破折 ー 軽度

一 重度 で霞髄

一 根破折 を 伴 う

智歯の埋伏状態 （1 )

(2) 

根面板

一

苫一

一

囲

一

範腔

＿

ロ

一

の

一

当

一

相

一

リ

顎

＿

ト
16

―

ン

ー

．

ど

[

工

ー

な

—

こ

月

一

叩

呻

n

-

11

ロ

税

一
ー

の

•
リ

顎

膜

＿
卜

下

粘

シ

。

頬

一
工

上

E

に

以
部

-
07

歯

槽

-
ma

3

菌

ー
8-7-

1

2

 

6.
 

5-
ー

土

i

I

G·
 
し一

S

DV
i
 

M"­。-34一
ー

1

m

07

06

03

05

 

a
 

＂
 残根 ( 1 )

(2) 

＂
 

23 I 1 

27 I 3 

22 I 4 

1 1 1 4 

1 2 

32 

31 

31  I I 2 

4 1  

9＄うイド が塗布 さ れた乳歯 1 1 1

35 

35 

34 

35 

規格 を 満足する ク ラ ウ ン 16 

2 次カリエスのあ る ク ラ ウ ン 15 

咬合面に穴の あ る クうりン 25 

歯 肉 側面 に 穴のあ る ク99ン 24 

健 全 な O M D イ ン レ ー 14  

健 全 な 5面のインレー／7ンV- 24 | 
2 次カリエ1のあ る イ ン レ ー 25

| 2 次カリエスのあ る 関 面金冠 26 1 

ク ラ ウ ンの説落麟蝕あ り 1 7  

り99ン脱落 、 J7残存 顧蝕無 13 

II 顧蝕有 I 23 

2 

22 

1 1 1  

1 1 1 1 1  

155 

333433 

444445 

2

2

2

2

 

3
 

使用 頻度 多 い 。
ma l5 と ma55の重 な り 。 ma l5 5 l以外は全 て 永久歯の情報

近心側の 歯や番 号の少 な い方の 歯 に エ ン ト リ ー す る
”

 歯冠の大き さ や色謁の異常、 ま た は 3 0 度以上の捻転

ma32 と 111a3 1 と が癒合。 乳 歯 で は ma32 5 l と し 、 区別無 し

顧蝕が慢性化 し 、 停止 し た 場合

1 1  I I 44 I I 顧蝕が進行 し て い る 場合

1 1 1 I 22 I . 

1 1  I I 44444 I 3 :  

1 1  I I 44444 I 3 : 4  

48 1 2 I I s I 半埋伏状態 で 、 見 え る 。 頬舌 に 歯槽骨 が菌冠 を 被召。

48 I 2 5 2 I 完全埋伏 で 、 見 え な い

2 次 カ リ エ ス が認め ら れ な い

2 次 カ リ エ ス が認め ら れ る

＝＞保存可能の可能性 を示唆。 X 線 で 確認後、 エントリ ー修正

＝＞保存不能の可能性 を示唆 ＂ 
健全 な ク ラ ウ ン で は0/Gの エ ン ト リ ー は不要であ る が、

破損や 2 次カリエスの あ る ク ラ ウ ン で は 全 て の面 に 入 力 す る

．
 

．

．

 

1

5

15

3

335
 

11

333

3
 

11

53

13

 イ ン レ ー ア ン レ ー は充填 さ れ た 全 て の 面 を 入力す る

． ， ィ ン レ ー に は 四11 8 ： が無い。
マ ー ジ ンの 2 次顧蝕は 四 1 1 0/G 5 

: I 唇面に は歯科材料が無い と み て い る

3 

3 3 
5 | 3 3 
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※Examination Exercise Model Simulated Defects 

Too t h  No . 

18 
17 

0 3  16 
15 
14 

13 
12 

0 4 11  
21  
22 
23 

24 
25 

0 5  26 
27 
28 

38 

37 
0 6  36 

35 
34 

33 
32 

0 7 31 
41 
42 
43 

44 
45 

0 8  46 
47 
48 

Exa m i na t io n  Exerc i s e  Mo d e l  

S imu l a t ed De fe c t s  

X - R a y  所 見

欠損
か な り の歯冠蒻壊が 見 ら れ 髄腔 内 に ま で及 ん だ 麟触が あ る 。
わ ずか に 露髄 の 可 能性が あ り 根尖部X線透過像 は 見 ら れ な い

わ ず か に 露髄 の 可 能性あ り 、 根尖部X線透過像 は 見 ら れ な い
根尖部に 異 常 は な い が 根管充填 が 不完全 と 思わ れ る 。

根 尖部 X線透過 像が 見 ら れ る 。
根管 充填及 び 冠 共 に 問題 は 認め ら れ な い 。
充 填物 下に X線透過 像が み ら れ わ ず か に 露髄 の 可 能 性が あ る

欠損

水 平埋伏歯 ー 要抜歯
近心 に 著明 な骨 吸 収が 見 ら れ る 。
歯 冠 顔壊が は なは だ し く 根尖部に X線透過像が 見 ら れ る 。
遠 心に 骨 吸 収あ り 。
近遠心面に 麟触が 見 ら れ る 。

遠 心面 の エナ メ ル麟触 (OBS) が 認め ら れ る 。
近遠心に 骨 吸 収 あ り 。“ 
“ 
“ 
II 冠 の通合 不良 根尖部異常な し． 根管充填 に 問題を 認 め ず．

近遠心 に 骨 吸収あ り 。
遠 心 に 軽度 の骨吸収あ り 。 生活歯

近心 に 軽度の骨吸 収 あ り 。 生活歯
水 平 埋伏歯 ー 要抜歯
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備 考

歯 肉 に 軽度の 炎症 あ り

冷気 に 対 す る 反応 あ り“ 
冷気に 対 す る 反応あ り

冷気に 対す る 反応 あ り

歯 肉に 軽度の炎症あ り

冷気に 対 す る 反応 あ り
歯肉縁上 の 歯 石 が 認め
ら れ る 。 “ 

“ 
“ 

歯 肉 に 軽 度 の 炎症 あ り

歯 肉に 炎症

8 2 1 0 0 8  H P I 
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※Signs/co璽plaints for passport entries 

l .  S i g ns / comp l a i nts f o r  p as s po r t  e n t r i es 8703 1 7 

ma ta I .  Signs/C.On1pl i,.i.J1ts/Reqeusts for Fntr ies  in Pape r (taOO) 

00 on RECORDER ' S  COMPLAI NT 
置a

2 0 1  Chewi ng d l ff l cu l ly w i th no pa i n  or no l i m i ted 口OU しh open i ng 

1 S I GNS りII I CI I I ND I CATE POSS I BLE NEEU FOil SELF-CARE 

l 0 1  Acere t. I on o n  leelh/so f l  l l ssue [Exc l ude ca l cu l us ]  

2 0 1  B l  l a tera l d i sco l ora l l on on V surface 

3 01 00. 1 . 2 . 0 1  (B i  l a lera l d \ sco l ora l \ on on Y surface )  
02  G rooved or  p i lled V sur face [ Exc l ude 1 1 . 0/G . cond i l i ons ] 

4 0 1  0 0 .  l .  l . -0 1  (/lccre l l on on tee th/soft t i ssue [Exc l ud e  ca l c u l us ] ) 
02 00 . 1 .  2 . 0 1  ( B i  l a  Le ra I d l sc o l ora l i on on V surface)  ． ．  

5 0 1  00. 1 .  1 . 0 1 (Accret i on o n  lec lh/sofl  t i ssue [Exc l ud e  ca l c u l us ] )  
02 00 . l . 2 . 0 1  (UI l a lera l d l sco l ora l l on on Y sur face ) 
03 OO. l . 3 . 02 (Grooved or p i l led Y surface [Exc l u de 1 1 . 0/G . cond i l i ons ] ) 

2 S I GHS WII I CI I I ND I CATE POSS I BLE HEED ran SURFACE-CAR E 

1 0 1  6xp l orer l i p moved l n  <l l r ec l l on of  loolh su rface  lo  r es lo ra l i ve 員aler l a l
gauges 0 . 5  m m  o r  more o f  excess resしora l i v e ma しe r i a l a l  lhe cavo-surface 
marg i n  

2 01  Too lh co l ored 田aler l a l or res i n  on  11003/05/06/08 mo3 l  

， S I GHS りII I CI I I H() I  CATE POSS I llLE HEED FOil la8 Oil la9 

1 01 No or one or two 饂a� o r  5 or 6 I n  O contac t 
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※Signs/complaints for passport entries 

0 1  3 OfiTIIO[)ONT 1 C Al'PL I AHC応 AHO LOCAT I ON OF AH'「Ell l OR PO I NT . . 

1 0 1 Removab l e  wh i ch comp I l es w l  th l l s ted spec l f l ca l l ons 
2 0 1  F i xed “ ＂ ＂ " ” 
3 0 1  Removab l e  wh i ch does uo l comp l y  w i th l l s led s pecs . 
4 0 1  F i xed ＂ ＂ " ＂ . " ＂ ●9 

5 10 A perpend i cu l ar lo the l i ne between lhe l n rer l o r  po i n t  o r  lhc eye orb i t  
and th e  super I or po i  n l  of lhe ea r lragus lha l passes 
lhrough llie an ter i or po i n l  o f  maO l  I s  anter i or lo しhe a l a  

20 A perpend i cu l a r  to lhe l i ne tha l passes through the an ter i o r po l n l  o f  
maO l  I s  pos ler i o r  lo しl IC a l a  

， IJENTUIIES 

1 0 1  トle la l o r  me la l - res l n wh i c h  comp i l es w i lh l i s ted s pec i f i ca t i ons 
2 O l  Res i n  wh i ch  comp l i es w i  lh I I s led specs . 
3 0 1 Hela l o r  mc la l - res i n wh i c h  docs nol  comp l y  w i  lh I I s led specs .  ｀ 
4 0 1  Iles i n  wh i ch docs no l comp l y  w l  l h  I I s led specs . 

02 Oil IIECOIIDEE ' S  COMPLA I NTS 
"a 

2 0 1  C l i ck i ng or  s l i pp i n g sensa l l on I n  f ronl  o r  ear 
3 01 P a i n 011 open i ng and c l os i ng 
5 10 S l eep/work-d l s lurb i ng  pa i n at the s i de of face or ear 

20 Can n o l  open lhe mou lh 15  mm  or more 

3 OR T I I O D U N T I C Al l P L I AN C ES A N D L O C AT I O N OF A NT E n l o n PO l H T 

l 0 1  0 1 . 3 . 1 .  ( Removab l e wh i ch comp l i es w l lh ! I s led spec l f l ca ll ons) 
2 0 1  0 1 . 3 . 2 .  ( F i xed ＂ 9 9 ＂ ＂ " 

） 
3 0 1  0 1 . 3 . 3 . ( llemova b l e wh i ch does not  comp l y  w l しh 1 1  略ed specs . ) 
4 0 1  0 1 . 3 . 4 .  ( F i xed " " " " " • " ) 
5 0 1  Anter i o r  po i n t  o f  ma07 tee th l s  pos ter i or to I l ne between D p ts .  

o f  ma 1 3  & 23 

， OENTUIIES 

1 0 1  O l .  9 .  1 ． （ 卜lc la l o r  mela l -rcs l n  wh i ch comp l i es w i th 1 1 s.led spcc l f l c a l i ons ) 
2 0 1  0 1 . 9 . 2 . ( l les i n  wh i c h  con,p l l es w l lh l l s led speos . )  
3 . 0 1  0 1 . 9 . 3 .  {Hc la l o r  11c la l -res l n  wh i ch docs no l coa1p l y  w i th l i s ted specs . ) 
4 0 1  0 1 . 9 . � .  (Res i n wh i c h  docs nol  comp l y w l lh l l s lctl specs . ) 
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※Signs/complaints for passport entries 

03 1 011 
IIa 

RECORDER ' S  COHPLAI 訂S AND IIEQU応TS

01
10
20
30
10
20
01
 

1
2

3

4

 

ta3 requested 
la57 reques ted for cosme t i c  reasons 
la8 " " " " 

ta9 '' " " " 
la8 re l a ted pa i n  
la9 " " 

ta7 reques ted for one or mo re lee lh 

G I NG I VA 

10
20
30
40
10
20
 

1

2

 

Space v i s i b l e  between g i ng l va and too lh " " " V and L t l ps of pap l l l a e 
G l ng l va l  swe l l i ng 
I mpac led food (Exe l ude I l .  0/G . 5 .  62) 
G i ng !  va b l eeds by b l eed I n g tesl  
I s  sore o r  pa l nfu l pressed by  recordee ' s  f i nger  o r  dev i ce 

2
 

CALCULUS 

10
21
22
23
31
32
11
12
13
21
22
31
32
41
42
 

1

2

 

3
 

mo09 on 3 lee lh o r  fewer 
111009 on more Utan  3 leelh 
11100946 
N o  1

1

. 4 . 4  
mo09 on more lhan 3 lee lh 
1100947/4647 
mo09 on more lhan 3 lee lh 
mo0946 

1

1 . 4 . 4 (1100946 l s  22 mo re lhan 6 111m f rom 1110456 1 ) 
mo09 on more llian 3 lee lh 
110094748/464748 
D1009 on IIore thaI1 3 tce ul 
mo09474M9/46474849 
mo09 on more lhal• 3 しce u,
1100947 49/ 4647 49 

ALVEOLAR D HIENS I o�s Oil l'OS IT I ON 

1 'I ·Ol l mo338 1 (6 l ) o 「 3 or 111ore leclh I n  111aU'G/U7/U8 Y3 1 mm o r  mo re r ro m  maO I 
mo3381 (6 1 ) (c ross b i しe)

7
 

SUI-T T I SSUE GAPS AHU ALVEULAII AIIEA UEV I AT I UNS [ EXCLUUE G I HG I  V II )  

1 1 U l l T i ssue gap/s 
02 1 Ucepesl po i nt v i s i b l e  
03 1 W i d th o r  d l a霞eter -- 81m or l ess 
O� I Less than __ days (wccks) dura t i on (repor Lcd  by rccordcc) 
lU I Wh l le . g ray or yc l  l ow su r face 
2U I liai sed border 
3U I lied or b l ue border 

2 1  01  I • T i ssue gop/s 
02 1  Deepes t po i nt nol v i s i b l e  

3 1 U l l T i ssue excess o r  l u町＞／s
02 1 So r l  

4 1  U l  I T i ssue excess o r  l u 園t>/s
02 1 ltard 

5 1  01 1 Edenlu l ous resorpl l  on ＿＿鼠11 or more I n  Z o r  __ 11日 or 塁ore I n  Y 
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※Signs/complaints for passport entries 

1 1 Oil 
IIa 

1 0 1  

2 0 1  

3 10 
20 

4 0 1  

5 0 1  

3 

1 10 
20 

レ 2 01 

3 0 1  
02 

4 0 1  

4 

0 1  
( 1  

： 0 1  
(2 

3 01  
21 
22 
3 1  
32 

4 10 
21 
22 
3 1  
32 

5 0 1  
02 

6 o i  
02 

9 0 1  
10 
20 

itEcunりEE ' S COHPLAI HTS 

Appearance 

Scns l l l  v l ly de lec led on l y dur i ng ex posu re lo s l l mu l  us 
[Exe l u<le pressure s li mu I us ] 

Pa i n  i nduced by hea l or co l d  wh i ch con l i n ucs a f ler  remova l of s l l mu l us 
Pa i n  i nduced by pressure <lur i ng a pp l i cu l l on 

Severe pro l onged pa i n  l oc a しed by con lac l or p ressure or Lap  o f  recordee ' s 
f l  nger o r  dev l ce 

Sponlaneous pa i n  d l s lurb l ng s l eep/work 

X , Z , ZX & ZY  TUOTI I  POS I T I ON ADNUIIHAL I T I ES 

No O con lac l i n  pos Ler l ors 
V surface of ma07 too th does no l over l a p  w l  lh L surface of  ma04 too th 

Too lh l s  30 degrees or more f rom  maO l  ZY or ZX 

ma0608 mo356 182 I s  Z l 1 .  0 mm or more from ma0305 mo368 1  
ma0608 mo85 l s  X 6  2 . 0  m m  or l ess from mo0305 mo86 

Hore than 1 . 5  lee lh a re I n  one a l veo l ar  sul,<l I v i s i on 

TOOTH HOB I LりY & LOSS OF PER I ODOHT AL L I  GAflEHT /BONE 

Too th 111ob l 1 1  ty between O. 5 111111 and I .  5 mm 

Too lh 訊ob 1 1 1  ly n1ore Ll ian l . 5 mm 

mo4 56 1 I s  Z2 3 m111 or  I ess f ro m  mo0362 
11047 v i s i b l e 

* *  ( . --> 1 or 5 , 6 , 7 , 8 ) 

u ( :  --> 2 or 9) 

mo4 662 is Z2 �-6 mm f rom  mo456 1 (mo33�56 1 85 7 )  by probe 
閏047 Is nol  v l s l b l c  
11104662 I s  22 more lhan  8 mat f rom 日0456 1 by probe 

mo456 1 Is 22 11orc lhan 3 m日 from 11100362 
mo47 v i s i b l e  
11104662 I s  Z2 11ore limn 6 日m f ro m 1110456 1 b y  probe 
mo47 ls nol  v i s i b l e  
1104662 I s  22 more than 8 mm f rom  mo456 1 b y  probe 

1 1 . 4  . .  
l l .  4 .  3 

1 1 . �  . .  
l l .  4 .  4 

1 1 . 4 . : 
l 1 . � . 3  
1 1 . 4 . 4  
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※Signs/complaints for passport entries 

1 1凸
03 
04 

05 
06 
07 

08 
09 

2 1  01  
02 
03 
04 
10 
20 

;l 01 
( 02 

03 
04 
10  
20 

30 
40 

‘' 50 

60 
70 
80 

4 1  0 1  
1 0  
20 
30 
4U 

5 1 0 1  
lo 
20 
30 
40 
50 
6 1  

62 

CAV I T I ES AND DENTAL MATEIし I AL (OHUYLG I n  lhe down row of lhe passport )  

Den ta l ma ter i a l  ** ( . - >  1 or 3 , 5) 
No loo lh cavo-surface a ng l e  [ Exc l ude ename l ch i pp i ng] 
No opaque y e l l ow co l o r  seen through ename l 
Cha l ky _ wh l t.e or b rown ename l adjacent  lo denしa l ma ler l a l I s  absen t or  
• more than 2 . 0 mm  from  g l ng l va • 
Ang l e  �elween too th and c rown or I n l a y surfa�e I s  111ore than 1 35 deg rees 
No or 11ore than 1 111111 d i mens i on between den ta l ma ter i a l  & adj acen t too th 
No 1 1 . 0/G . 3 . 60 (No B l eed l ng or swe l l i ng or redness of g l nr. i va a dj acen t to 

den la l  ma ter i a l ) 
Ho 1 1 . 0/G . 3 . 70 (No denla l maler l a l  over l ays g l n g l va l  t i ssue) 
Ho 1 1 . 0/G . 3 . 80 (Cemen t  al c rown or  I n l ay ma rg i n  I s  no l v i s i b l e) 

No 1 1 . 0/G . 1 . 0 l  (Ho Vcn la l mater i a l )  
No 1 1 .  0/G . 4 .  20 (No loo lh cav I ly mo re than 1 .  5 mm deep) 
Ho 1 1 .  0/G . 4 .  30 (No opaque yel I ow co I or seen through ename I )  
No 1 1 .  0/G . 4 .  4 0  (No rough- lex lured clen L I  n )  
Too lh cav l ly deplh Is  1 . 5  mm or l ess  
Cha l ky wh i le or b rown ename l ls  l oca led 2 . 0  mm or l ess from g i n g l va 

1 1 . 0/ . 1 . 0 1  (Den ta l  ma le r l a l ) :1::1: ( :  --> 3 or  5)  
No l l . O/G . 4 . 40 {No rough- lex lured de1 1 し I n )
No l l . O/G . 4 . 1 0  (No  cha l .ky wh l  le  or  brown ename l  al  U-E  June l i on )  
N o  l l . O/G . 4 . 30 ( N o  opaque y e ( l ow co l o r seen through ename l )  
Too lh c av i ty depth I s  _ l _. 5 mm or l ess 
Cha l ky wh i le or b rown · ci ia mc l adJacen l Lo denla l ma ler l a l  i s  l oca led 

2 . 0 mm or  l ess from g i ng l va 
Ang l e  belween loo lh and c rown or I n l a y su rface  i s  1 35 deg rees o r  l ess 
D l �ens l on belween d e1i la l ma le r l a l  a nd adj acen l loolh I s  1 . 0  11m or l ess 

bu l grea ler than O mm  " cu l surface  
＂ ． 

· ヽ

B l eed i ng or swe l l i ng or  red ness o f  g i ng l va adjacenし lo dent.a l 111alcr l a l  
De1ila l ata ler i a l  ove r l ays g i ng i va l  t i ssue 
Cemen t. al c rown or I n l a y ma rg i n  I s  v i s i b l e  

No 1 1 . 0/G . 1 . 0 1  (No dcu la l maler l a l ) 
Cha l ky wh i le o r  b rown ename l a l  Oen lo-Ena me l June l i on 
"foo lh cav i ly deplh I s  mor e ll,an 1 . 5  mm 
Opaque ye l l ow c o l or  seen しh rough ename l 
llough- lex lured d_enし i n

1 1 . 0/G . 1 . 0 1 (Uc 1\ La l  ma lcr l a l )  
l l . O/G . 4 . 10 ( Cha l ky wh i le o r  brown ename l a l  Dcn to-Enamcl  Junc t i on) 
1 1 . 0/G . 4 . 20 (l'oo lh ca v i ly d cp lh l s  more than 1 . 5  11111) 
1 1 . 0/G . 4 . 30 (Opaque ycl l ow co l o r see1ヽ しhrou gh ename l )  
l l . O/G . 4 . 40 ( Rough- lex lu rcd d en ti n )  
Den la l ma ler i a l  l s  d l sp l acab l e  
l l . O/G . 3 . 40 (U l 111cns l on l,c lwcen den la l 111a ler l a l  and adj acenl loo lh l s  1 . 0  

atm o r  l ess liul  g rca lcr lha n 0) 
llelen l l  on o r  food 
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※Signs/complaints for passport entries 

1 1 1 5 

11
12
21
22

10
加

01

1

2

3
 

S I ZE , SI IAPE COLOII ANll /\USENCE OF CR叩NS OF TEET II 

ma l l/ 12/13/21/22/23/3 1/32/33/4 1/42/43 mo33 Z I s  7 . 0 11111 or l ess 
mo3347 Is v i s i b l e  
ma 1 4/ 15/24/25/34/35/4 4/45 ato33535556 
111a 1 4/ 15/24/25/34/35/44/45 11103 1  X i s __ m日 or l ess  

Crown s i ze/co l o r  va r l a l l on [Exc l ude 1 1 . 5 . 1 ]  
Too lh rola led more lhan 3 0  degrees o n  X Y  

Absence o r  <len l i n  or  co l o r  lha l  I n<l l ca Les abseI ICC o r  dell l l ll a l  
01033486136 

4 1  0 1  
02 
03 
04 

H o r · D  den t i n cav l ly ex tends ap i c a l  lo g i ng l va l  marg i n al l i ne ang l es 
T he ca v  i ly I s  more lhan 1 .  5 11111 deep or  ear l  ous 
T he c av i ty ex lands I u lo V o r  L sur f acc/s 

0 surface o r  wl lh I 11 3 aim o f  O s urface f roin V or 
L sur face 

5 1  0 1 1 Ho free g i ug l va w l lh loolh subs lance 

眉
： | 0 1  

( 4 

］［。
20 

: I 10 
(4 

且
： 10 

(2 20 

3 10  
20 

� 01 

PULP l ) Tl lllEATS , 2) 0PEN I NGS , 3 ) F I LL I NGS & S�IALL RAD I OLUCENC I ES I N  BONE 

Too lh cav i ly clcplh l s  2 . 5 mm or more 
Den l i n ls rough-lcx lu red and be l ge , brown , or sof t  
Opaque ye l l ow co l or seen th rough ename l * *  ( .  --> 2 or 1 . 3 , 4 , 5 , 6 , 8 , 9 ) 

Pu l p  o r  pu l p  chamber wa l l  o r  root.  cana l i s  v l s l b l e . 
** ( : --> 4 or 1 .  3 ,  5 , 6 ,  8 ,  9 ) 

0 1 卜IENS I OH AND DEFECTS or, SUBG I HG I V  AL TOOTII STRUCTURE AND LARGE 
II AD I ULUCENC I ES I N  UUNE 

Dcn l l n ca r i es on pu l pa l  wa l I l s  1 . 5 日m or more ap i ca l  to norma l l ev e l  of 
a p i ca l  po i n l  of g l ng l  va l marg i n  
Den li n lh l ckuess ap i ca l  lo lha l  l eve l  I s  l ess lhan 2 11m 

** ( . --> 1 or 5 , 6 ) 

D cn l l n I s  pcrfora lccl or  frac tured u ( :  --> ,t or 5 . 6 ) 

HI; o . ILAll . P lIUりUCED TEETI I  Oil TUOTII SECT I OHS F I  XEり TO 1 ) TUOTII , 2) UUNE 

Arl l f l c l a l  crown wh i c h  comp i l es w i th l i s ted s pec i f i ca t i ons 
POII t l c 
I n l ay ** ( . --> 1 or 4 )  

Arl l f l c l a l  crown wh i ch docs not  comp l y  wi llヽ I l s �ed s1,!:cs .  ＂ ＂ 
Pon t i c  

** ( :  --> 2 or 4 )  

1 1 . 8 . l or  1 1 . 8 . 2  w l しh broken sea l or  bond 
S i gns o f l oss of  l l . S : 1 · or 1 1 . 8 . 2  

A � t l f l c l a l  root o r  bo.11� c l amp I s  v i s i b l e  I n  the mou th 
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※Signs/complaints for passport entries 

na ta 1 .  I S i gns/Comp l a l r;Ls for E1 1 l r l es I n  Paper { la04 )  

on RECOIi()EE ' S  CO卜!PLA I NT
na 

l S I GNS WI I I CI I  I N U I CATE PUSS I OLli NじEU FUii SELF-CAIIE 

2 S I GHS WI I I CI I  I N D I CATE PUSS I ULE HEED r-on SUII FACE-CAII E 

， S I GNS WII I CI I  I ND I CATE PUSS I ULE  NEED FOil la8 Oil la9 

0 1  3 OllTI IOUONT I C  APPL I ANCES ANIJ LOCAT I ON OF ANTEil i O il PO I NT 

， DENTUIIES 

02 011 IIECORUEE ' S  CU卜IPLA I HTS 
na 

3 UllTIIOIJONT I C /\PPL I /\NCES /\HIJ LUC/\T I ON OF /\HTEII I Oil PO I NT 

， DENTUnEs 

03 011 llECOllDEE ' S  CUHPLAI N'「S AN() REQUESTS 
na 

l G I NG I VA  

2 CALCUしUS

1 IO 日009 on 3 Lee Lh or  I ess 
2 1  mo09 on mo1·e lhan 3 lee lh 
22 11100946 
23 No 1 1 . 4 . 4 

2 0 1  moU9 011 more lhau 3 lee lit 
02 mo0946  
03 1 1 .  4 .  4 

3 ALVEOしAll D HIENS I UNS Ull l'US t T I  UN 

7 SUFT T l  SSUE G/\PS /\NIJ /\LVEUL/\11 /\IIE/\ IJEV I /\T I UHS [EXCLUIJE G I  HG I V/\] 

- 1 1 2 -
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※Signs/complaints for passport entries 

1 1  on IIECOIIOEE ' S  COMPLAI 訂s
Illa 

3 x , z . zx & zy TOOTH rus t T I UN AbNOII血IAL I T I ES

4 TOUTII mu I L  I TY & LOSS UI; PEIi i OOOHT AL L I  GAHENT/UUNE 

3 U l  1110UG8 l  l s  Z2  be tween 3 .  5 a n d  5 .  5 u,m f rom a10033582/033682 

4 0 1  1!10068 1 I s  Z2  111ore しha l l 5 . 5 11員 f rom mo033582/033682 

5 0 1  l l .  4 . . 
U2 l l .  4 .  3 

6 O l  l l .  4 . . 
02 l l .  4 .  4 

7 0 1  Uone cres l  ra d I o l  uce 1 1cy 
u2 l l .  4 .  5 

8 0 1  恥ne cresl  rad l o l ucency 
02 l l . 4 .  6 

9 0 1  I I . � . : 
J O  l l .  4 .  3 
2U l l .  4 .  4 
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※Signs/co璽plaints for passport entries 

1 1  0/G CAVI T I 応 ANO DENTAL MATlill l AL (OMUVLG I n  lhe dowtt row of the passport)  

1 • 01  Den ta I Illa ter l a•I rad l oopac l ty 
02 No den t. I n rad l o l ucency 
03 No 1 1 . 0/G . 5 . 20 

(No rad i o l ucency be tween ename l -den t i n and denta l  ma ler l a l }  
04 No rad i ograph i c  d i mens i on between loo th cavo-surface  ang l e  and  denta l 

ma le r l a l  ( exc l ude cemenl  as den しa l 11aler l a l ]  
05 Hax l mum X d i mens i on of excess ma ter i a l  I s  0 . 2 属111 or l ess a t  or ap i c a l  lo 

loo lh cavo-surface ang l e  
06 Ang l e  be lween loo lh and rcs lh l l on su rfaces on H or D 

l s  111ore t.han 1 35 degrees 
07 No or more lhan l mm d i mens i on be tween den ta l  ma ter i a l  and adjacent too th 

2 0 1  Ho 1 1 . U/G . l . U l 
02 No 1 1 .  0/G . � .  20 
10 mo032 135/032136 
20 Rad l o l ucency deplh l n lo .  roo l  l s  l ess lhan 1 mm 

3 01  1 1 . 0/G . 1 . 0 1 
02 1 1 . 0/G . 1 . 02 
03 No l l . O/G . 5 . 20 
10 Rad i ograph i c d i mens i on bc lwcen loo lh cavo-su rface ang l e  and dcnla l 

ma te r i a l  l s  0 . 2 11m or  l ess [ Exc l ude cemen t as denta l mater i a l ]  
20 Hax l mum X d i mens i on o f  excess maler l a l  I s  belween 0 . 2~0 . 5 璽m a t  or 

ap i ca l  to tooth cavo-surface ang l e  
30 Ang l e  belwecn loo lh a nd res �·a l l on sur f aces on H or D 

l s 135 degrees or  l ess 
40 Dtmens l on belwecn den la J ata ler l a l  and adJ acen l loo lh l s  1 mm or l ess 

bu l grea ler than 0 
ベ

4 0 1  No 1 1 . 0/G . 1 . 0 1  
10 Too lh cav l ly deplh I s  more lhan 1 . 5  BIBI 
20 Denl l n rad l o l ucency a l  IJEJ 
30 Rad l o l ucency deplh l n lo roo l I s  1 . 0  1111 or  more 

5 01 1 1 . 0/G . 1 . 0 1 
10 1 1 . 0/G . 1 . 0 1  
20 Rad i o l ucency be lween ename l -d en l i n and den la l  m ater i a l  
30 Rad i ograph i c d i mens i on be しween loo lh c avo-surface ang l e and denta l 

四 ler l a l I s 口ore Llia n O .  2 m111 
40 Hax l mu置 X d l meIIs l oII O 「 excess 璽alcr l a l l s  more than O .  5 m員 a l or ap i c a l  

lo loo U, cavo-sur face ma rg i n  
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※Signs/complaints for passport entries 

1 1  5 

6 

1 0 1  
02 
03 

2 0 1  
02 

3 0 1  
10  
20 
30 

4 0 1  
02 

5 0 1  

6 0 1  

8 0 1  

9 0 1  

7 

2 0 1  

3 1 0  

20 

30 

4 . 10 
20 

5 lU 

20 

6 10 
20 
30 

8 

1 10 
20 
30 

2 10 
20 

4 0 1  

5 0 1  

• S I ZE , SIIAPE COLOR AND ABSENCE O F  CR叩NS Ol1 TEETH  

PULP l )TIIIIEATS-, 2) 0PEN I NGS ,  3) F I LL I HGS & SHALL RAD I OLUCEHC I ES I N  DONE 

Rad l oopac l ly I n  pu l p  space 
No 1 1 . 6 . 3 . 10  
No 1 1 . 6 . 3 . 20 

No 1 1 . 6 . 1 . 0 1  
Den l i n  ca v i ty dep th exceeds 1/2 the d i s tance be tween ena11e l  and p u l p 

1 1 . 6 . 1 . 0 1 
国005 rad l o l ucency l s  mo re lhan 1 . 5  mm Z l  from 11o0482 
taG ma ler i  a I I s  I ess lhan 0 .  5 mm Z l  f rom 1100482 
la6 maler l a l  l s  Z2 fro日 mo0�82

No 1 1 . 6 .  1 . 0 1  
Den t i n rad i o l ucency e x tends lo lhe pu l p  

Pcr i a p i ca l  rad i o l ucency , Z  o r  X I s  l ess lhan 1 2 . 5 11111 

1 1 . 6 . 1 and 1 1 . 6 . 5  

1 1 . 6 . 3  and 1 1 . 6 . 5  

1 1 . 6 . 4  and 1 1 . 6 . 5  

D I H EHSI OH /\HD DEFECTS OF SUUG I NG I V/\L TOOTII STRUCTURE AND L/\RGE 
R AD I OLUCENC I ES I N  DONE 

Too lh or a pa r t  of loolh  ls found by X-ray ヽ

Dcn l l n be lween  pu l p  ond g l ng l va or bone l s  l ess than 1 . 5  mm 
I II li te occ l usa I 1/3 o f  li te roo l 

[)en l l n be lween  pu l p  a nd g l n g l va or bone l s  l ess than 1 . 0  ai日

I n  lhe m i dd l e 1/3  o f  the roo t 
The l englh  of lhe l on ges l roo l  I s  l ess lhan 1 0  111m 

DeII し 1 n I s  p e r fo ra ted or f ractured 
Bone rad l o l uccncy , z  or X I s  l ess lhan 1 2 . 5 mm (Exc l udc l l . 6 . 5 ) 

An X d i mens i on o r  nny por l l on o r  a rool I n  a l veo l er bone l s  2mm o r  
mo re lha n l h c  roo l r,or l l on occ l usa l lo I l 

A Unched bone l s  beyond mo8 3/M 

(Jone ra d i o l ucency , z  or X l s  1 2 . 5 m11 or more 
＂ ． I s  g l ob u l n r ( 霞u l l l l ocu l ar )． ●● l s  l ess Lhan 1 11園 f rom una ffec lcd loo lh 

HFD . ILAU . P IIUUUCEI> rnm, UII TOUTII SECT I UHS F I XliU TO l )TUUTII , 2) UUHE 

1 1 . s . . .  10 w t しh a na lura l roo l 
• 1 1 . 8 . . .  20 

l l .  8 . . . 30 

1 1 . 8 . : . 10 w l lh a na lu ro l  rool 
1 1 . 8 . : . 20 

恥ne l nse r led or  a � Lached l l . 8 .  

R a d  I oopac I L y  I n  bone 411�1•ec I f I e d  

- 1 15  -
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I ※X·ray FK, Bり (ta05 ,ta06)

t a O 5 

必 要 性
予 防 の 必 要 性 か ら 、
る 。
p e r i a p i c a l に 比 較 し 、

異 常 の 早 期 発 見 と 進 行 状 態 に お い て 、 8 0 ~ 9 0 % の 情 報 が 得 ら れ

1 枚 で 多 く の 情 報 が 得 ら れ、 被 爆 量 も 少 な い 。

情 報
x 次 元 m a 3 m o 3 6  ( 4 8 5 6 )  
Z 次 元 歯 牙 の 歯 冠 方 向 I / 3 
2 枚 で 上 記 範 囲 を カ ハ ー す る

~ m a 8 m o 3 5 ( 4 8 5 5 )  

P r o c e d u r e 
1 . 電 源 O N
2 .  t i m e r  s e t ( 6 0 k vp : 0 .  7 ~ 1 . O s e c ) 
3 . 頭 部 固 定 m a O 1 m o 5 0 が h o r i z o n t a l
4 .  t u b e s e t 

角 度 X Y  m a 0 l m o 5 0 に 対 し ＋ l O 0 

X Y  m a 4 m o 3 3 5 5 6 6 8 1 ~ m a 7 m o 3 3 5 6 6 6 8 1 ま で
に 対 し て 垂 直

Z m a 0 l m o 5 0 に 一 致
X m a 6 m o 3 3 5 5 6 6 8 1 に 一 致
※ 口 腔 外 で は t u b e A l i n e と m a 3 m o 3 4 5 5 6 6 を 一 致 さ せ る

眼 角 、 口 角 線 の 交 点 の 1 0 m m 前 方

p 1 a n e に 平 行

位 置

5 .  F i l m  s e t  
m a  O 2 に セ ッ ト 。 m a 0 2 m o 5 0 と f i 1 m 
さ せ る 。 ゆ っ く り 閉 口 、 指 を ロ ー ル ア ウ ト さ せ る 。
原 則 と し て 左 を 先 に 撮 る 。
F i 1 m s e t 後、 「 指 を 惑 じ る ま で 口 を 閉 じ て 下 さ い 。
ル ア ウ ト さ せ な が ら 「 ぐ っ と 咬 ん で 下 さ い 。 」
F 1 再 調 整
s w i t C h 
s w i t C h 

c e n t e r 

．
．
．

 

6
7
8
 

1 i n e を 一 致

」 次 に 頬 側 へ 指 を ロ ー

o n 、 o p r a t o r 避 難
0 f f 

1 16 
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| ※X-ray Fll , Bり (ta05, ta06)

t a O 6 
定 義

B W 2 枚 十 P A 1 4 枚 を 原 則
必 要 性

B W に は D i v II 、 Ill の o 方 向 1 / 3 の 情 報 し か 得 ら れ な い。 P A で は 各 部 位 毎 の 歯 冠、
菌根 及 び 歯 根 端 周 囲 ま で を 包 括 し た 歯 牙 全 体 及 び 歯 根 膜 等 の 支 持 組 織、 特 に 歯 根 部 範 囲
の 状 態 を 知 る こ と が で き る

P r o c e d u r e 
B W に 準 ず る

D A の 受 け 渡 し が 重 要

F i l m 保 持

F 3 D F 5 8 

e e の 指
F i l m 
順 序

S I Z E 

h o 1 d e r 容 易 で あ る

( k o d a k 社 ）

( S n a p - a - r a y )  

3 4 X 4 1 

B i t e - W i n g  X - r a y P r i m a r y I n f o r m a t i o n 

.

.

.

.

.

.

.

.

.
 

1
2
3
4
5
6
7
8
9

 

q
 

m a r g i n e  

r e l a t i o n o f o p p o s i n g t e e t h 
f r a c t u r e d t i p o f t o o t h 

P r o x i m a l c o n t a c t d e f e c t  
I n t e r p r o x y m a 1 r e d t o r a t i o n 
C a r i e s - p u l p p r o x i m i t Y 
I n t e r p r o x y m a l O A C  
3 r ct M o 1 a r m e s i a l c o n t a c t s 
C a l c u l u s 
I n t e r c u s p a 1 
P r e s e n c e o f 
後 統 永 久 歯

s e t t i n g ＆
 

p r o c e d u r e r e c o r d i n g f o r m 

- 117  • 



orrec t.  pat.i ent. ' s  ll紐<1 po.sユtJ.on
-for - ma x i l lary pe r-iapi cal & bite­
ving X-ray rad.ia tion 

Ana しomy of - i.h e·- cavi tyaud 1ieiuI lJ心
d i rect ly re late t.o re.di ogra(lh i c  exposur es . 

Pati ent ' s  occlus e. l  p lane i s  // o r ..L to 
flo o r  wi thout X-re.y fi lm indico.to 1·s . 
( E:x  : // to f l o o r ) 

NOTE 
F :  X-Ray f  i lm 

·X : X -Ray tube 

UI

品
g[

P
A

TI
(

ヨ

be M-D l o c a t i o n  
ce { to a la­

e ) 

:I a. 

坦
· • 

I) 

CユB!!IJ.. ll _�ea 

,

11
8

,

 

Tu b e  oぷ lo c
lle f e r e n c  
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ペ リ ア ビカ ル ー 歯牙 、 歯根方 向2/3 に 於 け る正確な情報の取得
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バ イ ト ウ イ ン グ ー 歯牙 、 歯冠方 向 l /3に於 け る 正確な情報の取得

利 点

1 . 平行法が可 能 と な り 、 歯冠部初期 う 蝕の情報が明確に 得 ら れ る っ

2 . 上 下 顎全ての 臼歯部の歯冠方 向 l /3 の情報が 、 左右 2 枚の フ ィ ルム で

充分 な 為 、 被爆嚢が少 な し 、 ：

3 . 長期間の観察で う 蝕な どの進行状態を比較す る と き に 、 上記の理 由

で非常に有利であ る s 従 っ て 、 イ ン デ ィ ケ ー シ ョ ン の 判 定や介入の

時 期 が 正 確 に 決 定 出 来 る ,.
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第 1 0 章 臨 床 （ t a 0 )  

※Bite-Wing Xray primary Information 

1 .  P r o x ima l con t a c t  de fe c t s  

2 .  I nt e rp r o x i m a l  re s t o r at i o n  mar g i ns 

3 . C ar i e s - p u lp p r o x im i t y  

4 . I nt e r p r o x i m a l  OAC 

s .  3 r d  Mo l ar me s i a l  co nt act s 

6 . C a l cu l us  

7 .  I nt e r cu s p a l  re l at io n  o f  opp o s i n g  t e e t h  

8 .  P r e s e nce o f  fr a c t u r e d  t i p s  o f  t oo t h  

H . P . I . 8 2 1 0 0 1  
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

I ※診査手順 (OC) 図解

診 査 ··r， 崖i

( Dr.> 

補 助

( D A) 

く ク ィ ッ ク チ ェ ッ ク エ リ ア に

於 い て ）

l . 子 債l 検 査 ・ フ ィ ル ム の 柑佃

濠 フ ィ ル ム の は 数 は 1) r． が指·示 す る こ と し あ る 。

① シ ン ク （ 現rk. .上 Xi 液 ） の 必 の ＿1 ： で 息 名 の 口 腔 を 忠 定 し ． フ ィ ル ム と

I＇↓i 牙 の •}j li,) が 一 致 す る よ う に ：，比 べ る 。

凸 マ ー 7 · ＇
 

マ凹曰]ロ
•

. 
· • . '  

M 1; 1:,1 - ' · · · · · · · f l ll, 氾
ヽ I lj 1:,1 • • •… . . . ," 伯 g

{ j 闘

(_2Wi• I’£． の . . . ・ ・ ・ ・ ・ ・ 捻 で ;1 .； す 箇 所 を

L ·Jj li,J I .:  hiii ·i mm ま でilt る

口
、： · -

③ フ ィ ル ム ホ ル ダ ー の Pi い }j

ペ リ ア ピ カ ル フ ィ ル ム は す ぺ て フ ィ ル ム ホ ル ダ ー に ホ ー ル ド し Dr． ．に

r項え す

く フ ィ ル ム ホ ル ダ ー ＞

し」
il;"8 部 7 f 'し ム の
ホ ー 9し ド

左1111

- ' D 鋼 l 咬合郎
つ （ ル ム ス ト ッ 9 ‘- 1-1 
11-- 11i fl i紅 部 フ ィ ル工

ー
あ

＊ ー ル ド

- 1 21 



第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

I ※診査手順 （QC) 図解

2 .  X 線扱 影

ii;It打 部 フ ィ ル ム の ホ ー ル ド

峯 ホ ル ダ ー (7) 0 側 と フ ィ ル ム の 0 Ji l；り を 一 致 さ せ． 前 伯 部 は

す ぺ て liil 様 に ホ ー ル ド す る

フィ ル ム 幼． ④ ®⑥ ◎ ⑬ ⑭

・ フ ィ ル ム の 受 け 渡 し

① X 線 の メ イ ン ス イ ッ チ を 入 t l . 所定 の 所射 タ イ ム を セ ン ト す る

② フ ィ ル ム 巫 l ~ 1 6 (1) 順 で Dr．か ら 左 手 で受 け 取 り ． 右 手 で渡 す

(;i‘迂： I t l('.J. っ た フ ィ ル ム は 小 さ な tii ( タ ッ 9 ぐ ー ウ ェ ア ー な ど ） に ．

i:;u l i; J: く 人 9 l て し ・ ＜

①船 彰 終 了 後． メ イ ン ス イ ・／ チ を 切 る

⑤ Hi に ！J.,· r.· 1"\: 名 を ， ＇ ：： き 入 れ た メ モ を 入 れ． ホ ル ダ ー は ア ル コ ー ル

ガ ー ゼ で拭姉 し ． IiJr,.i.:'. (/) t�j 所 に 1 ',· づけ る

・ フ ィ ル ム の JJU象 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ · • Ii;,• I ! IJ と し て 受 付 が t i —i 

· 忠． れ· を 、｛釘楳 エ リ ア ヘ ・父 9’i
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

| ※診査手順 (QC) 図解

印↓湿 つ ィ ル ム の ホ ー ル ド

濠 ホ ル グ ー の M . V 側 と ー／ ィ ル ム の M . V )j Ih) を 一致 さ せ る 。

K I. j i;4 部• … • • フ ィ ル ムふ② ⑧ ® ®

フ ィ ル ム は 咬 介 板 の ½ に ホ ー ル ド し ． ホ ル ダー に 対 し て

l •. I•• 7ii . そ れ ぞ t l 約 1( l• (7) flJ 度 を つ l t , ®(iりの フ ィ ル ム は

岐 介 ili. の 底 面 よ り 付i か に は み 出 す

層---
• 一 書 一嘩

. i年

小 l' l il:i 部 … • • • フ ィ ル ムふ®⑦ ⑪ ⑮

つ ィ ル ム は 咬 介 板 の I}！ ま で ホ ー ル ド し ． ®． ⑦の フ ィ ル ム

は 咬 介 tli. の 庇 1l1i よ り i-Yi か に は み 出 す―-
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

I 幻 イ ルム の m e /m u
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第 1 0 章 臨 床 （ t a 0 )  

I ※隣接面Cariesの発見にお け る B�の効果

隣接面Cariesの発見 に お け る BW の効果

BWに よ り obs. (C , ) 発見
で き た も の

BW : B i te W i ng X - ray f i l m  

TOTAL 
85名

71 名
(84%) 

BWに よ り 治療 Ind ．発見 で き た も の

晶〈early 〉 Caries鑑別で き た も のla te 

obs : エ ナ メ ル 質 に 限 局 す る 欠 陥 で 1 年 間 隔 の 検 診で観察継続可能 な 状態。
e a r l y  c a r i e s  : 歯髄へ の 影響 が考 え ら れ な い 初期 う 蝕の状態。

l a te c a r i e s  : う 蝕の進 行 が著 し い も の 。
工 ナ メ ル 象 牙境 界 と 歯髄表面 と の 距離の½ を 越 え て 進 行 し た も の 。

- 125 -



第10章 臨 床( t a 0) 

|※Study Cast(ta03) 

1 . 必要性 1)繭数、欠損、薗牙の萌出の角 度、傾斜 、 捻転 、 隣接状態 、 対合関係等の治療目的
1ないし4 の状況をできるだけ忠実に 口腔外で石膏模型とし再現する。

2) X- r a y とともに分析 、 診断 、 治療計画または設計 、 記録の為に有効であり 、 特
にC - 2 、矯正治療には必要不可欠の手段である 。

3)診断の流れとして 、 通常Q C エリアで、 X - r a y とと も に必要か否かの判断がな
される。 e e に必要性の理解を得た上で、診療エリアにおける診査の後 印象が行
われる。

2 . 情報 l) F l  口 腔全体の形・ ・ ・ 精密な再現
粛牙の形態 、 位置 、 菌肉の状態（形態）
骨、菌槽 、 歯牙 、 軟組織の形態 、 相 関を知る。

2) F l-1 対合関係 o c c l u s a l  c o n t a c t 
隣接関係 p r o x i m a l c o n t a c t 
顎骨 、 歯槽 、 歯牙 、 軟親織の形態 、 相関を知る。

3 . チ ェ ックポイ ン ト
1) Div I m a O O m o 8 0 、

m a 0 2  m o 8 0 
m a 3 9 4 9 m o 6 2  
m a 4 1 6 2 
m a O l  m o 4 2 6 2  ( = m o 4 1 6 1) 
m a O l  m o 4 5 6 2  

2) Div II m o 4 5 6 1 m o 4 5 6 2 
m o 4 4 6 2  
m o 4 1 6 1 
口 蓋すう壁

3) Div m m a l 8 ~ 4 8 の面 、 線 、 点
4 .  F 3  リ ムロッ ク ト レー

、 フ ァ インロック ト レー

s i z e  #11 , 1 2 , 1 3 , 14 
ト レーの選択 ミ ラーの柄を使う。

5 .  F 2 m .i  0の条件
m i l 士0 、 m i 2 士0 、 m i 3 士0 、 m i 4 + 1 ~ 2

6 . P r o c e d u r e  
m a 0 2 を先に 、 ついでm a O l
m a 0 2 

M l  G 2 が口角 に接しm s - l i n e が4 5 度
M 2  全体が口腔内に
M 3  圧接しながら角度設定
M4 a n  t 0 を入れる。
M 5  舌を前上に出す。
M6 左臼 粛部 エアー 抜き
M 7  左前菌部 エアー 抜き

- 126 -



第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 ) 

I ※Study Cast(ta03) 

6 . P r o c e d u r e  
m a 0 2  

M 8  右 臼 粛部 エ ア ー抜 き
M 9  右前粛部 エ ア ー抜き

m a O l  
M l  G 3 がm a 1 6 m o 3 5 と 一致
M 2  口腔 に入れ 、 マ テ リ アル と 粛面が接触
M 3  d - l i n e と m a 1 6 2 6 が接触
M4 a n t ゜ を 入れて い き 、 口 を 閉 じ る 。
M 5  後方 に押 し て い く 。
M 6  口 を 開 け d - l i n e か ら 4 ~ 5 . 0 マ テ リ アルが で る の を チ ェ ッ ク
M 7 ~M l O m a 0 2 と 同様

m a 0 2  M l の前 に m i 7 で舌を排 し 、 m i l で マテ リ ア ルを と り 、 m a 0 6 m a 0 3 か ら m
0 3 1 に ぬ り 、 次に m a 0 8 m o 3 4 ~ m o 3 1 に ぬ る 。

m a O l  M l の前 に m i 2 で マ テ リ ア ルを と り 、 m a 0 5 m o 3 1 ~ m o 3 3 に ぬ り つけ 、 次
に m a 0 7 m o 3 1 ~m o 3 3 へぬ る 。
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第 1 0 章 臨 床 ( t a 0 )  

| ※ アル ギン酸 印象

ア ル ギ ン 酸 印 象

ア ル ジ ネ ー ト 印象 に つ い て

第 2 次世界 大戦 の せ い で 、 戦前は 一般 に 出 回 っ て い た 寒天 印象材 が 姿 を 消
し た （ 日 本 か ら 寒天を 輸入 で き な く な っ た ） の を 機会 に 米 国 で 代用 品 と し
て 作 ら れ た 。

ア ル ジ ネ ー ト と は
禍 色 の 海藻 か ら 化学的 に 抽 出 さ れ た ア ル ギ ン酸 の ナ ト リ ウ ム 塩 又 は ガ リウ
ム 塩 で あ る 。 こ れ は 水 に 溶 け ド ロ ド ロ に な る 。 （ ゾ ル 化す る ） こ の ゾ ル に
化学反応を起 こ さ せ 固 形 化 す る 。 （ ゲ ル 化す る ） そ の 働 き は 石 膏 中 の カ ル
シ ウ ぷ に依 る も の で あ る

粉末状 の ア ルジ ネ ー ト の 主成分

普通可溶性 ア ルギ ン 酸 ソ ー ダ と 石 万 、 そ れ に 遅 延 剤 と し て 第 3 リ ン 酸 ソ ー

ダ が 入 っ て い る 。
水 を 加 え て 練 る こ と に よ り 可溶性 の ア ル ギ ン 酸 ソ ー ダ と 石膏が 反 応 し て 不
可 溶性 の ア ル ギ ン酸 カ ル シ ウ ム を 作 る 。

ア ル ジ ネ ー ト 印象 材 が 用 い ら れ る主 な 理 由

1 . 準 備 な ら び に 操作が 容易 で あ る 。
2 . 患者 に 苦痛 を 与 える お それ が な い 。
3 . 化激的安価 で あ る 。

練 和 • 印象 に 必要な 器材

1 . ア ル ジ ネ ー ト 印象材 と 水

2 . プ ラ ス チ ッ ク ボ ー ル （直径 1 1 . 0cm ， 高 さ 6 . 7cm) 
3 . 金 属 ス パ チ ュ ラ ・ ・ ・ 必 ら ず柄 （持 つ所） が 一枚板 で木 で あ る こ と 。

• あ る 程度 の弾力 が あ り 1 （ 図 参照） の部分 は
ス ト レ ー ト で あ る こ と 。こ＿ 匡年 0五 ，；哨 ・ 先は 丸：ぐ な っ て い る こ と 。

4 .  ト レ ー

（先 の 丸味 は ボ ー ル の 丸味 に 合 う よ う に な っ て
い て 、 印象材 を 集め る 時 に 役立 つ ）

• こ の 印象材 に は 、 ま っ た く 接着性が な い ので 、
必 ら ず 印象 材 を 機誡的に 保持す る 型 の も の を
使 わ な け れ ば な ら な い 。
印象 材 が し っ か り 保持 さ れ て い な い と 、 口 か
ら 取 り 出 し た と き に 変形 し た り は く 離 し た り
す る お それ が あ る 。
保持力に 影習す る の は孔 の 数 と そ の位置、 分
布大き さ な ど で あ る 。

- 1 28 -



第 1 0 章 臨 床 （ t a 0 )  

I ※ アル ギン酸 印象

※ 石膏模型 を 撤去 し た 後 は 、 印 象 材 の 剥 脱 や清掃 が 容易 に 行 え る も の が 望 ま

し い 。

ス パ チ ュ ラ の持 ち 方

親 を 立 ち 上 が る 所 ま で持 っ て く る 。

ブ ラ ス チ ッ ク ポ ＿ ル の持 ち 方

ポ ー ル の糸底 の 部 分 を 親指 と 人差指 で 保持 し あ と の指 は そ ろ え る 程度 で 、

小 指 の 先 が プ ラ ス チ ッ ク ポ ー ル の辺 緑 よ り 少し 出 る よ う に 持 つ 。

練 和 時 の姿 勢

1 . 肩 に 力 を 入 れ な い 。 （ 肩 の力 を抜 く ）

2 . 立 っ て 足 を少 々 （ 肩 の幅 位 に ） 開 き 、 十 分 に 足 に 力 を入 れ る 。

3 . ホ ー ム ポ ジ シ ョ ン の 作業点 は 、 お へ そ の位 置 で あ る 。

練 和 の 手順 と 方 法

1 . 1 個 の 印 象 に 必 要 な だ け の 粉末 を 正確 に 計 量 し 、 プ ラ ス チ ッ ク ポ ー ル

に 入 れ る 。

計 り 方
印 象材 の 取 り 方 に よ っ て 量 が 違 う の で 、 使 う 前 に カ ン を ふ っ て 印 象 材

を な ら す 。

ス パ チ ュ ラ は 、 き き 手 に も ち 計量器 は 左手 で 上方 部分 の粉 を す く い 、

ス パ チ ュ ラ の ス ト レ ー ト 部 分で 3 回程軽 く た た き 計 昼器 の 辺 縁 と 水 平

に 粉末 を は ら う 。

2 . 粉末 に 水 を 加 え 混ぜ 合 わ せ 、 1味少 間 で粉 を 水 に 浸透 さ せ る 。

ア の 場合 · ・ ・ ・ ・ 局 部床 ． 小 児 用

口
匂＋

 ｀
 

イ の 場 合 · • • • • 1 4 ~ 11 の 下顎

14 ~ 13 の上顎

ウ の 場 合 ・ ・ ・ ・ ・ 12 . 1 1 の 上顎

ァ ． 紛末 1 杯 ： 水％ 杯
ィ ． 粉末 2 杯 ： ，水 1 杯

ゥ ． 粉末 3 杯 ： 水 1 ½杯

3 . 全量 1 つに ま と め 一 様な 混 合物 に な る よ う に ス パ チ ュ リ ン グ を 行な う 。
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ス パ チ ュ リ ン グ の 方法

前記 の よ う に プ ラ ス チ ッ ク ポ ー ルと ス パ チ ュ ラ を 持 ち 、 集 め た 印象材 を 小

指 の 先か ら 手首点 の 間 で ス パ チ ュ ラ を

面 を か え し な が ら 弧 を え が く よ う に 動

か す 3 （プ ラ ス チ ッ ク ポ ー ルの円 周 の
お に 当 る ） 1 ケ 所 で 3 ~ 4 回 ス パ チ ュ

リ ン グ を し た ら 印 象 材 を 集め 、 ブ ラ ス

チ ッ ク ボ ー ル を 回 転 さ せ次 の 切 で同 じ

事 を操 り か え し 、 そ れ を 3 ケ所 で行 う 。 こ の 時 ス パ チ ュ ラ の先端は 、 で

き る だ け 、 ブ ラ ス チ ッ ク ボ ー ル の底 の 1 点 で 回転 さ せ る 。

印 象 材 は ス パ チ ュ ラ の 下に あ た る こ と 。 （ ス パ チ ュ ラ は 立 て な い 事）

4 . 練和 さ れ た 印 象材は 、 ス パ チ ュ ラ の 丸味 を 利 用 し て 、 三度 に 集 め （大 き な

気泡が 入 る の を 防 ぐ） ト レ ー に も る 。

・ ト レ ー の 盛 り 方

上顎

ト レ ー の縁へ 印象材を乗 せ 、 い つ ぺ ん

に 矢 印 の 方へ も っ て い く 。

※ 頬側 の辺縁の 金 属 部分を 印象材 で隠

す 。

下顎

ト レ ー の辺 縁に そ っ て 矢 印 の よ う に

盛 り つ け る 。

※ 舌側 の辺 縁 の 金属 の 部分を 印象材 で

隠 す a
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※ ア ル ジ ネ ー ト 印象材 は 温度が高 い と 急 速 に 劣 化す る 。 6 5 cに 1 ヶ 月 間保存
し て お く と 、 全然硬化 し な く な る か非常 に 早 く 硬 化す る 様に な っ て し ま う
の で 、 材料 は 冷 た く し て 乾燥 し た 躙境 中 に 保存 す る こ と が 好 ま し い 。

・ 大 量に ま と め て缶 に入 っ て い る も の を 使 用 す る 時 は 、 使用後 で き る だ け 、
早

、
く 容器 に ふ た を し っ か り と 閉 じ て湿気 の侵 入を 極力 避け る よ う に 心 が け

る ぺ き で あ る 。

ゲ ル 化時 間 の 調節

• 練和 開始後 ゲ ル化が 起 る ま で の 時 間 で 示 さ れ る 。 ゲ ル 化時 間 は 重 要 で あ る 。
そ れ は 材料 を 練和 し て ト レ ー に 盛 り 、 そ れ を 患者 の 口 に 入 れ る の に 必要 な
時間 が 十分 に な け れ ば な ら な い 。 だ か ら と い っ て 長過 ぎ て も 困 る 。
室温 が 26 °Cの場合 ゲ ル 化時 間 と し て は 3 ~ 7 分 が 適 当 で あ る 。

ゲ ル 化 時間 と 水温 の関係
・ 混度 が 高け れ ば明 ら か に ゲ ル 化時 間 は 短 か く な る 。 水温 を 逼切 に 選 ぶ こ と

が 大切 であ る 。 暑 い 季節 に は 、 ゲ ル 化が 早 す ぎ な い よ う に 冷水 を 用 い て 練
和す る こ と も あ る 。

・ 材料 に よ っ て は 20 ~ 30 ° c の 間 で温度 が l°C 変 化す る こ と に 、 ゲ ル 化時間 が
6 秒 ず つ 変化 す る も の や 、 混 度 1

゜c に 対 し て ゲ ル 化時間 が 20秒 ず つ も 変化
す る も の も あ る 。
し た が っ て 、 一 定 で信用 で き る ゲル 化時 間 を 得 る た め に 、 水涅 を標準温度
（ 通常W °C) の 上下 1 ~ 2

゜
c 以 内 に 注意 し 、 調節 す べ き で あ る 。
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St ud y Ca s t 作業 の 手順

S t e p  1 : 印象 の水 洗 ・ 除水 、 一 次石膏注入

l) 印 象 の check : 印 象 が 完 全に と れ て い る か 否か を 確 認 す る 。
2) 印 象 の水洗 ： 印象 採 得時 の 血液 ・ 唾液 ・ 食物残濱 等 の 除 去 （軟毛筆）
3) 余剰水 の 除 去 ： 印 象 内 面 の 余剰 水 を t i s s u e pa pe r 又 は 弱圧 力 の a i r

で 除 去す る っ
4) I mp . 82 の 決 定 ： 上 顎 、 下顎 そ れ ぞ れ の 印 象 面 の う ち で 最も t r ay底 面に

対 し て 歯肉 方 向 に あ る 点 を I mp . 8 2 と す る 。
F ro nt a l V i e w （ 前 方 ） c h e c k XZ次元

S i de V i e w （測方） c h e c k YZ次 元

5) 一 次石膏注入 ： 一 次石膏 は 普通 石 膏を 用 い 混 水比 は 標 準 と し 気泡 の 生
ぜ ぬ よ う 流す 。 印 象 の最大外形 を 覆 い 、 Z 次 元に お け る 基 準は I mp . 8 2 2頂 ．． 

と し 、 spa t u l a 等 で そ の 深 さ を c he ck す る 。

注入 後 印象 を t ra y ha nge r に s e t し て 初 期 硬 化を待 つ c

S t e p  2 : 上顎基底 面 の 作成

一 次石膏の初期硬 化後 、 p l a s t i c s 平 面板 (l 20 , 1 20 .、ぺ 5mm) に 標 準 よ り や
や小 さ い 暉水 比 で 石 資を 盛 り 上 げ る 。
t r ay柄が p l a s t i c s 平面 板 と 平 行に な る よ う に 保 持 し 、 l mp . 8 2

2�7 の 点 が
p l a s t i c s 平 面板上に 来 る ま で 押 し 下 げ 、 t ra y 柄 の 平行性 を F l on t a l V i e w と
S i d e  V i e wでc he c k調整 す る ：

平 行 設定完 了後 、 直線 型 の s pa t u l a を 用 い 一 次石膏と 結 合 さ せ る 。

S t e p ·3 : 上顎 ・ 下顎 取 り 外 し 、 咬 合 の 完 了

石膏硬 化後 、 印象 よ り 歯 牙の 部 分を 破折 さ せ ぬ よ う 、 又 t r ay柄 を 変形 さ せ
ぬ よ う 注意深 く 取 り 出 す 。

咬合面 の気泡を 除 去 し て 咬 合 さ せ る 3 咬 合完 了 後 、 下顎 の 82を 確認調 整す
る 。

S t e p 4 : 下顎基底 面の 作 成

p l a s t i _c s 平面板 に 棲 準 よ り 小 さ い 混水比で石膏を 盛 り 上 げ 、 上顎 の 基底面
が p l a s t i c s 平 面板 と 平行に な る よ う に 保持 し 下顎 、 I mp 、 8 2玄京 の 点 が p l a
s t i e s 平 面板上に 来 る ま で押 し 下 げ 、 再度平 行性を c he ck っ

上顎基底 面� p l a s t i c s 平面板 Fr on t a l  & S i de V i e w  c h e ck 
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S t e p 5 : 周縁部 、 口 腔底 の バ リ 除 去

切 り 出 し 大型kn i f e で周縁 の バ リ を 6 2-rコ
＇ま で 上 下顎基底面 と 平行に c u t す る 。

下顎 口 腔底 は 舌側外周 部印 象 の 最 も 浅 い 点 よ り 咬 合方向 に 深 さ 1 mm角 度 は 下 顎

基底面 と 平行に c u t 調整す る 。

S t e p 6 : 外形 の c u t
4 1  

I )  86 の 選択 ： 上顎の 左 右36� 162 86 、 下顎の 左右臼後結節 86をmark し 、 そ の 4

点 の 中で最も 後方 に あ る 点を 8 6 と す る 。 下顎に あ る 場 合は 上顎に 移行 さ せ

ma rkす る 。

2) 後縁の cut : 上顎 に ma rk し た 8 6 よ り 86
瓦可 、 角 度は 正中 矢状 面 に 対 し て 垂直

な 平 面に な る よ う mod e l t r i mme r を 用 い て cu t す る " t r i mme r の台 と g r i nd e r

面を 垂直に s e t す る 。

下顎は 上顎後 縁 を c u t 後咬 合 さ せ c ut l i ne を mar k し 、 c u t す る 。 咬合 で き な

い 湯合は 各個 に 86を 選 択 し 後 縁を cu t す る a

3) 外周部の c u t : cu t の 基準は 上顎下顎模型 を そ れ ぞ れ 咬合方向 よ り 見 て 、 歯

牙歯 槽部 の 最突 出 部 か ら 外側へ 3mm と す る 。 83)
―

了京

S t ep  7 ： 気 泡 の 処理

模 型 の c u t さ れ た 各 面に あ る 気泡を 拡 大 し 、 石膏泥 で 埋め る っン

印 象 剤 に よ る 気泡 は cu t し 調整 す る 。

S t e p  8 ： 耐水 ペ ー パ ー 仕上 げ

石 音泥 硬 化後 、 耐水p a pe r # 4 00~ 500を 用 い て 各面を 滑 沢に 仕 上 げ る っ 各 面 の

e d g e を 丸 く し な い よ う 注意 す る c

S t e p  9 : Name  Card の 貼 付

乾燥 後 、 n am e ca rd 下端を 上顎基底面の 後縁に 一 致 さ せ 、 基底面部 中 央 に 貼 る 。

下顎模型の 後縁 面 中 央 に 上顎Noを 記入 す る 。
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I 第 1 2 章 臨 床 ( t a 2 )  

I ※ ス ケ ー ラ ー の規格

mu+ 1  

mu+O / 
muOO 

mu-0 mu- 1  

me 2 3 3 2  me 233 1  
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第 1 5章 臨 床（ t a 5) 

I ※Local Anethesia 

局所麻酔
患者にとって 、 楽に治療が受け られる 。
術者に とって 、 楽 に 作業が で き る 。 （正確性と時間のコ ン トロ ー ルが容易になる 。 ）
主 目 的

I - A C T  
I n d i c a t i o n  （適 応）
A c  c u .r a c y  （正確性）
C o n t r o 1 P o t e n t i a 1 (:Iントnールの為の条件）
T i m e  （時 間）

I - Q Q  
I n d i c a t i o n  （適 応）
Q u a l i t y （ 質 ）
Q u a n t i t y ( 量 ）

I ： 疼痛が予測で き る作業は無痛下に於い て過不足な しに
A : 限界の中にも ベ ス トの状態を正確にお こなう 。
c ： 効果的に最少限の資源で
T ： 必要充分かつ最少限の時間 で 、 正確に麻酔を 行う条件 は ？
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◎ F  1 ?  
① F  1 - 1  

◎ F  2 ?  
② F  2 - 2 
③ F  2 - 1 

◎ F  3 ?  

④ F  1 - 3  

@ F 2 - 3 

⑥ F  3 - 3  

局 所 麻 酔

必 要 性 目 的 プ ロ と し て の 留 意 点
支 配 神 経
m a O l  
m a 0 2  

保 存 補 綴 外 科
＂ ” 

p d ( m  i O 1 ~ 0 9 )  
m i - m a  m o  

m e （ 器 材、 規 格 ）
・ シ リ ン ジ
・ 針
・ 薬 液
・ 滅 菌 ガ ー ゼ

m o - m e （ 規 定 ）
. n X 

・ 針 の 切 口 の 方 向
・ 針 の 方 向 角 度
・ 用 量

m 1 - m e 
• 取 扱 い
· m e - m e の セ ッ ト
・ 点 検
・ ピ ッ ク ア ッ プ
・ グ リ ッ プ

m e - m e  
・ カ ー ト リ ッ ジ 内 パ プ ル ゴ ム

⑦ F l - 2 - 3 : 総 合 注 意
・ ポ ン ピ ン グ
• そ の 他 の 注 意 （ 心 理 的 ー 技 術 的 ）

l ． 見 せ な い 、 言 わ な い
2 ． シ ャ ー プ で 細 い 針 を 使 用
3 ． 薬 液 と 体 温 の 温 度 差 に 注 意
4 ． 剌 入 に 非 ず
5 ． 骨 膜 上 で 充 分
6 ． 薬 液 の 注 入 速 度 に 注 意

． 術 前、 術後 の コ メ ン ト
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局 所 麻 酔 （ m i - m a m o )  
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I ※かた ち の分析 と順序に則 っ た 麻酔の方法

F 1 
局 所 麻 酔 の 必 要 性 は あ る か ？
麻 幹 を 行 う 必 然 性 は ？

1 .  F 1 - 1 支 配 神 経 と そ の 走 行 は ？
上 頓 神 経

Hij 上 歯 槽 技
中 上 歯 槽 枝

m a l 3 ~ 2 3 の 菌 牙、 歯 髄、 歯 根 膜、 困 檀 骨、
11 a l 6 の H V 根 ～ 14 、 m a 2 4 ~ 2 6 の H V 根 の 歯 牙 、

唇 側 の 歯 肉、 粘 膜、 口 唇
歯 髄 、 歯 根 膜、 歯 檀 骨、

後 上 歯 槽 技

大 口 蓋 神 経
F 菌 楕 神 経

舌 神 経
頬 神 経

頬 側 の 歯 肉 、 粘 膜、 頬
111 a l 8 ~  1 6 I)V 、 L 根、 m a 2 6 DV 、
頬 側 の 歯 肉 、 粘 膜、 頬

L 根 ～ 2 8 の 歯 牙、 歯 髄 、

m a l 8 ~  1 3 の 一 部、 又 鳳 a 2 3 の 一 部 ～ 2 8 の 口 蓋 側 粘 膜、
m a 4 8 ~ 3 8 の 歯 牙、 歯 髄 、 歯 根 殷、 骨 膜、 舌 側 粘 殷 、

骨 膜、 舌 前 方 2 /3 、 口 昏
m a 4 8 ~ 3 8 の 舌 側 粘 膜、 骨 膜 、

m a 4 8 ~ 3 8 の 頬 側 枯 膜、 骨 膜
舌 前 方 2 /3 、 口 腔 底

歯 根 膜、 歯 檀 骨、

骨 膜
m a 4 5 ~ 3 5 の 唇 側 粘 膜 、

上 記 は あ く ま で も 平 均 的 な 神 経 支 配 と 奏 功 範 囲 で あ り 、
と に 注 意

希 に 個 人 的 差 異 が あ る こ

F 2 ?  
術 者 の 介 入 が 必 要 な ら ば 、

2 .  F 2 - 2  
そ の 術 者 の 条 件 又 状 態 は ？

R e f e r e n c e C o n t o 1 
3 .  F 2 - l  

作 業 点 は 必 ず 術 者 の 正 中 矢 状 面 に あ る 。
作 業 方 向 又 は 作 業 位
m a O 1 原 則 と し て 没 濶 麻 酔

m i l - 4 ( 1 0 時 ）

P O  S t u r e 、 II i O 1 ~ 0 9 

m i  2 土 0 ( 時 と し て 前 歯 前 突 の 強 い 場 合 は m i 2 + 1 )
m i 3 + 1 ~ m i 3 + 2 ( 作 業 点 を 正 中 に 近 づ け 、 肘 111 i 0 6 の ハ ラ ン ス を 保 っ た め に ）
m i 4 + 1 ( 頬 側 作 業 ） 保 存 治 療 の 麻 酔
m i 4 + 2  ( 舌 側 作 業 ） 外 科 麻 幹
m i  5 + 1 

m a  O 7 浸 潤 麻 酔
m i 1 士 0 ( 1  2 時 ）
m i  2 士 0
m i  3 + ~ m i 3 -
m i  4 + 1 

（ 部 位 に よ っ て ）

m i  5 士 0 ~ m  i 5 + 1 
a a 4 4 、 3 4 単 独 治 療 の 場 合 没 麻 で も 有 効

m a O 6 原 則 と し て 下 顎 孔 伝 達 麻 砕
m i  1 士 0
m i  2 士 0
m i  3 土 0
m i 4 + 2  
m i  5 + 1 

m a 0 8 原 則 と し て 下 顎 孔 伝 達 麻 酔
m i  1 - 4 
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m i  2 士 0
m i 3 + 2  
m i  4 + 2 
m i  5 士 0

F 3 ?  
局 所 麻 酔 に 必 要 最 小 限 の 器 材 は ？
局 所 麻 酔 薬 （ 現 在 使 用 中 の も の は ）

補 綴 時 2 % キ シ ロ カ イ ン カ ー ト リ ッ ジ 1 .  8 cc  
（ 奏 功 時 間 が 長 く 麻 酔 深 度 が 浅 い ）

外 科 時 3 ％ シ タ ネ ス ト オ ク タ プ レ シ ン カ ー ト リ ッ ジ
（ 奏 功 時 間 が 垣 ＜ 麻 酔 深 度 が 深 い ）

原 則 と し て ス プ レ ー 等 塗 布 麻 酔 は 使 用 せ ず
シ リ ン ジ

J M 社
注 射 針

ジ ン タ ン テ ル モ 社
滅 菌 折 り ガ ー ゼ

約 4 O m111 X 4 0 mm 
F 1 - 3 
保 存、 補 綴 時

m a O 1 歯 槽 補 骨 の 組 成 が 多 孔 質 で 疎 の た め 浸 麻 で 充 分
前 上 歯 槽 枝

剌 入 点
m a 1 3 o r 2 3 1 歯 単 位 の 場 合 は T B T 
m o 3 3 4 1 5 5 6 6 8 2  Z .  2 2 . 0 

角 度
Z Y  m o 3 3 4 1 に 対 し z y 
Z X m o 3 3 5 5 6 6 に Z X 

針 の 切 口 の 方 向 菌 槽 骨
中 上 歯 槽 枝

刺 入 点
m a 1 5 o r 2 5 
m o 3 3 4 1 5 5 6 6 8 2 

角 度
z y 
Z X  

保 存、 I .  8 cc 

カ ー ト リ ッ ジ 用 シ リ ン ジ （ 補 綴 時 寒 天 共 用 ）

3 0  G L o n g  ( 0 . 3 0 X 2 5 m111 ) デ ィ ス ポ ー ザ プ ル

（ 作 業 歯 ）

0
0
 

（ 平 行 ）

z . 2
 

2 .  0 

m o 3 3 4 1 に Z Y 0 
m o 3 3 5 5 6 6 に z x - 1 5 ° 

（ 口 角 が あ る の で 〇 ゜ で は 人 り に く い ）
針 の 切 口 の 方 向 菌 槽 骨

後 上 歯 槽 枝
剌 入 点

m a l 7 o r 2 7  
m o 3 3 4 1 5 5 6 6 8 2 

角 度
Z Y  
Z X  

z .  2
 

2 . 0 

m o 3 3 4 1 に Z Y 0 
m o 3 3 5 5 6 6 に z x - 4 5 °

（ 小 臼 歯 部 よ り 口 角 が 一 段 と き つ く な る ）
針 の 切 口 の 方 向 歯 槽 骨
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し た が っ て 上 記 3 剌 入 点 に よ り 片 側、 歯 牙、 困 根 膜、 歯 髄、 因 槽 骨 、 頬 側 歯 肉 粘 膜 に 有 効。
m a l 6 o r 2 6 の 場 合 は 頬 骨 の 隆 起 が あ り 肥 厚 し て い る た め m a 1 7 o r 2 7 と m a
.1 5 o r 2 5 の 2 刺 入 点 が 必 要

外 科麻 酔
大 口 蓋 神 経

刺 入 点
m a 1 7 o r 2 7 
m o 3 4 4 1 5 5 6 6 8 2  Z .  2 2 . 0  

角 度
Z Y  m a 0 1 m o 5 0 に z y 4 5 ° 
Z X  m a 0 l m o 5 0 に Z X 4 5 ° 

針 の 切 口 の 方 向 歯 楕 骨
前 記 刺 人 点 で 保 存、 補 綴、 外 科 時 全 域 に 有 効。 但 し 個 人 差 に 注 意 の こ と 。
前 記 刺 入 点 よ り 針 を 静 か に 追 め、 骨 を わ ず か に 触 感 し た 所 で 薬 液 の 注 入 を 開 始 す る 。 も し
く は、 薬 液 を ご く わ ず か づ つ 注 入 し な が ら 骨 面 を 軽 く 感 じ る ま で 針 を 進 め る 。

保 存、 補 綴 時
m a 0 2 歯 槽 骨 の 組 成 が 特 に 臼 歯 部 で は 緻 密 な 皮 買 骨 で 厚 い た め m a O 7 と m a 4 4 
o r  3 4 の 単 一 治 療 以 外 は、 下 顎 孔 の 伝 達 麻 酢 と す る 。
m a 0 7 ( m a 4 4 o r 3 4 の 単 一 治 療 も 含 む ） 浸 麻

刺 入 点
m a 4 4 ~ 3  4 の T B T ( 作 業 歯 ）
m o 3 3 4 1 5 5 6 6 8 2 Z 2 2 . 0 

角 度
Z Y  m o 3 3 4 1 に 対 し Z Y 0 ゜ （ 平 行 ）
Z X  m o 3 3 5 5 6 6 に 対 し Z X O 0 

針 0) 切 口 の 方 向 尚 槽 骨

こ の 場 合 シ リ ン ジ が 患 者 の 視 野 に 入 る の で 目 を 閉 じ て も ら う 。 特 に 小 児 の 場 合 注 意 す る こ
と 。

m a 0 6 o r 0 8 ( 左 右 の 臼 歯 部 ）
下 歯 槽 神 経、 舌 神 経 （ 下 額 伝 達 麻 酔 ）
1 .  m i 0 7 ( 左 第 2 指 ） の 爪 面 に 長 輪 に 平 行 の 3 等 分 線 を イ メ ー ジ
2 .  m i  7 o o ( 左 第 2 指 の 最 先 端 点 ） を 常 に 爪 面 を 正 中 方 向 に 対 し て m a O 6 o r 

0 8 の 臼 後 三 角 に 入 れ 安 定 さ せ る 。 指 の 挿 入 角 度 は X Z で 指 の 第 1 関 節 の 長 輪が 、

m a 0 2 m o 5 0 ( 下 顎 咬 台 平 面 ） に 対 し 0 0 ( 平 行 ） 。 同 じ く 第 1 関 節 の 長 軸
の X Y の 開 き は 、 各 臼 歯 列 に 対 し 約 3 0 ° で あ る 。 こ の 時 、 特 に m a O 6 の 場 合
左 m i O 6 < 肘 ） が Z X で 少 々 ア ン パ ラ ン ス に な る こ と 、 又 m a O 8 の 場 台 特 に
左 m i O 7 ( 手 首 ） が タ イ ト に な る 。 し た が っ て 口 角 の 強 圧 を さ け る た め に も 指
の 第 2 関 節 は 可 及 的 に 湾 曲 を 保 つ よ う に 注 意 が 必 要 で あ る 。

剌 入 点
. z 三 等 分 し た 爪 の 1 ( 0 ) 方 向 の イ メ ー ジ ラ イ ン
X m i 7 0 0 か ら X 6 4 O . ( 爪 の 先 端 か ら 4 0 田 奥 ）

方 向 角 度
X Z  m a 0 2 m o 5 0 ( 下 顎 咬 合 平 面 ） に 対 し 0 0 ( 平 行 ）
Y X 反 対 偏 の m a 3 5 o r 4 5 m o 8 5 ( 近 心 点 ） か ら 前 記 剌 入 点 に 向 け て

針 の 切 口 の 方 向 ． 骨 面 と 反 対
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特 に 下 頓 孔 の 伝 達 麻 酔 の 場 合 、 下 頓 神 経 の ダ メ ー ジ と 血 管 の 穿 入 に 注 意 が 必 要 で あ る 。
そ の た め に 神 経 幹 よ り も 細 い 針 を 使 う こ と 。 又 、 血 管 に 対 し て は ポ ン ヒ ン グ テ ス ト を 行 う 。
ポ ン ヒ ン グ テ ス ト は、 針 を 刺 入 し た ら た だ ち に ご く 少 呈 の 桑 液 を 注 入 し な が ら 針 を 進 め 、

わ ず か に 骨 面 を 触 知 し た 所 で 軽 く ポ ン プ を 押 し ポ ン プ か ら 拇 指 を 敲 す 。 （ 力 を 抜 く ）
血 圧 と 、 カ ー ト リ ッ ジ 内 の 少 量 の 気 泡 と ゴ ム の 弾 力 で、 血 曾 内 に 針 が 穿 人 し て 場 台 赤 い

糸 の よ う に カ ー ト リ ッ ジ 内 に 皿 液 が 人 っ て 米 る 。 こ の 場 台 し 、 少 々 針 を 引 い て 方 向 を 変 え
角 度 上 記 の 作 業 を 行 え ば 良 い 。

血 液 が、 薄 い モ ヤ の よ う に カ ー ト リ ッ ジ の 先 端 に 入 っ て 来 た 場 合 は 、 針 先 に よ る 数 回 の
刺 激 の く り 返 し に よ り 、 周 囲 組 織 の 損 傷 で 内 出 血 さ せ た 場 台 が 多 い 。

外 科 麻 酔
m a O 7 ( 前 記 頬 側 の 没 麻 に 加 え 、 舌 側 歯 肉 に 少 呈 ）
頬 神 経 （ 前 記 下・ 頬 fL i云 麻 に 加 え 、 頬 神 経 に 少 鼠 ）

刺 人 点

． 薬 液 量

m a O 6 o r  O 8 下 頬 枝、 前 縁 部
（ 左 方 2 指 m i 7 O o を 下 頬 技 前 縁 に 後 退 さ せ る ）

Z 三 等 分 し た 爪 の 1 ( 0 ) 方 向 の イ メ ー ジ ラ イ ン
X m i 7 0 0  X 0 ( 先 端 の 部 分 ）
方 向、 角 度、 針 の 切 口 共、 伝 達 麻 酔 に 準 ず る

原 則 と し て 1 剌 入 点 に 対 し 0 . 9 cc ( 約 半 量 ）
従 っ て 追 加 等 の 場 合 も 半 量、 全 量 と い っ た 目 安 で 使 用 す る 。

外 科 麻 酔 の 使 用 量 は 、 0 .  J ~ 0 . 5 cc と し 、 1 刺 入 点 分 よ り そ の 呈 を 差 し 引 い て 使 用
す る 。

但 し 下 顎 孔 の 伝 達 麻 酔 は 全 呈 を 目 安 と す る が 、 上 記 同 様 、 頬 神 経 に 必 要 な 場 台 は 、 全 量
よ り 頬 神 経 分 の 約 0 . 4 cc を 残 し て お く 。

水 平 埋 伏 智 歯 の 抜 歯 や 難 抜 歯 の 場 合 等 は 下 頓 孔 に 全 旦 を 用 い 、 新 し い カ ー ト リ ッ ジ に 替
え 、 煩 神 経 に 約 0 . 5 cc を 注 入 す る 。

5 . F 2 - 3  
D r - D A 間 の 受 渡 し ( f 2 - 2 ) は ア シ ス タ ン ト マ ニ ュ ア ル を 参 照 し て く だ さ い 。
特 に 必 要 な こ と は 、 受 渡 し の 場 所 ( F I - 3 ) 方 向、 角 度 又 は D A の f 2 - 3 と D r の f 2 - 3 を 明
確 な 面 線 点 で 表 現 し 、 こ の 時 に 力 も 規 格 し て 、 例 え ば シ リ ン ジ の 場 合 等、 「 I O g ~ 1 3 g 

（ 意 図 的 に 細 か い 数 値 で ） の 力 で 、 D r の m i I l l に シ リ ン ジ の ピ ス ト ン ハ ン ド ル の 中 心 点
を タ ッ チ さ せ る 」 等 の 指 導 が 必 要 と 思 い ま す 。

6 . F 3 - 3 
D A の 作 業 か ら
1 .  シ リ ン ジ 各 パ ー ツ の ネ ジ が ゆ る ん で な い こ と を 確 認。 特 に ビ ス ト ン と ハ ン ド ル 部 が

ゆ る み や す い。
2 . 針 を シ リ ン ジ に 装 着
3 .  ピ ス ト ン を 引 い て カ ー ト リ ッ ジ の 前 後 を 間 違 え ぬ よ う に シ リ ン ジ に 入 れ る 。
4 . ピ ス ト ン を 引 い た ま ま 、 針 に 垂 直 に カ ー ト リ ッ ジ を 前 方 に 押 し 、 針 を 曲 げ ぬ よ う に 、

セ ッ ト す る 。
5 .  ピ ス ト ン を 離 し 、 ピ ス ト ン の 先 端 部 を 確 実 に カ ー ト リ ッ ジ に 入 れ る 。

針 の 切 口 の 角 度 は 針 の 中 心 軸 か ら 約 3 0 ° で 、 そ の 切 口 の 面 を と る よ う に、 両 面 を 再 度
カ ッ ト し て あ る た め、 先 端 は 紋 で 切 れ 味 は 良 い が 反 面 わ ず か な シ ョ ッ ク で 針 先 が 曲 が り 、
弓 l く と き に 組 織 を 引 っ か け 損 傷 を 与 え る こ と が あ り 、 再 度 刺 入 す る 時 は、 確 実 に 切 れ 味 が
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悪 く な る 。 し た が っ て 、 F 1 - 3 の 関 係 で は 、 歯 槽 骨 に 針 を あ て る の で は な く 、 触 知 す る
だ け の 触 覚 コ ン ト ロ ー ル が 必 要 で あ る 。

シ リ ン ジ は ア シ ス タ ン ト ピ ッ ク ア ッ プ を 原 則 と す る た め 、 準 偏 や 配 置 の F 3 - 3 は キ ャ
ピ ネ ッ ト 上 で あ り 、 患 者 導 入 の 隙 0) 配 慮 と し て 視 線 を さ え ぎ る た め テ ィ ッ シ ュ ペ ー パ ー で
覆 う 。 但 し 、 ア シ ス タ ン ト ピ ッ ク ア ッ プ は あ く ま で も 原 則 で あ り 、 D r が 左 手 で シ リ ン ジ
と カ ー セ を ビ ッ ク ア ッ プ し 、 右 手 に シ リ ン ジ を 持 ち 変 え て 使 用 す る 場 台 も あ り 、 そ の シ リ
ン ジ と ガ ー ゼ の 配 置 の 場 所 や、 方 向 、 角 度 は 、 D A に も D r に も で き る だ け 矛 盾 の 少 な い
も の で な け れ は な ら な い 。
7 .  F' l - F 2 - F 3 
最 後 に 前 述 全 て の 必 要 充 分 で か つ 最 小 限 の 紐 合 を お こ な う 。

動 き を 分 析 す る 要 紫
s p a c e  ( 空 間 ） D D F c h e c k 

1 .  D i r e c t i o n  方 向 角 度
2 .  D i s  t a n  c e 距 離
3 .  F o r c e カ

t i m e ( 時 間 ） F D T c h e c k  
1 .  F r e q u e n c y  頻 度
2 .  D u r a t i o n 継 続 時 間
3 .  T i m i n g タ イ ミ ン グ

活 動 で あ る 以 上 前 記 か た ち の 分 析 に 加 え 、 自 然 で 一 定 性 の あ る 動 き ( N C M ) シ ス テ マ テ
ィ ッ ク な 動 き 等 の 規 格 を 行 う 必 要 が あ る 。

そ の 他 の 注 意 事 項 （ 心 理 的 、 手 技 的 ）
1 .  シ リ ン ジ を 見 せ な い 配 慮
2 .  注 射 、 麻 酔 等 の こ と ば を 闘 か せ な い 配 慮
3 .  薬 液 と 体 温 の 極 端 な 温 度 差 に 注 意
4 .  シ ャ ー プ な 針 を 使 用 す る
5 .  刺 入 で は な く 粘 膜 の 被 覆 で あ る

手 技 と し て 第 6 指、 第 7 指 （ 時 と し て 第 8 指 も 加 え る ） で 唇 頬 粘 膜 を 歯 槽 に 対 し 垂 直
か つ 少 々 歯 根 方 向 に 牽 引 し 、 針 先 を 刺 入 点 に 置 き 牽 引 し た め 粘 膜 を 針 に か ぷ せ る 。
こ の 時 に 頬 昏 に 振 動 を 加 え る と 刺 人 点 か ら 意 識 を そ ら す こ と に な り 、 有 効 で あ る 。
又 、 m a l 7 o r 2 7 下 頓 の 伝 麻 等、 牽 引 が 困 難 な 場 台 は 骨 に や や 強 圧 を く わ え て や
る と 意 識 を そ ら し な が ら ス ム ー ズ に 刺 入 出 来 る 。

6 、 骨 膜 内 に あ ら ず 、 骨 膜 上 の 麻 酔 で あ る
7 、 注 入 0) 速 度 に 注 意 す る

特 に 最 初 の 約 0 . 5 cc 程 度 は 患 者 の ま つ げ 、 日 昏、 顔 色 、 呼 吸 等 を 注 意 し な が ら 3 0 秒 程
の 速 度 で 注 入 し 、 安 全 を 計 る 。
こ の 速 度 で の 注 入 は 点 滴 の 速 度 と ほ ぼ 一 致 し、 体 内 を 一 循 す る 血 液 の 速 度 に ほ ぼ 等 し
い。

※ 安全 性 の 確 立 と 自 己 保 守 の た め に も 、 酸 素、 救 急 医 薬 品 等 は 常 備 す べ き で あ る 。

規 格 さ れ た 麻 酔 の シ ス テ ム と は 、 前 述 全 て に 関 す る 過 不 足 の な い 統 合 で あ り 、 全 て の か た
ち 、 全 て の 動 き か ら ム リ 、 ム ラ 、 ム ダ を 取 り 除 い た 考 え 方、 方 法 で あ る 。
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゜ ート

｀、
ハント"t

゜ ースの規則

ミ ラ ー使用 時 に 於 け る ハイ ス ピー ドハ ン ド ヒ
°ー ス の 規則

距 離 と 方 liiJ

水 の か か ら な い 範圃

｀、 三＼｀／／ヽ．：¥ 
水 の か か る it Uli

1 )  iil lり で き る J灼 合 ． 窯 iH 外 ）r�の 設 宛 i で は irl Iり で 行 う ．

2
 

2 )  ii i月の 渇 合 、 ハ ン ド ビ ー ス を ス タ ー ト さ せ る 前 に 窯 沢 内 に パー を 入 i l

そ し て 、 ハ ン ド ビ ー ス は ミ ラ ー と fl； 窯 点 の lt l に な 1 •J れ はな ら な い ．

ハ ン ド ビ ー ス の ス タ ー ト と ス ト ッ プ

( Hi il i i l) ヽ ら 0 5 舅 鼻 I)ヽ そ れ 以
．
l ： )

3
 

ハ ン I·' ピ ー ス 1 :1 必 '}].i lu 少 Ill� <J..) 勅 き だ り IC す る

4
 

5
 

パ ＝1―. .... — ム と の 関 係

✓ -( =\―. -" ー ム 1 :t ·.=;:; 1c ミ ラ ー の 後 ）i か Jこ ． ’ く ー の ほ か 後 方 IC H < 
冷 加l< lt

関 全 な Ih 11 の 色 を 謀 別 で き 、 窯 れ を 洗 い 流す 9こ 充 分 な * 鼠 ．
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※Cavity Preparation · Class 1/Class 2 • Lining 

C a v i t y P r e p a r a t i o n  
H i g h  S p e e d  C o n t r o l C o n d i t i o n  

o r H i g h S p e e d C o n t r o 1 M o v e m e n t 
m o v e m e n t 原 則

1 . 左 → 右 右 側 4 → 3 
2 . 遠 心 → 近 心 6 → 5 
3 . 同 じ 深 さ

C o o l a n t  m o v e m e n t 
· 1 .  P i t c h 空 転 時 5 0 万 回 転 そ の 7 0 % で 切 削

2 .  R e t u r n 0 . 2 ~ 0 . 3 の C o n t r o l 
3 .  D i s t a n c e 内 側 性 0 . 2 ~ 0 .  3 外 側 性
4 .  F r e q  u e n c  Y 4 回 ／ S e C 
5 . N o n  s t  o p  ペ ダ ル を 踏 ん だ ら 最 後 ま で．

C u t 
1 .  H o o k  c u t  
2 .  T h r u s t  c u t  
3 .  R a d i a l  c u t  

内 側 性 窯 洞 ＃ 9  # 8 # 5 
# 8 • • • 初 期 カ リ エ ス の 予 防 充 填

バ ー が 深 さ の 目 安
S p e e d 切 削

1 .  5 ま で と す る。
s p e e d エ ン ジ ン で 除 去。

レ ス ト
作 業 時 は す べ か ら く 近 い 方 が 良 い。
方 が よ い。

S o f t  d e n t i n  
1 0 0 % 除 去。 着 色 象 牙 質 は 側 壁 の D E - j u n c U o n に お い て 取 り 残 さ な い。 た だ し 高 底
に お け る 硬 い 着 色 は、 完 全 に 取 り 除 か な く て 良 い。 完 全 充 填 後 は 活 動 し な い。

F 2  

F 3  

H i g h  
- z 

F 2 切 削 時 の 動 き

F 3  
C l  a s  s 

# 9 

左 側 3 → 4 

そ れ 以 上 深 い 場 合、
ラ イ ニ ン グ 必 要。

h e a v y 

ー

ス プ ー ン エ キ ス カ ペ ー タ 又 は l o w -

p r e s s  

C l a s s  I C a v i t y  
i n d i c a t i o n ( 想 定 ） t a 5 3 
F J  # 8  c a r b i d e  b u r  

# 8 の 特 微 1 .  t h r u s t c u t が 容 易
2 .  a b u r  i s  a m e a s u r e 
3 .  t a c t i  1 e : D E - j u n c t i o n の 触 知 が 可 能

…前 述 参 照

1 で D E - j u n c t i o n

0 .  5 

u r e の 時 は 、 よ り 近 い

に 入 っ た 程 度

II C a v i t y 

L i n i n g 
i n d i c a t i o n 永 久 歯 t a 5 3 

乳 歯 t a 5 3 
F B I  m i x i n g p a d  
D y c a l  C a ( O H ) 2 

• C a b i t i c ( E u g e n o 1 系 ） • L i f e ( C a ( O H ) 2 系 ）
M i x i n g F B I は テ ィ ッ シ ュ で D A が ふ く

M i x i n g p a d は m a t e r i a 1 硬 化 後 折 っ て お く
4 隅 を 順 に 使 う

（ 生 活 歯 ）
（ 生 活 歯 ）

z
z
 

．
．

 

1
1

 

5 以 上
3 以 上

F 3 
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I ※Wide Cavity 

W i d e  C a  v i  t y 

F 2 • · · m i 0 の 条 件
F 3 … # 9 ( 1 5 5 7 )  
V i e w … m i + l l ~ m i  + 4 3 
H i g h s p e e d c o n t r o l 

p i t C h 、 r e t u r n 、 d i s t a n c e 、
n o n - s t o P 

動 き の 順 序 • • • ケ ー ス に よ り 1 、 2 が 逆 に な る こ と あ り
1 .  グ ル ー プ m o 3 1 8 2 
2 .  P C m o 3 5 4 8 5 5 m o  3 6 4 8 5 6 
3 .  D E j u n c t i o n 着 色 の c h e c k 
4 .  E n a m e l S u r f a c e  m i n - z - 3 ． 必 要
5 .  P u l p a l w a l l  2 .  ま で h i g h s p e e d s で O K

s o f t d e n t i n は 徹 底 的 に 除 去
ス プ ー ン エ キ ス カ で か き 上 げ る

f r e q u e n c y 、

6 .  C a v i  t y w a l l 

R e t e n t i o n 
h o o k # 5 ( 1 / 2 ) 
s l o t  # 8 ( 3 3 0 )  

l ) パ ラ レ ル ウ ォ ー ル
ダ イ バ ー ジ ェ ン シ ー ウ ォ ー ル

2 )  h o o k 
J ) s l o o t … 1 咬 頭 に 対 し 2 つ 直 線 部 に つ け る

A m  
1 . 

r e s t o r a t i o n 
v i t a l の 場 合
． 咬 頭 の な い 所 に は 強 い O C は つ け な い。 → e X t 
• m o  3 1 の 中 央 l / 3 に O C を も っ て く る
• O C は 1 点 だ け
• O C の 位 置 が 悪 い 時、 対 合 歯 の e n a m e 1 を 1 5 ° 

し、 h i g h p o l i s h す る
n o n - v i t a l の 場 合
• e n a m e l に は c o n t a c t さ せ な い

咬 頭 を お と す 基 準 … m o 3 1 6 1 か ら 内 側 に 1 .
な け れ ば C U t 

u r f a c e … 外 側 に 延 長 す る と き 最 低 3 .
（ →  - Z - の A m の 厚 み ）

r u s i o n 

E a m e  ー s
 

で C U t 

s t
 

0 p 

( m a x  1 .  

2 .  

の 範 囲 に 健 康 象 牙 買 が 存 在 て い

必 要
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| ※Class I ~ V Trimming Polishing 

F 3  

操 作

順 序

# 2 、 4 、 6 、
C A # 2 4 2  

F u 1 1 回 転 で 摩 擦 熱 な し を 第 1 と す る 。
• m a r g i n を こ ろ が す 感 じ 。
1 ) 大 き な b u r か ら 使 用

c a s e b y c a s e → . w i d e  c a v i 
・ 普 通 の 高 洞

m a r g i n t r i m m i n g  & 面 の 滑 沢 化
2 ) 狭 い c a v i t y ( 基 本 高 洞 e t c . )

• l i n e  a n g l e 必 要 な し
· m a r g i n t r i m m i n g  & 面 の 滑 沢 化

3 ) g r o o v e c h e c k  & l i n e  a n g l e 付 与 ＃ 2 
4 ) 隣 接 面 m a r g i n 、 頬 面、 舌 面 溝 ＃ 2 4 2 C A 
5 )  c h e c k  ・ 採 針 を 垂 直 に あ て て 、 m a r g i n の u n d e r を 確 認

• o v e r は、 は つ き り わ か ら な い

8 、 r o u n d b u r 

t y ら
ら

か
か

8
6

 

＃
＃
 

※ 現 在 t r i m m i n g 用 と p o l i s h i n g 用 の F 3 が あ る が
t r i m m i n g 用 だ け で も い い の で は な い か ？
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I ※Amal只am Pilling 

A m a l g a m  
F 3 の 準 備
P r e p a r a t i o n 
A p p 1 i c a t i o n 
Z m o 3 1 1 .  5 
Z m o 3  1 2 .  O 

F i 1 1 i n g 
．
．
．

 

1
2
3
 

( L i n i n g 、 C a p i n g 、 B a s e ) 
X Y 1 . 0 の 基 準 を 越 え た 部 分 の み
X Y  2 .  0 11 

( W i d e  C a b  i t y )  
* C a p p i n g は C a ( 0 H )  2 系 で

4 .  

5 . 

．
．

 

6

7

 

8 . 

M a t r i x  b a n d  
． 隣 接 面 窯 洞 は 1 0 0 % 使 用
• m o 3 3 、 3 4 で も - X - 1 .  5 以 上 に な る と 適 応
• R e t a i n e r に s e t t i n g し て お く 。 m a 0 3 0 6 、

の 計 4 本
・ 小 臼 歯 は 輪 を 小 さ く し て お く
• m a 3 m o 3 6 用 に ← 15 . → 

・ 歯 牙 へ の s e t t i n g 
原 則 は m o 3 4 か ら 。 m i 8 1 1 で バ ン ド を 上 か ら 押 さ え る 。
m i 6 1 1 、 m i 7 1 1 で 狭 窄 ネ ジ の 下 を 押 さ え る 。 狭 窄 ネ ジ を し め る 。
は ず す 時 は パ ン ド を 押 さ え て 狭 窄 ネ ジ を 1 ~ 1 . 5 回 、 固 定 ネ ジ を 1 ~ 1 . 
回 ゆ る め て リ テ イ ナ ー だ け は す す。

W o o d  W e d g e  
目 的 ： 歯 間 離 開 、 辺 縁 封 鎖
材 質 ： バ ル サ、 オ レ ン ジ の 木
m a t r i x  b a n d の 圧 接

エ キ ス カ の 丸 い 方 を 用 い P C の 回 復、
図

A m  m i x i n g 
1 O s e c / m a ch i n e  H g を 先 に 入 れ る
C a r r y F i 1 1 i n g 
C a r r i e r H P I 型 S 、 L 、 ジ ャ ン ポ の 3 種
F i 1 1 i n g 積 層 ト ラ ッ キ ン グ
ス ク イ ズ ク ロ ス を m i 6 1 1 、 m i 7 1 1 、 rn i 8 1 1 で 3 つ の 花 び ら を つ く る 。
固 く な ら な い よ う に ス ク イ ズ す る 。 m i 6 1 1 め が け て rn i 2 を レ パ ー 下 に 入 れ て
ぐ っ と 押 し て と る 。 1 回 で い つ も 同 量。
C o n d e n s e 
M 1 隅 角 に 垂 直
M 2  隅 角 に 垂 直
M 3  Z の 方 向 に
2 ~ 3 回 C a r r y し た ら 軽 く 叩 き
手 圧
機 械 圧 ア マ ル バ ッ ク 側 室 は か な ら ず 使 用
ア マ ル パ ッ ク は Z Y は バ ン ド の 方 向 と 平 行 に 用 い る 。 Z Y で M 1 ,  
ア マ ル パ ッ ク の 先 端 が 1 . 0 入 れ ば 振 動 で 入 っ て い く 。
マ ト リ ッ ク ス を か け な い X 2 3 、 X 2 4 の ケ ー ス は 咬 合 面 か ら 側 室 ヘ エ ナ メ ル 買 に
垂 直 に 力 を か け る 。

m a 0 5 0 8 

を 用 意 し て お く

5
 

シ ャ ー プ な エ ナ メ ル の 除 去

( 0 . 5 の 上 下 ） 同 様 の 操 作 を 繰 り 返 す。

M 2 ,  M 3 
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I ※紐algam Filling 

9 .  バ ー ニ ッ シ ン グ
C a r r i e r の ヘ ッ ド で 行 う 。 E n a m e l S u r f a c e よ り 大 き く パ ー ニ
ッ シ ュ し な い こ と 。

1 0 . c a r v i n g ( M a r g i n e  t r i m m i n g )  
L i n e  a n g l e は つ け る が g r o o v e は 不 要
H i g h  t o  L o w  
G r o o v e  c h e c k  

1 1 .  F l o s s i n g 
長 さ 3 8 c m  隅 角 か ら 1 ケ 所 ず つ M 1 、 M 2 で 入 れ、 一 方 を 固 定 し 、 2 か ら 1 方 向
へ 2 回。 A m の 固 さ に 注 意。 横 に 引 き 抜 く 。

1 2 .  B i t e c h e c k 
力 を 抜 か せ て 術 者 が 1 回 だ け ” ト ン ” と 行 う 。 患 者 に か ま せ な い よ う に 注 意 す る 。
O C は 1 点 の み で よ い 。
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I ※Amalgam Filling （必要器材 と 配置）

必 要 器 材 と 配 置

・ ア マル ガ ム 充填
02 .• N9”‘• 

⑭ 
＇

 

＼
 

＼ ＼
 

⑥
 

⑮ 

⑦ 

① ラ イ フ （ セ ッ ト ）
② テ ィ シ ュ ー

③ 紙練板
④ F B I # 3  
⑤ エ リ ー ト セ メ ン ト （ ペ ー ス 用 粉 液）
⑥ セ メ ン ト 用 ガ ラ ス 練板
⑦ セ メ ン ト 用 ス パ チ ュ ラ
⑧ F B I # 4  
⑨ ア マ ル ガ ム セ ッ ト （水銀、 ア ロ イ ）
⑩ ウ ッ ド ウ エ ッ ジ
⑪ マ ト リ ッ ク ス リ テ ー ナ ー （ パ ン ド 付）
⑫ ア マ ルパ ッ ク
⑬ ス ク イ ズ フ ロ ス
⑭ ア マ ルガ ム キ ャ リ ア
⑮ ビー チ カ パ ー
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第 1 5 章 臨 床 （ t a 5 )  

I ※ シ リ ケ ー ト セ メ ン ト

シ リ ケ ー ト セ メ ン ト
利 点

色 調 に 優 れ て い て 色 あ わ せ の 必 要 な し
フ ッ 素 の 作 用 で 2 次 カ リ エ ス 少 な い

欠 点
硬 化 前 は 温 気 を 嫌 う
硬 化 後 は 乾 燥 を 嫌 う
練 和 に 技 術 を 要 す る

F 3 # 8 ( 3 3 0 ) 、 # 5 ( 1 / 2 ) 
w i d e c a v i t y 、 m a 3 m o 3 6 の 場 合 ＃ 9 ( 1 5 5 7 ) 、 # 5 を 使 用
# 8 、 9 で 形 成 し た 場 合 、 ＃ 5 で h o o k r e t e n t i o n が 必 要

P r e p a r a t i o n c l a s s lll 、 V
C O 1 0 r を 追 う こ と が 原 則
f 防 拡 大 は 不 要 多 少 フ リ ー エ ナ メ ル が 残 っ て も 良 い 。
t o o t h c o 1 o r の 場 台 、 原 則 と し て V か ら の p r e p a r a t i o n
m e t a l c o l o u r の 場 合、 原 則 と し て L か ら の p r e p a r a t i o n 
可 及 的 に m o 3 3 6 6 、 m o 3 3 6 5 を 越 え な い 。 越 え て も 1 . 0 m m ま で 。
深 さ 1 . o .m m 以 上 の ケ ー ス は 必 ず l i n i n g 

私 た ち の 基 準 で は 1 . 0 m m 以 内 は 有 り 得 な い → 全 て l i n i n g
適 正 な 硬 さ の s i は 1 . 0 ID 日 ま で の ケ ー ス で は l i n i n g ィ； 要 と さ れ て い る 。

P r o c e d u r e  
c l a s s lll 

l .  V 側 2 方 向 か ら F 3 を 入 れ る 。 Y 次 元 形 成
2 .  Z 次 元
3 .  X 次 元
4 .  # 5 に て m o 2 3 6 3 を ポ ッ ク ス フ ォ ー ム に
5 .  h o o k  r e t e n t i o n  P u l p の 方 に 向 け な い
6 .  s o f t  d e n t i n 除 去 エ キ ス カ o r # 5 を 静 止 し た 状 態 で 用 い る

c 1 a s s V 
1 .  F 3 と e m a m e 1 s u r f a c e を 直 角
2 .  y 次 元
3 .  Z X 次 元 、 y z 次 元
4 .  s o f t  d e  t i n 除 去
5 .  h o o k  r e t e n t i o n 数 は 適 宜
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I ※ シ リ ケ ー ト セ メ ン ト

ケ イ 酸 セ メ ン ト （ シ リ ケ ー ト セ メ ン ト ） （LUXS I L IT) 

用 途 ケ イ 酸 セ メ ン ト は 色調 、 透明 度 が 天然 歯 に 似 て い る の で 主 に 前歯部

充填用 材料に 用 い ら れ る 。

組 成 粉末 ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ ・ シ リ カ

ア ル ミ ナ

フ ッ 化物 溶 剤

そ の 他

液 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 正 リ ン 酸

約40 %

約30%

約25%

約40%

リ ン 酸 ア ル ミ ニ ウ ム ． リ ン 酸 亜鉛 （緩 衝 剤）

上記 の 種 々 な 成分を 結 合 し て 作 っ た 酸溶 性 の ガ ラ ス 粉 末 で あ る 。

練 和 ． 充填 に 必 要 な 器材

1 . シ リ ケ ー ト セ メ ン ト ー 式 （Luxs i I i  t )  

2 . 練板 （長 さ 12 . 5 虚 厚 さ 2 . 6 cm : （ た て 7cm横 1 2 .95 ば厚 さ 2 . 6cm) 

3 . ス パ チ ュ ラ （弾 力 の な い 硬 質 材料 で リ ン 酸液 に よ り 腐鰊 し な い も の
Ta g l i t e S t e e l を 使 用）

4 ． ア ル コ ー ル ガ ー ゼ 1 枚

5 . テ ィ シ ュ ー ペ ー パ ー 1 枚

6 . マ ト リ ッ ク ス テ ー ブ （ ナ イ ロ ン ス ト リ ッ プス）

7 . 充填 器

8 . デ ュ ラ コ ー ト （ コ コ ア パ タ ー 又 は 白 色 ワ セ リ ン ）

9 . ウ エ ッ ジ （ 使 用 す る こ と は 少 な い ）

練 和 開 始 前 の キ ャ ピ ネ ッ ト 上

\\ \) ＼＼
＼

；
 i

|

|h

ー5
 

言
[

8

.
 日

l ． 練板

2 . ス パ チ ュ ラ、

3 . シ リ ケ ー ト セ メ ン ト （ 粉）

4 . シ リ ケ ー ト セ メ ン ：．l:-. （液）

5 ． 充填器

6 . マ ト リ ッ ク ス テ ー ブ

7 . デ ュ ラ コ ー ト

8 . ア ル コ ー ル ガ ー ゼ

9 . テ ィ シ ュー：ぺ·-;'-：パ ー
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第1 5 章 臨 床 ( t a 5 )  

I ※ シ リ ケ ー ト セ メ ン ト （練和 の手順）

練和 の手順

1 . ナ イ ロ ン ス ト リ ッ ブ ス の片面 に デ ュ ラコ ー ド を 薄 く 塗 り 、 ．＇ 患者 の 詢部 iさ
テ イジ五

ー
ー ペ ー バー上 に 匿 く 。置いた

2 . 緑虚汲 び ス パ チ ュ ラ を ア ル コ ー ル ガ ー ゼ で よ く ふ き と る 。 （不純物を除
き 練板 の 表 面温 度 を さ げ る 為） 更 に テ ィ シ ュ ペ ー パ ー で ふ く ＾ （水 分 の
混入 を さ け る 為）
ス パ チ ュ ラ は 練板 の 左 端 に か け る よ う に し て 置 く 。

3 . 粉 末 を0 . 1 5 ~ 0 . 1 6g を 練 板 の 右端 手前 に 出 し 、 液0 . 0 4 c c ( 3 滴） を 粉 末
の す ぐ そ ば に 出 す 。 こ の 前に 必 ず液 一滴 を 練 板 の左 上 端に 垂直 に 出 し 気
泡 を ぬ く ，， （ 粉 末 の 量 は 液 3 滴に た い し液 の 高 さ の 約 3 倍 で 長 さ は 2 倍）

ロ0こ ：
L .  _ __.- - ' 

4 . 左 上端 に 1 滴 出 し た 液 を ふ き と る 。
2 ,  L 1 5 . 粉 末 は 下 図 の よ う に 令 ， 伶， ん と 3 分 し ％ の 粉 末 を 一 度に 加 え ス パ チュ

ラ の 先端 で た た く よ う に し て 液 を 浸透 さ せ 次 に ス パ チ ュ ラ の 先端 で 液 を
す く い 上 げ る よ う に し て 液 を 浮か せ な が ら 残 り の粉 末 を 必 要 な 硬 さ に な
る ま で 加 え る 。 ( 20秒） 練板 の 石半 分を 使 用 す る 。

ん 二． ． • 9 · … 9ヽ9 9 9 ' ‘ ’” ' ”ウ が

0にロ
た 1 サ ← 2 1  → 

介
1
↓

O □日
6 . 混和 が 終 っ た ら 一 度 ス パ チ ュ ラ と 練板 上 （ ス パ チ ュ リ ン グ の 時 に 使 用 す

る 部位） を テ ィ シ ュ ー ペ•ーパ そ で ぷ き と る 。 （ 混 和 さ れ て い な い 粉 末 が 入
ら な い よ う に す る た め ）

7 . ス パ チ ュ ラ は 練板 に 対 し て 約45 度に 傾 け て 上 に お し 出 す よ う に は ね 上 げ
る よ う に し て ス パ チ ュ リ ン グ し 、 均 ー な 色調 、 透明度を 得 る よ う に す る
こ の 時 ス パ チ ュ ラ ぱた え ず き れ い に ふ き な が ら 操作 す る ，， 操 作 は 練板 上
の左半 ゥ分を使用i う

8 . 液 の浸透 し て い な い 白 い 部 分及 び す り つ ぷ れ た 部分 は スパ チ ュ ラ の 刃 の

部 分 で 取 り 除 く Q
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第 1 5 章 臨 床 ( t a 5 )  

I ※ シ リ ケ ー ト セ メ ン ト （練和 の手順）

9 . 練 和 さ れ た シ リ ケー ト は 練板 の 端に 醤 き 、 患者 の 口 角 と オ ト ガ イ 唇 溝
か らi::6 1 い た 線が直交す る 点 （画 1 参照） ま で練板を 持 っ て 行 き 、 先生 に
充填器 を手渡す ． （図 3 参照）

10 . 先生 の左手親指 の つ め よ り 少 し後 方 （図 2 参照） に デ ュ ラ コ ー ト を少蛋
醤 く 。 充填絡 了後 残 り の シ リ ケ ー ト は 丸め て お き 硬化を 確認す る 。

11 . 使用後 は 使 用 し た 器材の後湊末 を す る 。 （練板 豆 ズ パ チ ュ ラ は水洗 で十分）

※ シ リ ケ ー ト セ メ ン ト は 、 ア シ ス タ ン ト の行 う 作業 の う ち 最 も 難 し い も の
の一 つ で あ る が 、 よ く 練和 充填 さ れ た シ リ ケ ー ト セ メ ン ト は 、 他 の歯牙
色 の材料 に比べ教度 ． 溶 解性 な ど の点 で多少難点 が あ っ ても 、 二次 顕蝕
の少 な い 点 では 他に 及ぶ も の が な い と い わ れ て い る 。 従 っ て 十 分 ト レ ー

ニ ン グ し 、 最良 の練和を 行 う よ う 習熟 し て い き た い 。 又上記 の練和法
に 習熟 し た ら 、 液 を 1 滴に し て少 量 で も 練和 で き る よ う に す る のが無駄
な 材料 の浪 費 を 防 ぐ意味か ら も 好 ま し い と い え よ う 。

以上
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第 1 5 章 臨 床 ( t a 5 )  

| ※ シ リ ケ ー ト セ メ ン ト （練和時の注意）

練和時 の注意

環境 変化 の激 し い 口 腔 内 で シ リ ケ ー ト セ メ ン ト を 長 期間 安 定 維持 さ せ る 為 に は

溶解性 ． 強度 ． 色調 ． 透明度 ． 歯髄刺激性等 を 最良 の状 態 に す る よ う に 下記 の 点

に 注意 し て 練 和 し な け れ ば な ら な い ，，

1 . 適正な紛末 ー 液比 (0 . 1 5 ~0 . l 6g、 /0 . 04 c c ) を 得 る こ と が何 よ り 大切 で あ る
後 述 の 方法 に よ り 混 和 を は じ め た ら 短 時間 に 一気 に 逼 正 な 比 の 硬 さ ま で も っ・
て い く の が 練和 の コ ツ で あ り そ の 硬 さ を 身体 で 覚 え る こ ．と が 練和 の第 一 歩 で
あ る n ス パ チ ュ リ ン グ途 中 で の 粉 又は 液 の 追 加 は 行 な わ な い こ と 。 適度 な粉

末 ． 液 比は 粉末 を 増 や し て い っ て 照 り が 消 え る 程度 の硬練 り の 状 態 で あ る 。

2 . 操作時 間 は 常温 で 40秒 で あ る ，， 硬 化 時間 は 3 ~ 8 ガ （液 を 多 く し た り 操作時
間 を 長 く す る と 硬 化が 遅 く な る が性 質 が低 下 す る の で 好 ま し く な い 。 ）

3 . 湿 度 が 高 い と 硬 化時間 が 短 か く な り 練和 不 十 分 と な る 。 混 度 が 低 い 方が 硬 化
時間 が 長 く な る 為操 作持 間 が よ け い に と れ 、 又低混 で 性 質 が 変化す る こ と も
な い の で 望 ま し い ，， fこ だ し 結 露 す る ほ ど の低温 で は よ く な い 。 練板 の厚 さ が
厚 い 事 及 び ア ル コ ー ル ガ ー ゼ で練板 上 を ふ く 事 は 温 度を 低 く す る 効 果が あ る
練板 の 温 度 は 20 ~ 25 °C が 望 ま し い 。 （ 初心 者 は 冷蔵庫 よ り 取 り 出 し た 練 板 を
練習 に 用 い る と よ い 。 ）

4 . 不純物 、 水 分 の 混入 、 蒸発 に よ り著 し く 性 質 が 変 ｛ヒす る の で 、 粉末 ． 液 共 に
練板上 に 出 し た ら す ぐ に ふ た を し め る こ と 。 （粉 末を 出 す 際 ス パ チ ュ ラ は 決
し て 使 用 せ ず 、 ビ ン か ら 直接 に 出 す こ と 。 ） 又 充填 後 は デ ュ ラ コ ー ト 等 で シ
リ ケ ー ト セ メ ン ト を 十 分に 硬化す る ま で被覆す る 。

5 . 紛 末 は 硬 い ガ ラ ス 粉末 で 研摩材 と し て 使 え る 程 で あ る の で練板に す り つ け る
よ う な 事 は 絶対に さ け る こ と 。 練和 と い う よ り 均 ー な 混 和 を 行 い 練板 を 鋸 つ
け た り し て シ リ ケ ー ト セ メ ン ト の 色調 、 性 質 を 悪 化 さ せ な い よ う に 注意 し て
操 作す る こ と 。

使 用 量

一 般 に は 粉 末 · ・ ・ ・ ・ ・ .- • • • • 0 . 1 5 ~ 0 . ! 6g 

液 ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 0 . 04 c c ( 3 滴）

練和 時 間 （ 操 作 時 間）

混和 し て適 正 な 比の硬 さ に す る — .. . . . . . . . . . . 20秒

ス パチ ュ リ ン グ （ た た み こ み） ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． ． 10秒 ～ 20秒 合計40秒
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第 1 5 章 臨 床 ( t a 5 ) 

I ※乳歯処置 （小児）

乳 歯 保 存 の 目 的
・ 天 然 歯 は 最 良 の s p a c e m a i n t a i  
・ 正 常 な 位 置、 s p a c e を 保 っ た め
． 咀 哨 機 鮨 の 保 護

乳 歯 早 期 畏 失 後、
り や す い。

n e r 

早 期 萌 出 し た 永 久 歯 は エ ナ メ ル ア パ タ イ ト の 影 響 で c a r i e s に な

乳 歯 処 置

I n d i c a t i o n 
l ) m a 5 1 5 2 6 1 6 2 

m a 7 1 7 2 8 1 8 2 
治 操 は し な い。 衛 生 だ け を 考 え る 。 t a 1 、 2 サ ホ ラ イ ド 塗 布

2 ) rn a 5 3 6 3 6 3 8 3 l a 9 4 の 時 に 重 要 l a 5 3 、 5 4 
3 ) rn a 5 4 6 4 7 4 8 4  v i t a l  : t a 5 3 、 5 4 

n o n v i t a l : な に も し な い o r t a 7 5 
v i t a l  : l a 5 3 、 5 4 

v i t a l :  t a 6 可 及 的 に 残 す
4 ) m a 5 5 6 5 7 5 8 5 

n o n 
R C R の i n d i c a t i o n 

乳 歯 列 期 ～ 混 合 歯 列 期
歯 根 吸 収 ： n o i n d i c a t i o n 
安 定 期 m a 5 1 6 1 7 1 8 1 4 ~ 4 . 5 オ

m a 5 2 6 2 7 2 8 2  5 オ
m a 5 3 6 3 7 3 8 3  7 オ
m a 5 4 6 4 7 4 8 4  8 ~  9 オ
m a 5 5 6 5 7 5 8 5 8 ~  9 オ

ID a 5 5 6 5 7 5 8 5 は m a 6 萌 出 の 基 準 と な る 。
ネ オ ク リ ー ナ ー、 H 2 0 2 に よ り 十 二 分 な 洗 浄 後 キ ャ ナ ル ス で 充 墳。

3 . 6 0 p e r  a o r  A s s i s t a n t  I n t e r  r e  1 a t  
.
l
 

o n 

3 . 7
 

C 1 a s s m 、 ＞
 

P r e p a r a t i o n 

前 歯 カ リ エ ス の 処 置
l ) 乳 歯 原 則 と し て 治 療 し な い

P C  c a r i e s → 遊 離 エ ナ メ ル を 除 去 し p C を オ ー プ ン し て ハ イ ジ ー ン
コ ン ト ロ ー ル を 容 易 に す る 。

T h e  b e s t w e  k n o w 
4 つ の 治 療 目 的
s t a g e I 参 照
D i v lll a r e a 1 、
外 観 に 関 係 し な い 部 分 . .
外 観 に 関 係 す る 部 分 ・ ・
第 ー 選 択 m e t a l 
第 二 選 択 t o o t h 

1 、 s i 
2 、 レ ジ ン 外 観 と 力 に 関 係 す る 部 分
m a 6 · • • m e t a l  
m a 4 、 5 . . . 第 ー 選 択 m e t a 1 

外 観 に 関 係 す れ ば t o o t h c o l o r 
m a 3 m o 3 6 •  • · m e t a l  

2 ) 永 久 歯 条 件 ：

外 観 ：

F 3 :  
2

 • m e t a 1 
t o o t h 

c o l o u r 
C O 1 0 U r 

r
r

 

0
0

 

l
l

 

0
0

 

c
c

 

m a  O 2 
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| ※歯随処置 （小児）

1 .  I P C i n d i r e c t  
健 康 歯 髄 で あ る こ と
G C R P G r o s s  

p u 1 p 

C a r i e s 

c a p p i n g 

R e m o v a l P r o c e d u r e 

．

．

．

．

．

．

 

2
3

4
5
6
7
 

第 2 象 牙 質 石 灰 化 促 進 法
D P C  
幼 若 永 久 歯 の p u 1 p o t o m y 

根 端 発 育 誘 導 法
乳 歯 の p u 1 p o t o m y 
部 分 的 p U 1 p e C t O Ill Y 
R C R ( R C T ) R o o t 
根 端 閉 鎖

根 未 完 成 歯、 失 活 歯、

c a n a 1 

幼 若 永 久 困

r e s t o r a t i o n 

D P C  
成 功 率 … 乳 歯 約 5 0 % ( 永 久 歯 約 8 0 % )
i n d i c a t i o n … s  o f t d e n t i n 除 去 に よ る 露 髄 で は な い こ と 。

機 械 的 躇 髄 に 限 る 。
方 法 ・ ・ • Ca ( O H ) 2
成 功 の 判 定 ・ ・ ・ 健 康 な 血 液 （ 鮮 紅 色 ）
p r o c e d u r e  

1 .  出 血 点 を H .2 0 2 で 洗 浄、 止 血 し に く け れ ば、 H 2 0 と 綿 球 を 置 く 。
2 .  c a ( O  H )  2 沫 ＋ 麻 酔 の 残 液、 o r、 カ ル ピ タ ー ル を ペ ー ス ト 状 に し、

に の せ 綿 球 で 軽 く 押 さ え る 。
1 .  5 よ り 深 い 部 分 を 1 i n i n g 

ペ ー ス

s p o t ¢ 1 . ゜

．

．

 

3
4
 

出 血 点

生 活 歯 髄 切 断 法 C a  ( O H ) 
p r o c e d u r e 

1 .  A n e s t h e s i a 
2 .  c a v i t y  p r e p a r a t i o n 、
3 .  ハ イ ス ピ ー ド で 歯 髄 腔 オ ー プ ン
4 .  シ ャ ー プ な ス プ ー ン エ キ ス カ に よ る キ ュ レ ッ ト
5 .  洗 浄 H 2 0 2 と N C 止 血 は ラ セ レ ッ ト
6 . C a ( O H ) 2 を 小 綿 球 に 浸 潤 さ せ、 貼 付 す る 。

i n d i c a t i o n 
1 .  大 型 の カ リ エ ス で V i t a 1 、 p u l p - e x p o s u r e  
2 .  H i g h s p e e d に よ る p u 1 p e x p o s u r e 
3 .  打 診 捕、 咬 合 痛、 動 揺 が な い
4 . 歯 肉 の 発 赤、 腫 脹 が な い
5 .  歯 髄 の 石 灰 化、 非 生 理 的 根 管 内 外 の 吸 収 が な い
6 .  根 分 岐 部 の 骨 の 吸 収 が な い
7 . 根 の 生 理 的 吸 収 は 2 / 3 ま で
8 .  切 断 面 よ り 以 上 出 血 が な い

2
 

k. e e r 社 “ L i f e "  

S O f t d e n t i n 除 去

1 .  0 以 上
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I ※Child Management 

Chiki:;:Hanace菖ont

◎ ca r i e s 罹 患 率
( S 53 ． 歯 科 医 学 会 総 会 講 演 集 よ り ． ． ． 現 在 で も そ う 大 き な 変 化 は ？ ）

季L 幽 列 皿 8 5 ％ が c a r i e s に 碑 墨 （ 日 本 ）

混 合 歯 列 期 8 5 % が n o c a r i e s  （ 英 国 ）

2 オ 児 （ 乳 歯 萌 出 後 約 1 年 ）

3 ~ 4 オ 児

4 0 ~ 5 0 %  

9 5 % 

3 ~ 4 オ 児 保 有 ca r i es数 （ 一 人 当 り ） 6 ~  7 本

以 上 の 日 本 の デ ー ク は Bり - X r ay を 使 用 し な い デ ー タ な の で、 実 態 は
こ れ 以 上 と 予 測 で き る 。

Commu n i t y  H ea l t h Ca r eの 立 場 に 立 た な い 限 り 解 決 不 可 能。
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第 1 5 章 臨 床 ( t a 5 )  

I ※子供の取扱い

◎ 子 供 の 取 り 扱 い ー 小 児 の b e h a v i o r p a t te r n  

0~ 3オ ( 2 . 5 オ ） 3 ~ 7 オ ( 6 オ ） 7 才 以 上

l ． 言 葉 が 理 解 で き な い

I
1 ． 自 立 性 ー 依 存 性 （ 過 渡 期 ） I t h e  a ge o f r e a s o n  

2 . 自 我 を 抑 制 で き な い 2 ． 簡 単 な 言 葉 の 理 解 が で き る 理 由 が 判 断 で き る
3 ． 人 や 物 を 観 察 す る 能 力 を 有 す る

4 ． 小 さ な 約 束 を 守 る こ と が で き る
5 ． 直 接 の 命 令 に 反 応 で き る

6 ． 情 緒 不 安 定

7 ． 恐 怖 心 が 旺 盛
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - .  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - ,- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

治 療 l 
不 可 能 （ 完 全 治 療 は ） 治 療 へ の 導 入 最 適 期
強 制 的 処 置 （ 但 し 1 
pa i n co n t r o l の み ）
H C  1 の 教 育 必 要

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - .  - - - - - - - .  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - _ , _  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

矯 正
顎 の g r o w t h を チ ェ ッ ク 適 応 大

こ の 時 期 に A r c h

l en g t h 

d i s c r epa n t y が ． ．

連 続 抜 去 の 適 応 も- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - — .  - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - •- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -
P r e v e n t i o n 

主 た る 資 任 者 は 両 親
（ 母 親 ）

膝 の 上 で の プ ラ シ 又 は
ガ ー ゼ 等 の 使 用 法 を

指 導 （ 特 に 就 寝 前 ）

主 ： 母 親 従 ： 本 人
プ ラ シ、 フ ロ ス の 使 用 法 指 導
食 後 の プ ラ ッ シ ン グ
就 寝 前 は 特 に 時 間 を か け て

フ ロ ス も こ の 時 に ・ ・ ・

特 に D . E ． 隣 接 面
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第 1 5 章 臨 床 ( t a 5 )  

I ※子供の取扱い （年令 と 恐怖）

◎ 年 齢 と 恐 怖 ( D r ． 栗 山 ） 小 児 治 療 ＝ 小 児 心 理

恐 怖 と 不 安

恐 怖 ： 現 実 的、 具 体 的 な 対 象 例 ） 注 射、 メ ス 等
不 安 ： 未 来 的、 想 像 的

年 齢 と 恐 怖
5 オ 以 下

・ 動 物 ： 特 に イ ヌ

こ の ま ま 死 ん で し ま う の で は ． ． ． ？

・ 騒 ． 音 ：

・ 痛 み ：

パ キ ュ ー ム や ハ イ ス ピ ー ド の ノ イ ズ 等

麻 酔、 切 削、 又 は パ キ ュ ー ム の 使 用 注 意

・ 見 慣 れ な い も の ：
・ 見 慣 れ な い 人

5 ~ 1  2 オ

（ 甘 え と 痛 み 鑑 別 必 要 ）

機 城、 器 具 （ 注 射 器 等 は 特 に 先 入 観 あ り ）
D r . D A 等

． 想 像 的 な 動 物 ： お ば け、 怪 獣 等
・ 負 傷 ： ’' ヤ メ ロ ！ ！ ’' ・ ・ ・ や め な い

” ケ ガ ス ル ゾ ！ ！ ” . ． ． す ぐ や め る

’' 甘 え ’' と ’' 痛 み ’' の 鑑 別

・ 甘 え も 痛 み も F 2 m i s s  ( D  r .  D A  R e c . 等 の ） に 依 る こ と が 多 い

言 葉
態 度

技 能、 技 術

・ 子 供 は 小 さ な 紳 士、 淑 女 で あ る

D r . D H は 自 ら の 言 葉 と 行 動 に 資 任 を 持 つ こ と

約 束 は 必 ず 守 る こ と

変 な 約 束、 で き な い 約 束 は し な い

・ 言 葉 使 い に 気 を 付 け る

・ 曖 昧 な 態 度 は 失 敗 の も と で あ る

• 初 対 面 の 時 か ら の 態 度 が 大 切 で あ る

• は つ き り と し た 態 度 ー 「 こ の 先 生 は 信 用 で き る な ！ 」

• 阿 呼 の 呼 吸

子 供 と 一 体 に な る

・ 正 確 で や さ し い 手
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第 1 5 章 臨 床 ( t a 5 )  

I ※子供の取扱い （子供の注意力 の持続時間）

◎ 子 供 の 注 意 力 の 持 続 時 間

・ 情 緒 em o t i o n  = o u t o f  mo t i o n  

小 児 は e mo ti o n の 生 き 物 で あ る
e m o t i o n は ；

・ 注 意 力 の 持 続 時 間
年 齢 テ ス ト
3 オ 8 . 0 s e c . 
5 オ 1 6 .  5 s e c . 

子 供 の 最 適 治 療 時 間

子 供 の 限 界 治 療 時 間

短 い

変 化 し 易 い
激 し い

し ば し ば 発 現 す る

お も ち ゃ ( a c t i v e )

8 .  9 m i n . 
1 2 .  6 m i n . 

3 O mi n . ( 2 t i me U n i t )  

4 5 mi n .  ( 3 t i me U n i t )  

• T S D  

時 と し て

1 96 0 年 代 ． N Y U n i v ． ア ダ ル ス ト ン に 依 る

t e 1 1 
s h o w 

d o 

me t h od が 有 効

例 ） 時 と し て 鏡 を 持 た せ 見 せ な が ら、 a i r sy r i n ge 
v ac c u 璽 ti p 等 に 触 れ さ せ、 確 屁 さ せ な が ら

* h a n d i ca pped c h i l d  

脳 性 マ ヒ 、 I Q の 低 い 子 供 の 場 合 笑 気、 全 麻 の 設 備 を 有 す る 専 門 機 関 に 依 頼 す べ き
で あ る
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I ※子供の取扱い （ 日 本人の話す言葉）

◎ 日 本 人 の 話 す 言 葉 （ 「 脳 の 話 」 時 実 利 彦 著 岩 波 新 書 ）

年 齢 言 葉 の 数

1 5 

1 .  5 4 0 ~ 4 5  返 事 は す る が 内 容 は 理 解 し て い な い
2 2 5 5 ~ 2 6 0  
3 8 0 0  3 つ 子 の 魂 1 00 ま で ！
4 1 , 6 00  re pea t が 大 切
5 2 , 0 0 0  理 解 で き る 言 葉 に 置 き 換 え る こ と
6 2 , 4 00 

家 庭 に お け る 会 話 で 最 低 必 要 な 語 数 は 約 1 , 5 0 0語

幼 児 に理 解 で き 易 い 表 現 （ 米 国 版 ）

Den tal  t e r m i n o l o gy 

a l r 
a l g i n a t e  ma te r i a l  
a n s thes i a 
b u r 
d en tal  c a r i es 
e x p l or e r  
m a t r i x 
p i t  a n d  f i s s u re  s e a l a n t  
p o l i sn i n g  p a s te 
X - r a y  eq u i p m e n t  
X - r a y  f i l m  
r ubber d o m  
r u b berdom  c l a mp 
s ta i n l es s  s teel  b a n d  
p rophy l a xi s  p a s t e  
S tud y 璽odel s
3 w ay s y r i n g e  
v acuUII  

りo rd s u b s ta n ce 

w i nd  
p u d d i n g  
j u i c e o r  too th s l e e p y  m e d i c i n e  
b r u s h  
ho l e  b r o w n  s p o t  
to o t h  f e e l e r  
f e nce  f o r  f i l l i n g 
p l a s t i c  c o ve r  
c r ea m 
to o t h  c amera  
tooth  p i c tu r e  
r a i n  co a t  
t oot h  b u t ton  
t oot h  r i n g  
s p ec i a l  t oo t h  c r e a 国

s t a t us 
水 鉄 砲、 風
掃 除 機
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第 1 5 章 臨 床 ( t a 5 )  

| ※子供の取扱い （子供 と の コミュニクー却）

子 供 と の co1111uni ca t i o n は言 葉 だ け で は な い

1 ~ 3 で 感 じ さ せ る こ と

1 .  h e a r 
2 .  f e e  1 
3 .  s e e 

言 葉 よ り も 効 果 的
治 痕 手 順 か ら

・ 目 と 目 が あ っ た と き か ら （ 出 会 い ）
・ 子 供 と の 約 束 を 大 切 に

• I n t ro d u c t i o n （ 導 入 ）
通 常 は 自 分 自 身 で ペ ッ ト に 上 が る （ 参 加 意 識 ）
受 付 エ リ ア で 泣 い て 入 ら な い 子 供 は、 D A 又 は D H が ペ ッ ト に の せ る
＊ 母 親 は 診 療 エ リ ア に 入 ら な い 方 が よ い

子 供 の 8 5 ~ 90＄ は con t r o l の 必 要 な し
残 り 1 0 ~ 1 5 ＄ は cQll t r o l が 必 要

• con t r o l ( 3 t y pe ) 1 0 ~  1 謀 の 子 供 に
· n on  c o n t a c t ,  no  so u n d  c o n t r o l 
· n o n  c o n t ac t ,  so u n d  c o n t r o l  
· con t a c t  c o n t r o l  ( 1 0 ~ 1 5 が 中 4 ~ 5 % )  

• con t a c t  co n t rol  
(D r .  D H 、 D A が 興 奮 し た ら 成 功 は 難 し い ）

· s to p n o i se （ 発 生 源 — 口 ） （ D r . D H )  * 鼻 を ふ さ が ぬ よ う に
H O M E  h a n d  o v e r  mou th  e x e r c i s e  

・ 置o v e 国 e n t s to p : ( D A )  
（ 動 き や 声 が 止 ま っ た ら c o n t r o l を 解 く ） こ れ が で き れ ば 治 療 可 能

• c h i l d ren  b e h a v i or  co n t r o l  ( 4 つ の 条 件 ）
l . 11ov e11en t co n t ro l  

a )  h a n d  「 手 は お へ そ の 上 に 置 き な さ い 」
b )  h e a d  「 ca n ' t n o v e 」

2 . a a n d i b u l a r  co n t r o l  「 口 を 大 き く 開 け な さ い 」
3 . n o  noi se  「 静 か に し な さ い 」

( no i se c o n t ro l ) 
4 . b re a t h  c o n t ro l  .「 鼻 で ゆ っ く り 息 を し な さ い 」

D r . D H も 一 緒 に 深 呼 吸
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第 1 5 章 臨 床 （ t a 5 )  

| ※子供の取扱い （子供 と の コミュこケー却）

• con t r ol を 行 う 注 意
· co n t rol を 行 う の は 1 人 ( D r ) D A に 「 子 供 が 目 を 見 た ら 目 を そ ら せ な さ い 」
・ 全 て comma nd i n g 「 ・ ・ ・ し な さ い 」
• い っ た ん c o n t r o l が で き た ら gr oo 璽i n g （ 甘 や か し に 非 ず ）

「 で き る じ ゃ な い か 」
· o v e r  co n t ro l は 危 険 （ 力 の セ ー プ ）
· F 2 璽i s s に 依 る 痛 み、 恐 怖 に 注 意
• 選 択 の 余 地 は 与 え な い 「 痛 い ？ 」 「 静 か に す る ？ 」 こ れ は だ め
· s o u n d （ 音 量 ） を 大 切 に （ さ さ や く よ う に 、 奏 で る よ う に そ し て 厳 し く ）
· to n e （ 抑 揚 ）
• p i tc h （ 速 さ ）
· t i 凪i n g を 大 切 に
· re pe a t  「 • . . し な さ い 、 ・ ・ ・ し な さ い 、 ・ ・ ・ し な さ い 」
・ 時 に は 力 音 も 効 果 が あ る 「 静 か に し な さ い ！ ！ 」

• そ の 他 の 注 意 点
使 わ な い 方 が よ い 言 葉
・ 選 択 の 余 地 が あ る 言 葉

（ 具 体 的 に 知 ら せ な い 方 が 良 い と き は 曖 味 は 言 葉 で c o n f u s e さ せ る ）
・ 痛 い 、 痛 く な い 「 感 じ た ら 手 を あ げ な さ い 」

・ 注 射、 麻 酔
・ 歯 を 抜 く 、 抜 歯 「 取 る 、 取 り 除 く 、 の け る 」
• も う す ぐ 終 わ る （ こ の 言 葉 を 使 っ た ら 1 分 以 内 で 終 わ る こ と ）
よ く 使 う 言 葉
• 選 択 の 余 地 が な い 言 葉
・ 「 そ の く ら い な ら が ま ん で き る 」
・ 「 当 り 前 だ ・ ・ ・ 」
・ 暗 示 「 い い 感 じ だ ろ 」
・ 注 意 を そ ら す た め に 、 麻 酔 を し な が ら 「 よ く 歯 が 磨 け て る な ． ． ． 」
・ 「 も し 何 か 感 じ た ら 手 を あ げ な さ い 」
・ 「 静 か に す れ ば 早 く 出 ら れ る 」

・ 次 回 の c o n t r o l は 1 00 " 行 っ て お く こ と
・ 処 置 後 鏡 を 見 せ な が ら 「 よ か っ た ね 」
· D A が 「 0 0 ち ゃ ん、 先 生 に あ り が と う は ？ 」
・ 親 に 鋭 明 す る た め、 D r . D H が 連 れ て 出 る . . ・ 友 達 で 帰 す よ う に
・ 親 が 入 室 す る と き は 遠 く か ら 見 え る だ け、 接 触 は 不 可

・ 交 換 条 件 は 給 対 に つ く ら な い
・ 協 力 し た と き に は す ぐ co n t rol は 解 い て や る
情 緒 が 安 定 し て い る と き は 、 言 葉 は 少 な い 方 が よ い

処 置 中 の gr o o璽 i n 、 は 甘 え が 出 易 い
処 置 後 の ヽ r o o璽 i ng は 次 回 に つ な が る ・ ・ ・ 励 ま し
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I ※窯洞 (Cavity) 平面
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第 1 5章 臨 床 ( t a 5) 

※Types of Retention Preparation for Extensive Amalgam Restoration 

TYPES OF RETENT ION PREPARAT ION 

FOR EX;'1'ENS I VE 紐ALG訊 RES'l'ORA'1' ION
•2 5 

I i
口／二＼

Hook 

• 5 

-、.. 

d .5 l l .0(\ / 
/ ‘ 

' i ・ ，，，
ヽ． _.,,―― 

5
-ニ

ー ヽ ‘
 ヽ

！ 

- ト-
． 5 

:\:( 
/ $ 1 io o k  

Sl o t  

1 .  P aral l e l  W al l  
o r  D iverge nt W al l  

2 .  Hook 

3 .  SI.ot 

•( i # . 9 ) 

( #  5 ). 

( #  8 )  

- 171 -



第 1 5 章 臨 床 （ t a 5 )  

I ※バーの規格
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※Mスt
・ ート

ー
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゜ ースの規格 と コンククト＄
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第 1 7 章 臨 床 （ t a 7 )  

I ※連続抜去法

連 続 抜 去 法
顎 骨 と 歯 の 大 き さ の 不 調 和 に よ る A n g l e C l a s s  I 不 正 咬 合 を 適 応 の 基 準 と：

す る 。 m a 1 7 ~ 1 5 、 l 3 ~ 2 3 、 2 5 ~ 2  7 、 3 7 ~ 3 5 、 3 3 ~ 4  3 、 4 5 ~  4 '7  
の 歯 牙 に よ り 完 成。 第 一 大 日 歯 と 中 切 歯 の 萌 出 し た 後 の 混 合 歯 列 に 適 応。 こ の 時、 01f 切 i
の 萌 出 余 地 が 極 め て 狭 い 時。
1 .  乳 犬 歯 の 抜 去、 側 切 歯 の 正 常 位 置 へ の 誘 導。
2 . 第 一 乳 臼 歯 を 抜 去 し て 第 一 小 臼 歯 の 萌 出 を 促 進 す る 。 こ の 時
3 . 第 一 小 臼 歯 が 萌 出 す る や い な や 第 一 小 臼 歯 抜 歯。

条 件 ： 犬 歯 の ふ く れ を G B に ふ れ た 時。
4 .  抜 歯 後、 お の ず か ら 犬 歯 は 第 一 小 臼 出ゴ） 位 置 に 萌 出 す る 。 第 二 乳 臼 歯 に ス ト ッ プ を か

け る か ど う か は 、 第 一 小 臼 歯 の ス ペ ー ス を 考 慮 す る 。
5 . 第 二 乳 臼 歯 と 第 二 小 臼 歯 の 交 換 （ 自 然 に ） ス ペ ー ス が 大 き け れ ば 第 二 乳 臼 歯 の D を ス

ラ イ ス カ ッ ト 。
6 .  余 剰 空 椒 2 . ~ 3 . は 第 二 大 臼 歯 の 萌 出 に よ り 完 成。 第 三 大 臼 菌 の 萌 出 力 を 頼 る こ と

も あ り 。
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I ※ t a 7 5 基準表 ・
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第 1 7 章 臨 床 ( t a 7 )  

I ※抜薗用器具の準備

器 材 の 準 備

ト レ ー 上

基 本 セ ッ ト

麻酔 セ ・ッ ト

キ ャ ヒ沫 ッ ト 」··

- 74 セ ッ ト

峯 外 科 器 具 の 先溢 ( 11 i !fi/J 部 ） に は 1((扱

手 を 触 れ な い よ う に 採 作 す る

① 7 A  ( 1't� 1罪lj 離f・ ）

② エ レ ペ ー タ ー

③
 

＂ B ",' ' 
# 5 B 

# 2 l l l l  

④ フ ォ ー セ ッ プ ス ( I ・・ 加 ） 1 1 ) # 1 5ll 

⑤ II ( f ",j(! J l l ) � 1 5 1  

⑥ キ ュ レ ッ I·

⑦ ル ー ト チ ・ ・ 、 プ ビ 、 ク ス

⑧ 1i 鈎 ピ ン セ ッ ト

⑨ ガ ー ゼ ( 2 枚 ）

® パ キ ュ ー ム チ ・ ・ノ
・

フ ク リ ー ナ ー

（ セ＇ ム グ リ ・＇ プ を 延 ば し た も の ）

⑪ 外 印IJ パ キ ュ ー ム チ ・ ッ プ ＃ B  

⑫ / I # A - 2  

二
[
-
―

＼

り

.• 

‘` 

．
 

※ 上 記 ⑦ は Dr. の 指 が に よ り 和,,:i: す

F 3 メ ス
7 A : 剥 離 用
# 9 : 歯 冠 の カ ッ ト
挺 子 ： m o 3 3 6 5 、 m o 3 3 6 6 、 m o 3 4 6 5 、 m o 3 4 6 6 よ り 入 れ る 。

M 1 、 M 2 の 動 き
鉗 子 ： 作 用 は 挺 子 と 同 じ

つ ま み な が ら 押 し 込 む
m a  O 1 は 3 へ 回 転
m a 0 2 は 4 へ 回 転 骨 の 薄 い 方 へ

鋭 匙 ： 骨 面 を 感 じ れ ば そ れ ま で
持 針 器 ： D A が 左 手 で 糸 を 持 ち 、 右 手 で ピ ン セ ッ ト を 持 ち 、 歯 肉 を 摘 み、 針 が 通 っ

た ら 針 を つ か む。

ガ ー ゼ ： 巻 い て か ま せ る
ピ ン チ ン グ に 使 用 し た も の を す て な い で 用 い る 。 抜 歯 萬 を 骨 折 さ せ る ほ ど
強 く つ ま み、 抜 歯 寓 の 歯 肉、 歯 楕 骨、 剥 離 さ れ た 骨 鼠 を 元 の 状 態 に し て お
く 。
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第 1 7 章 臨 床 ( t a 7 )  

| ※難抜薗 (ITR) 畔配置

器 材 の 部 備

ト レ ー 上
基 本 セ ッ ト

麻 酔 セ ッ ト ( 38. 4 8 の ！町）く 歯 の 場 介． カ ー ト リ ッ ジ を 余 分 に 1 4,: I I l ．む す る ）

キ ャ ビ ネ ッ ト 上
- 75 セ ッ ト

※ 外 科 器具 の 先溢 ( 11 ;ji)j i1-li ） に は ． I( （接．

手 を 触 れ な し 、 よ う に 採 作 す る

①パ ー ＃ 1 557 

② ガ ム ナ イ フ ホ ル ダ ー （ ｛1； •J-J 装 ・Xi )

③ 7 A ( iii li:J 判 離 J.- )

④ II 

⑤ エ レ ペ ー ク ー

⑥ ＂ 
⑦ 有 鈎 ピ ン セ ・ ., I· 

⑧ キ ュ レ ッ ト

1 3 '’,’ I 
# 5 l} 

:I; 2 1 1 1 1  

⑨ ニ ー ド ル ホ ル グ ー （ 糸 ( •I紅： 介 針· 装 ぷ ）

* �t ィト f. I • グ） 'K 介Yi •Ji l ;IJ ・ ・ ・ · · · · · · · · ·

®鋏 ( ii1 肉 ． 糸 りJ ili l l l J

⑪ ポ ー ン ロ ン ジ ャ ー

⑫ ポ ー ン フ ァ イ ル り
一 / ‘ 

⑬ ル ー ト チ ッ プ ピ ．， ク ス ー＝＝＝ク ・
⑪ フ ォ ー セ ッ プ ス ＃ 69 

⑮ 無 鈎 ピ ン セ ッ ト （ ノ ゞ ッ ク 1 iり l �·I J I I )

⑮ ガー ゼ ( 2 枚 ）

⑰パ キ ュ ー ム チ ッ プ ク リ ー ナ ー

® 外 科 I I I パ キ ・1. - •- 1 、 千 ， プ

⑲ 外 科 用 パ キ ュ ー ム チ ッ プ

⑳ コ ッ プ （ 水 を 人 れ る ）

⑪パ ッ ク 用 ク ロ ス

＠ テ ィ シ ュ ー ペ ー パ ー

# I う ( 2 +: )  

# A - 2 

豪 上記． ⑪ 一 ⑪ は ． Dr． の 指 ホ に よ ＇ ） 手 渡 す
⑪ ポ ー ン ロ ン ジ ャ ―

} … … … i↓i ffi 11• の 繁 形 に I l l し 、 る⑫ ポ ー ン フ ァ イ ル

⑬ ル ー ト チ ッ プ ビ ・ ・ ・ ク ス • • … • l�Hi l . 残 溜 し た fl｛ ：J....： の 摘 ： I I に l I I I, ヽ る
⑭ フ ォ ー セ ッ プ ス … … • … • • • • • J ・― •I、 9(i 康 J I J . 残 印lt i· 

峯 術 ヽ l ' ・ ｛む IJ 後 の t:.； ！ し は パ ・ ・・・ ク l l l ク ロ ス イ if.ti に iri: < 

- 180 -

‘ �̀ 



第 1 7 章 臨 床 ( t a 7 ) 

I ※D r と D A の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン

F 3 メ ス
7 A : 剥 離 用
# 9 : 歯 冠 の カ ッ ト
挺 子 ： m o 3 3 6 5 、 m o 3 3 6 6 、 m o 3 4 6 5 、 m o 3 4 6 6 よ り 入 れ る 。

M 1 、 M 2 の 動 き
鉗 子 ： 作 用 は 挺 子 と 同 じ

つ ま み な が ら 押 し 込 む
m a O 1 は 3 へ 回 転
m a  O 2 は 4 へ 回 転 骨 の 薄 い 方 へ

鋭 匙 ： 骨 面 を 感 じ れ ば そ れ ま て
持 針 器 ： D A が 左 手 で 糸 を 持 ち 、 石 手 で ピ ン セ ッ ト を 持 ち 、 歯 肉 を 摘 み、 針 が 通 っ

た ら 針 を つ か む。
鋏

ガ ー ゼ ： 巻 い て か ま せ る
ピ ン チ ン グ に 使 用 し た も の を す て な い で 用 い る 。 抜 歯 認 を 骨 折 さ せ る ほ ど
強 く つ ま み、 抜 歯 高 の 菌 肉 、 歯 檜 骨 、 剥 離 さ れ た 骨 膜 を 元 の 状 態 に し て お
く 。
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I 
| ※抜菌鉗子の規格 と 保持

第 1 7 章 臨 床 （ t a 7 )  
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第 1 7 章 臨 床 ( t a 7 )  

I ※エ レベー ク の規格 と 保持
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第 1 9 章 臨 床 ( t a 9 )  

※THE SりENSON' S CLASSIFICATION OF EDENTULOUS SPACES (Class 1 ) 

THE SWENSON 'S CLASSI FICATION OF EDENTIJLOUS SPACES 

CLASS-1  is an arch with one free-end denture base area .  
辛： A free-end denture bace area i s  defined as an .  eden�ulous space 

of two or more missing teeth without a pos terior abutment . 
SUBDIVISION of  the four classes 
� means that there are missing teeth  in the anterior region . 
f means that there are missing teeth in the posterior region . 
AP means that there are miss ing teeth in both rigions . 

820320 HPI 
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第 1 9 章 臨 床 ( t a 9 )  

※THE SWENSON' S  CLASSIFICATION OP EDENTULOUS SPACES(Class 2 . 3 . 4) 

Class-2 is an arch with two free -end denture base areas . 

Clas s - 3  is an arch with  a pos terior  edentul ous s pace on one o r  both  s i<leヽ o f t hc 
mouth but with teeth present anterior and pos t e r ior  to each space . 
Note : I f  anterior teeth  are m i s s ing , t hey 1 ：ヽ i 1 1  numl:ie r less  than four . 

C lass - 4  is a non pos terior free-end a rch wi th  an a n te r i o r  edcntulous sp:1cc w i t h  
five o r  more ante rior teeth m i s s ing .  

820320 HPT 
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第 1 9 章 臨 床 ( t a 9 )  

I ※EDENTULOUS DIGITAL NAMES 

ma0 1 mo 
rna00 畔

／ 

2= 
！ ＼ ＼ 

\ 3 \ 

3 4 \ 
a. 4, I 4 I 
I G I 
6 I \ 

.
4
0
6
?
』

顎顔面の基準 （ 点 ， 線 ， 面）

maOO mo80 
0 0  5 0 6 0 
0 0  s o  

上顎の基準 （点 ， 線 ， 面）
ma0 1 10080 

0 1 5 0 6 0  
0 1 s o  

正 中 矢状面
ma01 mo40 ·

0 2 4 0  

顎顔面の 基郡点“ 甚屯準線
II 基準面

上顎Di v 皿 碁邸点
上顎の咬合線
上叩 の 咬合平面

上顎 正中 矢状面
下顎 正 中 矢状 面

ma0 2  mo 

下顎 の 占［ 1_＼！！ （点 ， 線 ， 面）
rna0 2 rro80 下顎 の 基郡点

0 2  5 0 8 5  下顎咬合平 面 の 前方基準点

3 9  8 0  左側 下顎結 節 の 頂点

4 9  8 0  右側 II “ 
0 2  5 0 6 0  下顎咬合線

0 2  s o  下
刃
¥i咬 合平 面

Draft 1 1 . P . I 8 7040 1 
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第 1 9 章 臨 床 （ t a 9 )  

I ※ta94 PARTS NUMBERS 

ta 94 PARTS NUMBERS 

口
＄

6 0  C omp l e t e  Me t a l  C a s t i n g  
6 1  P a r t - Ed e n t u l o us a r e a  

6 2  " - Re s t 
6 3  " - Re c i p r o c a t i o n  c o n t a c t  
6 4 " - Re t e n t i o n  co n t a c t  
6 5  " - M a j o r  C o nne c t o r  
6 6  " - M i n o r  Conne c t o r  
6 7  " - Re t e n t i o n  Conne c t o r  

m a O 2 ( 6  0 )  t a  94 7 3 ( 7  8 )  

, ― ` ̀ 
6 2 --•一 ・

67 (ta.93 76)-- · --
63  
6 6 ---

. . . - - -―-- 62 
, —- --·--- 6 6 · - - 63 

.- - - --- 6 2 

6�(ta.9376 ) 
6 6 ---· · - 67 (ta.93 76 l 

6
3

2
 

6
6

6
 

D r a ft . HP I . 870 2 1 4 
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